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　……だるい。

　孫まご庇びさしの向こうから射しこむ陽ひ射ざしが、眠気を催もよおすので、ことさらだるい。




　桜の蕾つぼみがふくらみつつある、うららかな陽よう春しゆん。

「いったい、あなたの従者はどこへ行ったんですか」

　眉み間けんに神経質そうな皺しわを寄せて、銀ぎん髪ぱつ紫し瞳どうの外とつ国くに人びとが言った。彼の名はヤファル・ヴァローシア。寒かん椿つばきの美しかった季節に、アクマと呼ばれる邪じや衆しゆうを追って、この八洲国やしまのくににやってきた、異国の神の使徒──高こう僧そうである。

　ヤファルは『アクマを討うつ』という目的を果たしたあとも、八洲国の京みやこ・匂く桜おう京きようの内裏だいりに残ることに決めた。

　そして決心の次の日から勉強をはじめ、からきしだった八洲語もめきめきと上達し、いまでは微び妙みような〈にゅあんす〉も聞き取れるようになっている。

　もとから細かい、うるさい質たちだったが、それでさらに扱あつかいづらくなった。

「渚なぎは、渚だからなぁ」

　のんびりと、そり残しの髭ひげなぞを探さぐりながら言う空くう也やの言葉が気に入らないらしく、ヤファルは片かた眉まゆを逆立てた。

「あなたがたがそうやって甘やかすから、あの者はいつになってもドジばかりなのでは」

　話題になっているあの者──渚は、沙さ綾あやの従者だ。沙綾は嵐らん嶺りようという名の黒こく牙が神しん──邪じや神しん──を封ふうじる役目を担になう〈神凪姫かんなぎ〉であり、いましも儀ぎ式しきがはじまるところだった。

　ただし、嵐嶺を封じるのではなく解放する儀式だが。

　過去にイロイロあり、嵐嶺は月に三日という期限つきでの復活を許されている。

　そしてその復活には、渚の天てん与よの才が不可欠なのだ。

「坊さんどもが、ビシビシと躾しつけたこともあったみたいだぞ？」

「ですが、効果はなかったと？」

「ナイナイ」

　空也は、まるで無意味だったと手を振った。

「むしろ、萎い縮しゆくしてドジが増えた」

「いまよりもですか……！」

　渚の異い名みようは『歩くドジっ子』である。仕事を任まかせればしくじり、物を運ばせれば壊こわし、伝令を頼たのめば清すが々すがしく忘れる。

　祈き禱とうの才能を見込まれて僧そう院いんに引き取られたものの、沙綾づきの従者になったのは上うわ役やくに匙さじを投げられたからだ。

〈神凪姫〉の従者というのは、閑かん職しよくである。なぜなら、その身に神を封じている沙綾は、ツラい・だるい・身体からだが重いの三重苦で、およそ寝ねたきりだからだ。

　むろん、いまこの瞬しゆん間かんも沙綾は床とこに突つっ伏ぷしていた。ヤファルと空也のやりとりは聞こえているが、会話に交まざろうとすれば、渾こん身しんの力を振り絞しぼらねばならない。

「すっすみません！　遅おくれまして申しわけありません～～～！」

　見習い僧の黄こう衣いで慌あわただしく駆かけこんできた渚が、見えない段差に蹴け躓つまずいたかのように転ぶ。

「ああ……」とうめくような声をあげたのは、ヤファルと空也のほうだった。

　これは宙を飛んだな、と沙綾は音から推測した。

　足音が消え、一いつ拍ぱく後ごにずしゃっという音とともに着地。

　預けてある首飾りが、床ゆかに叩たたきつけられる音も聞こえた。

「すすす、すみませんすみません」

　身を起こした渚は、遅ち刻こくと粗そ相そうの両方に対して詫わびたようだった。膝ひざをさすり、衣服をととのえる見習い僧に、ヤファルが苛いら立だちを隠かくしもせずに訊たずねる。

「儀式があるとわかっていて、どこに行っていたんです」

　そういうヤファルは嵐嶺の解放に立ち会うため、一いつ刻こくも前から準じゆん備び万ばん端たんでのぞんでいた。会場が沙綾の居室であることを思うと、それもそれで迷めい惑わくだ。

「すみません。少しばかり善行を施ほどこしに──」

「善行？」

　怪け訝げんそうにヤファルが問い、沙綾も興味を惹ひかれて片目を開けた。

　渚は、沙綾が預けた首飾りを掲かかげてみせている。

　床にぶつけられたが、見る限り無事なようだ。

「こちらの首飾りに栄養を与えようと思いまして」

　首飾りの宝い玉しには白はく羅ら神しん──善神──の力が宿っている。

　白びやつ光こう天てんと呼ばれるその神は三百年前、嵐嶺を封じる際に喪うしなわれた神だった。しかし、半年ほど前に現れた首飾りの力は生きており、話し合いの結果、沙綾が管理することになったのだ。

　渚が預かるのは、これから解放される嵐嶺がそれを嫌きらうからという理由だった。

「栄養とはどういう意味です？　あなたが善行を施すと？」

「この首飾りが元気になる……かなぁ、と感じたものですから」

　根こん拠きよがあるわけではないらしく、渚はヤファルににらまれて声が尻しりすぼみになる。

「ふん？　妖よう刀とうなら、ありがちであくびの出る設定だぞ」

　このわたしも二、三本所有している、と空也が威い張ばる。

「兄様……トンチンカンですから……」

　沙綾は苦しい息の下から兄に対してつっこみを入れた。「どっちもどっちですね」とはヤファルの弁だ。瀕ひん死し状態で、やっと口をひらいたと思えばどうでもいいつっこみ。

　似たもの兄きよう妹だいだな、と言いたいらしい。

「いいから、さっさとはじめたらどうです？」

　ヤファルがまだ息を切らしている渚を促うながした。空也は下した唇くちびるを突き出して不服そうだ。

「いっそ、ヤツなど未み来らい永えい劫ごう金こん輪りん際ざい、解放されねばいいものを」

「妹に目の眩くらんだ男の戯ざれ言ごとこそ、あくびがでますね」

　嵐嶺が復活するたびにグズグズ言う空也に、ヤファルは容よう赦しやがない。

「では、姫様」

　居住まいを正した渚に声をかけられ、沙綾は身を起こした。

　儀式──といっても、大がかりな結界や読ど経きようは必要ない。嵐嶺を解放するには、渚がただ沙綾の肩かたを突けばいいのだ。こんなふうに。




　トン




　……ところが。

　いくら待っても嵐嶺は現れなかった。

　これまでであれば、渚が肩を叩いた瞬間、暗転した天から雷かみなりが落ち、四方に風が吹き抜ぬけて、麗うるわしい禍まがつ神かみが顕あらわれたのだが。

「あれ？　あれれ？　あれれれ？」

　何度試してみたところで、同じだった。

　天はうんともすんとも言わず、嵐嶺の哄こう笑しようが響ひびき渡ることもない。

「おかしいな。ぼく、どうしたんでしょう？」

　渚は涙なみだ声ごえだ。

　困り果ててうろたえている渚に、沙綾は声をかけようとした。そのとき。




　ぱりん




　小さく、けれど涼すずやかな音が渚の首元からして、

　首飾りの宝玉が、砕くだけて床に転がった──。
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「キレ神の封ふう印いんが解けぬ、と？」

　御ご所しよの奥深く、今きん上じよう帝ていは私室で空くう也やの報告を受けた。

〈護ご持じ大たい将しよう〉の空也は本来、実じつ妹まいである沙さ綾あや専任の護ご衛えいである。昼夜を問わず沙綾の身辺にへばりつき、心ゆくまで護まもるのが任であり、帝みかどへの報告は仕事に含ふくまれない。

　にもかかわらず、空也が今上帝の御ご前ぜんに召めしだされているのは、帝の命令ゆえだった。

　命令といっても、有う無むを言わさず呼び寄せるわけではない。

「冷たいよね、空也は。幼おさななじみじゃないか」と拗すねる技わざを使うのだ。すると空也は放置や無視が（なぜか）できず、ぶりぶりと怒りながらではあるが面おも白しろいように食いついてくれる。

　怒りながら最愛の妹の側を離れて文もん句くを言いにやってくるのが、帝にはかわいくてたまらない。

　彼はゆったりと扇おうぎをひらいて、いと優ゆう雅がに風をそよがせた。

「それはめでたい。重ちよう畳じようである」

　そもそも、嵐らん嶺りようの封印が解けること自体が間ま違ちがいなのだ。三百年前より、歴代の〈神凪姫かんなぎ〉たちは、年に一度ずつ追加の呪じゆ言ごんを受けながら、嵐嶺を封じつづけてきた。

　それが破られたのは、渚なぎがしくじったからである。呪言を追加する〈追つい封ぶうの儀ぎ〉の執とり行われているさなか、結界を過あやまって踏ふみ破ったことが原因だった。

　すったもんだのすえ、嵐嶺は再度封じられたのだが──、今度は渚が沙綾の肩かたを突くと解放されるという、いわば「解けぐせ」がついてしまった。

　どちらも、渚の天てん与よの才、すなわち「ドジ」に拠よるものだ。

「はっきり言ってさ、あの解けぐせって理り屈くつを無視しているでしょう？　もともと、ありうべからざることが起こらなくなったのなら、万ばん々ばん歳ざい。枕まくらを高くして眠れるではないか」

「貴様は、たとえ謀む反ほんが起きたって高たか鼾いびきだろうが」

　いまいましそうに返す空也に、帝が流し目をくれる。

「なんだ。キレ神が出てこられなくなったのが、不満そうじゃないか」

「べべつに、わたしはっ。だが、沙綾が」

「ボンヤリ巫み女こが？」

　妹への暴言に、空也の髪かみが一ひと房ふさ、天を目がけておっ立った。そういう体質なのだ。

「……沙綾が不ふ憫びんであろうが」

「恋人との逢おう瀬せが叶かなわぬからか？　いいじゃないか、会えなくったって。ふだんは、もっと密なつきあいをしている。なんせ、ボンヤリ巫女のなかにキレ神が入ってるんだ」

「イヤらしい言い回しはやめろっ。うおおおおお～～～っ」

　帝の言葉に過か剰じよう反応した空也が、なにを想像したのか頭を抱かかえてのたうった。これが見たかった帝は、扇のうちで声をださずに「ふふふ」と笑う。

「冗じよう談だんはともかく、ボンヤリ巫女はどうしている？」

「キレ神を封じたままなのだ、臥ふせっているしかなかろう」

「ドジ見習いのほうは？」

「あれでも『特技』だったからな。しょげ返っている」

　渚のしでかしたことで、曲がりなりにも役に立ったのはこれくらいなのだ。

「であろうな。そこへもってきて、白びやつ光こう天てんの首飾りまで壊こわしては、泣き面つらに蜂はちだ」

「渚を罰ばつするのか？」

　空也は眉まゆ根ねを寄せて訊きいた。

　あの首飾りには、貴重な力が宿っていたのである。

「なぜだい？　あのドジに首飾りを預けたのは、ボンヤリ巫女でしょう。罪に問うならそっちだろう？」

「ぬんっ!?　わたしの沙綾を処罰などさせるくわあああっ」

「って叫さけぶだろうと思って、言ってみた。やあ、愉ゆ快かい愉快」

　頭から湯気を立てている空也に扇で風を送り、さらに激げき昴こうさせている。

「帰る!!」

「まあ、待ちなさいよ。いま、おまえの好きな菓か子しがくるから。ごまをまぶして揚あげた、華か丹たん国こくふうの餅もち菓が子しだ。中身の餡あんには、香ばしく煎いった胡桃くるみも入っている」

「む、むうっ」

　甘いものに釣つられ、空也は浮かしかけた腰こしを据すえ直す。その間合いを狙ねらいすましたように、高たか坏つきに盛られた餅菓子と茶が運ばれてきた。

　空也がひとつつまんでみると、なるほど香ばしい。餡も油を入れて練ねってあるのか、ごまの香りがして、それとも合っている。

　この珍めずらしい菓子を、沙綾にも食べさせてやりたい。空也は隙すきを見て、餅菓子を袂たもとに放りこもうとした。

「美う味まいであろう？　ボンヤリ巫女のところにも、同じものを届けさせてあるぞ」

「雪ゆき王おうっ。貴様〈インケン帝〉などと呼ばれておるのに」

　空也は思わず帝の幼よう名みようを呼んだ。「一言多いねえ」と帝は涼すずやかだ。

「ところで、あの首飾りのもとの持ち主は見つかったのか？」

「ふげふごうごごごか？」

　餅を頰ほおばっていた空也の不ふ明めい瞭りような発音に、帝は平然とうなずいて繰くり返す。

「〈ニセ九く曜よう〉のことか、であろう？　さようである」

　側そば仕づかえの女によ官かんたちは、「あの発音でどうして理解できる」と一いつ斉せいに首をひねった。そんな女官たちに、帝はすまして「愛であるよ」と応こたえている。

〈ニセ九曜〉というのは、黒こく牙が神しん嵐嶺が渚の粗そ相そうにより復活した際、同時期に黄よ泉みがえった嵐嶺の宿敵である呪言師──の贋にせ者もののことだ。

　ニセ九曜は嵐嶺との直接対決の途中で馬ば脚きやくを現し、自分が金品目的のなりすましだと認めたが、どさくさに紛まぎれて姿を消してしまっている。

「いがばび、ばんぼも。びべばみもべのぼぼぼ、ばばっばびょうばば──ふぐっふぐっ」

　餅を詰つまらせ、のどを押さえて苦しみだした空也を前に、帝はすらすら復唱した。

「いまだに、なんとも。キレ神も手の者を放ったようだが、だね」

「主上！　ごめんあそばせ！」

　空也の顔が真まっ青さおになり、女官が業ごうを煮にやして武将の背を突き飛ばすように叩いた。

　ぽん、と口から餅菓子が飛び出す。床ゆかに手をついて荒い呼吸を繰り返す空也の顔を、帝は扇ごしにのぞきこんでいる。

「いまのはちょっと危なかったねえ、空也」

「貴様……。どえす帝め」

　空也は上うわ目め遣づかいで毒づいた。どえす、とは、ヤファルより仕入れた異国語で、『冷れい酷こくで人を虐いじめることに歓よろこびを見いだす、陰いん険けんきわまりない鬼き●』といったような意味である。

　もちろん、毒づかれたところで帝はこたえなかった。空也の罵ば倒とうなぞ彼にとっては、モフモフの子犬が吠ほえついてくるようなものだ。

「ニセ九曜のことだが──、まあよいか。首飾りの出所は聞きたかったが、ブツのほうがもうないし。キレ神も、二度と戻もどってこられなそうだし」

「二度と戻れぬのか？」

「ドジっこがドジを踏めないなら、そうでしょ？　──そんなに意外か？」

　愕がく然ぜんとした空也に、不思議そうに帝が問う。

「いや」と空也は首を振り、なんだかしょぼくれた様子で言った。

「また臥せりきりの日々になるかと思うと、沙綾がいたわしくてな」

　月に三日と決まっていたが、嵐嶺が封印から解放されている間は、沙綾も年頃の娘むすめのように笑ったりはしゃいだりしていられたのだ。

　妹が、紅あかい髪の邪じや神しんとじゃれ合うことに目をつぶってきたのも、それゆえである。

「こればかりは、さだめであるよ」

　本来、沙綾は〈神凪姫〉の役目に就ついたときから、死ぬまで苦く役えきがつづいたはずだ。

「そうなのだがな。ならばいっそ、自由など味わわぬほうが幸せだったのではないかと思うわたしは、ひどい兄か？」

　うなだれる空也に、帝が珍しくまじめに応える。

「ボンヤリ巫女を愛いとおしく想う気持ちゆえであるよ。まったく空也は兄バカだから」
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　空也が帝のもとに召されていたころ、沙綾は枕元に渚を呼んでいた。

「すみません、姫様」

　渚は悄しよう然ぜんと肩をすぼめていた。正座して、膝ひざ頭がしらを握にぎりしめている。

「封印のことなら、いいの。呼んだのは、別件……」

　沙綾はきれぎれに言葉を押しだした。言葉をどう組み合わせれば、簡かん潔けつに意思を伝えられるかと、忙いそがしく頭をめぐらせる。

「体調は、どう？　首飾りの光が、あなたのなかに入ったけれど」

「え……と、首飾りですか？　先ほど、ぼくが壊してしまった白光天の？」

　戸と惑まどいながら訊たずね返す渚に、「そうだ」とうなずくのも億おつ劫くうだ。

「あなたには見えませんでしたか？」

　ヤファルが沙綾に代わって訊ねた。儀ぎ式しきが失敗に終わって以来、ヤファルは沙綾につきそっている。理由を訊く体力も惜おしくて放っておいたが、飲みこみの悪い渚と自分の間に立ってくれそうだ。

　ありがたく利用させてもらおう、と沙綾は考えた。

　そういう割り切りができないと、ダルい身体からだで日々を乗り切っていけないのである。

「あの首飾りが砕くだけたとき、光があふれ出しました。それがみな、あなたのなかに吸い込まれるように入っていったんですがね」

　沙綾が見たのも、それだ。

　だが渚はなにも感じなかったようだった。「ぼくのなかにですか」と、両手で身体のあちこちに触れながら、首をひねっている。

　ヤファルはその鈍にぶさに苛いら立だちを覚えたようだったが、鈍いからこそ白光天の首飾りが扱あつかえたのだろうと沙綾は思っていた。

　黒牙神である嵐嶺があの首飾りを厭いとうから、彼との逢瀬期間は預けることに決めたのだが、はじめは空也に頼んだのだ。

　だが空也は「肩が凝こって好かん」といやがり、ならば僧たちに、と打だ診しんしてみたが「荷が勝ちすぎる」とこぞって辞退された。

　みな、秘められた力の強大さを感じていたからである。

　ところが渚は平然と受け取り、これを首にかけて過ごしていた。体調を崩くずすこともなく、平然とだ。

「あなたが鈍いのはわかってましたが、ここまでだとは」

　ヤファルは、言いにくいことをずばっと言う。

「具合が、悪くないなら、いいのよ」

　身の置き所がなさそうな顔をした渚に、沙綾はなぐさめの声をかけた。

「あの首飾りは、使わなかったと、思うし」

　嵐嶺が暴れまくっているならともかく、彼は「祟たたらない黒牙神」でいると決めたのだ。

　白光天に助力を乞こう必要がない。

「ですけど姫様……。これで、灰はい色いろ神しんのご相談がまた遅おくれてしまいますね」

　渚がすまなそうに「灰色神」と口にする。

　八洲やしまでは富と恵みを運ぶ善神を白はく羅ら神しん、禍わざわいや不和を招く邪神を黒牙神と称していた。どちらの神も、力が強ければ強いほど、現うつし世よに顕あらわれているだけで周囲に影えい響きようする。

　政争に敗れ、無実の罪を着せられて処刑された激しい恨うらみから、怨おん霊りようを経へて神になった嵐嶺は、力のある黒牙神だった。そのため、本ほん神にんに祟る気がなくとも、長く居られては不幸や邪じや衆しゆうを呼び寄せてしまう。

　沙綾との逢瀬が月に三日と定められているのも、だからなのだが、これを解決するために、二人は嵐嶺が「灰色神」になることを模も索さくしていた。

　善神ではない、さりとて邪神でもない、いわば白でも黒でもない神だから「灰色神」というわけだ。

　とはいえ、そのようなどっちつかずの神に、なろうと思ってなれるものでもない。最近はああではないか、こうではないかと逢瀬のたびに話し合い、考えた方法を試したりもしていたのだが、なにせ、会えるのは月に三日だ。

　まったりくつろぐ時間を少しでも持とうものなら、あっという間に別れの日になってしまう。

「もしかしたら、さっきは調子が悪かっただけかも……。またあとで、やってみてもいいでしょうか」

　すがるような目をする渚に、沙綾はうなずいた。

「わたしは無む駄だだと思いますがね。善き精霊の力を浴あびた直後でしょう？」

　一神教の教えが絶対の西方から来たヤファルは、白羅神「たち」を認めていない。自分の信じている神であるヴァロス神に相当する馬ば祥しよう天てん以外はみな、「精せい霊れい」と位置づけているのだ。

　黒牙神にいたってはすべからく悪あく魔ま扱いである。

　唯ゆい一いつの例外は「神よ」と呼びかけている恩のある嵐嶺なのだが、それはともかく、ヤファルの指し摘てきも正しかった。白光天の光には、聖せい性せいがある。それが渚のなかに吸いこまれた──少なくとも渚を通過していった──わけなので、彼は現在、聖水をかぶったような状態になっているはずだ。

　その状態で黒牙神の封印を解けるかといえば、解けないだろうと沙綾も思っている。

「だから、あとでと、言ったのに」

　白光天の影響だって、いつまでも続きはしないだろう。沙綾はそう考えてうなずいたのだ。

「おや、そうでしたか。失礼」

　ヤファルは「あなたのことだ、なにも考えていないと思った」という口く調ちようである。

　皮肉はいつものことなので、沙綾は気にも留とめなかった。西方思想の持ち主ぬしであるヤファルには、「黒牙神と恋愛する〈神凪姫〉」がどうしても受け入れられないのだ。

　嵐嶺の神ひと柄がらを知り、八洲国このくにの考えかたを理解するようになっても、沙綾の扱いは「アクマと恋仲になった、堕だ落らくした聖女」のままだ。

　まあ、たんに相性が悪いだけかもしれないが。

「お水を……」

　のどが渇かわいた沙綾は、渚に水差しで飲ませてもらった。絶たえ絶だえに息をついていると、端たん座ざしたヤファルがしみじみと言う。

「こういうあなたを見ていると、あのムダに毒を吐はく、ぴんしゃんしたあなたが噓うそのようですね……！」

　やはり相性だ。はじめは「アクマ」と毛け嫌ぎらいしていた嵐嶺には、いまでは敬意を払っているのだから。

　ふと、寝しん所じよの隅すみにしつらえた神かみ座ざに目がいった。この神座は嵐嶺を祀まつるためのもので、彼の好む花と酒は欠かさない。

　瓶へい子しには、北国からお取り寄せした銘めい酒しゆが供えてあった。手が切れるほど清せい冽れつな清し水みずで研といだ米を使い、丁てい寧ねいに仕込んだ逸いつ品ぴんなのだそうだ。

　推すい薦せん者しやは、北国に庵いおりを結んでいる僧、雪せつ慶けいだった。彼はヤファルの追ってきた悪魔がらみの騒さわぎを起こしたあと、罪を受け入れ京みやこを離れている。

　悪魔につけいられる隙があったとはいえ、悪い人ではなかった。渚の親しい友人だったこともあり、沙綾たちとはときどき文ふみのやりとりをするつきあいがつづいている。

　このお酒で一いつ献こん、傾けるつもりだったのに。

　幸せそうに杯さかずきを手にする嵐嶺を思い浮かべて、沙綾はさみしくなった。

　嵐嶺様。

　いまごろ、キレ神様はどうしているだろう。おそらく、死んだように微ね睡むっているのだろうが。

　封じられている間、嵐嶺の「時」は動かない。微睡りは、ある種の「死」なのだそうだ。

　お会い……したかったな。

　沈しずんでいる枕まくら辺べの渚を気遣い、沙綾はため息をこっそり逃にがした。
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　沙綾のもとを皇女ひめみこが訪れたのは、それから二日後だった。

　陽気がいいので、沙綾は塗ぬり籠ごめの薄うす暗ぐらい寝所ではなく、居間の御み帳ちよう台だいで横になっていた。

　部屋には、数人の女官に空也。空也は妹の無ぶ聊りようをなぐさめようと熱く語っているが、沙綾への思いの丈たけをぶちまけられても……、逃げられないだけにきついものがある。

　兄様、それ、厳きびしいですよ……？

　なかば朦もう朧ろうとしながら沙綾は思った。

　意識が混こん濁だくしかかっているのは、気絶のみが唯一の逃とう走そう手段だからだ。

　空也の熱い語りはいつものことだが、適当に薄めてくれる渚が席を外はずしていた。

　というよりも、渚はこのところ不在がちだった。特技を失くした自身を責める気持ちがあるのだろう。内だい裏りの裏手で、こっそり修しゆ行ぎよう？　しているらしい。

　たまたま見かけて、空也の耳に入れた者がおり、沙綾は兄からの又聞きである。

　というのはさておき、皇女はそんなときに、救いの天てん女によのように現れたのだった。

「嵐嶺様が、出てこられないのですって？」

　春の襲かさねで美しく装よそおった皇女は、桜など霞かすませてしまうほどあでやかだった。彼女は今上帝の歳としの離れた妹で、沙綾の大切な友人だ。本来は「皇妹いもうとぎみ」と呼ぶべきなのだろうが、沙綾たちのように昔から親しかった者は、癖くせが抜けずに「皇女」と呼びつづけている。

「梔くちなし姫ひめ様。主上のもとへ？」

　皇女が正装していたため、「参さん内だいしていたのか」と問うと皇女はほほえんでうなずいた。そのかすかなしぐさでも、綽あだ名なの謂いわれである梔のように、えもいわれぬ香りがふうっと漂ただよう。

「生しよう香こう」という、皇女の生まれつきの体質ゆえだ。かつて、隣りん国ごくの美び姫きはこの香りに皇こう帝ていを溺おぼれさせ、王朝を滅ほろぼしたといわれている。

「そうなの。主上にご報告があって」

　ここへは、その帰りに寄ったのだそうだ。

「じつはね、わたくし。身ごもったようなの」

「まあ！」と沙綾は喜びの声をあげたつもりで、せいいっぱい目を瞠みはる。

　皇女は二年ほど前に、歳の離れた臣しん籍せきの従兄いとこに嫁とついでいる。そろそろ、そういったおめでたい話が出てもいいころだった。

「いま、三み月つきになるところだそうなの」

　腹部に手を当てた皇女は、愛おしげな視線を向けた。

「おめでとうございます。中ちゆう納な言ごん様も、さぞ」

　お喜びでしょう、と最後まで言葉をつなげる体力がなく、沙綾は思いをこめて皇女を見つめた。

「旦だん那な様さま？　ふふふ、いまから浮き足だっていらっしゃるのよ」

　舞い上がるあまり、先日も階きざはしを踏み外し、庭に転げ落ちたのだという。

　人柄が善よく、有能だと評される中納言の慌あわてぶりを想像して、沙綾はおかしくなった。

「お仕事をしくじらないとよいのですけれど」と皇女が、沙綾の感想を代弁するような言葉をもらす。

「ご報告に、主上は……？」

　沙綾は訊ねた。兄バカの空也をいじることが生きがいの〈どえす帝〉だが、自身も妹である皇女をそれはもう尋じん常じようではなく慈いつくしんでいる。

　そのかわいがりよう、気の配りようは、周囲をして「よく嫁よめに出したな……！」と言わしめるほどだった。

　じつは最後までごねたらしい、という噂うわさもある。妹を手放したくないあまりに、夫となる中納言を頓とん死しさせようと画かく策さくしたとかしないとか。

　皇女が無事降こう嫁かしたのは、ひとえにもふたえにも帝の側そつ近きんの尽じん力りよくだろう。

「主上はねえ」

　皇女は、諦あきらめと苦笑の入り交まじった表情で肩をすくめた。

「沙綾の想像通り、大喜びになって、僧院に祈き禱とうの命令を出したわよ」

　出産は悪あく霊りようの取り憑つきやすい、危険を伴ともなうことなのだ。折に触れて安産祈き願がんをするのは、ごく自然なことである。が。

「儀ぎ丞じよう様に、鎮ちん護ごなど放りだしてよい、とおおせだったわねぇ」

　大だい僧そう正じよう・儀丞は八洲国の僧たちの頭格りいだあだ。僧たちのとりまとめ役であり、京と帝の治ち世せいの安定をはかる鎮護の要かなめでもある。

　その儀丞に役目を放りだせとは──、まったく〈どえす帝〉の言いそうなことだ。

　わかりやすい帝に、沙綾はなかば感心して、なかば呆あきれた。

　それは、実妹の皇女も同じようだ。

「少しばかり頭に血がおのぼりだったらしくて、京二十里四方からは邪じやという邪を排はい除じよせよ、などとおおせでしたけれど」

　さすがに行きすぎだと、それは皇女が止めたのだという。

「だって、白い神様とも黒い神様とも、うまくやっていくのが八洲流ですもの」

　邪神だから、邪衆だからという理由で排除せず、祈ることで敬意を払って共存する。

　西方出身のヤファルには、この思想がなかなか理解しがたいらしく、いまでもときどき首をひねっている。

　だが、皇女の話を聞いて沙綾は不安になった。

「そんな大事なときでしたら、嵐嶺様のことは……」

　渚が調子を取り戻し次し第だい、予定通り嵐嶺を解放する手はずになっている。

「いいえ、沙綾。変な遠えん慮りよなどしないで。嵐嶺様が黒牙神様なのは、承知の上よ」

　皇女はそう言ってくれたが、いくら彼自身が祟らなくても、その波動に惹ひかれて邪衆が集まってくる。

　皇女になにかあったら申しわけない。そもそも、邪神を封じる役目の自分が、その神と恋に落ちていること自体に、負おい目があるというのに。

「大丈夫。出産が近づいたら、主上は邸やしきに結界を張るでしょうけれども、それだけよ」

　皇女は笑って言うが、通常のお産でも、有力者はそうする。

「あとは、そうね。嵐嶺様にお願いをしようかしら。しばらくの間、あなたの眷けん属ぞくのかたがたを抑おさえてくださいませ、って」

　嵐嶺様いやがりそう、と沙綾は思った。

　すぐにかっとしてわめくキレ神様はおそらく、紅い髪を逆立てて、こう言うだろう。

「は？　おまえ、我われの性分をなんだと思っている？」と。

　もちろん沙綾は「お人ひと好よし？」と返すつもりだ。

　嵐嶺はおそらく、「だれがお人好しだっ、我は黒牙神だぞ！」と怒ど鳴なるはずである。狙いはそれだった。キレ神様をおちょくることほど楽しい遊びもない。

「嵐嶺様は、沙綾にさんざんキレまくったあと、ぶつくさ文句をかさねながら恩着せがま～しく、お力を貸してくださるのでしょうね」

　皇女にも、嵐嶺がどんな反応をするのかは手に取るようにわかるのだろう。衣い装しようの袖そでで口元を覆おおうとしのび笑う。

「沙綾、嵐嶺様が早く出ておいでになれるといいわね」

　いたわりのこもった皇女の声が、沙綾の心にしみた。うなずいたつもりで目に力をこめて皇女を見つめると、皇女は同じようなまなざしになってから訊ねた。

「それで、嵐嶺様解放の要である渚は？」

　事情の説明は沙綾の体力では無理なので、空也が代わって口をひらいた。

「責任を感じて修行しているようだ」と聞いて、皇女が怪け訝げんそうに首をかしげる。

「けなげではあるけれど……。あれは鍛たん錬れんでできるようになることなのかしら……？」

「同感ですな」

　沙綾も兄と同意見だった。いくら渚が封ふう呪じゆの儀式を台なしにしたとはいえ、その後完かん璧ぺきに施ほどこしたはずの再封印に解けぐせがつくこと自体が、まじないの理ことわりから外れている。

　因果関係がはっきりしているならともかく、不明の現象なのだ。渚が一いつ生しよう懸けん命めいなのはわかるが、「どこをどう修行するのだ」とつっこみたい気持ちになってしまう。

「だけど、渚は、渚ですから」

　不可解な偶ぐう然ぜんが作用して、特技を取り戻すかもしれなかった。

　彼には、そういう「めぐり合わせ」のようなものがあるのだ。これまでにも、あわやというときに限って、いつもは失敗する術に成功し、難を逃のがれたりしてきている。

「それも、そうねえ」

　沙綾の言葉に皇女も納なつ得とくした。

「彼のことだから、そのうち『姫様、できました！』と寝所に駆かけこんでくるかもしれないわねえ」

「わたしも、それを楽しみに」

　気長に待っているのだと沙綾は言った。というか、彼女にはそれしかできない。

「不憫なっっ。をを沙綾！　できることなら、そなたの苦しみをこの兄が代わってやりたいものをっっ」

　空也が暑苦しく慟どう哭こくした。そういうさまを見ていると、神経がむずむずと障さわるのか皇女が言った。

「そのくらいの奇跡みらくる、起こしてみなさいよ空也」

「はうっ!?」

　たおやかな皇女の言葉とも思えない台詞せりふに、空也が目を白黒させた。
















　それを見た皇女が、頰ほおにえくぼを刻んで続ける。

「──と主上ならおおせられそうですわね」

　梔姫様ってば……。とってつけたように……。

　沙綾は騙だまされない。このかたは、見た目とは裏腹に邪じや悪あくなところがおありなのだ。

　ある意味、実兄である今上帝と似た者同士の空也が、本気でうっとうしかったに違いない。

「やはり血は争えんな……！」

　半刻ほど楽しくお喋しやべりをした皇女が退室したのち、空也が言った。

　先ほどの発言以外にも、皇女にちくちくいじられたせいだろう。

「いままでは、さほど意識したこともなかったがな。あのふたりは、間違いなく同じ血筋だ。うむ、どえすの血である！」

　そっすね……、と沙綾は思った。これに関しては、たとえ体力が有り余っていたとしても寸評は控ひかえたい。

　なぜなら、「血は争えぬ」という方程式を自分と兄に当てはめたくないからだ。

　空也のことは大好きだし、だれよりも頼たのもしいが、自分もじつは兄のように暑苦しくうっとうしいのでは、とは思いたくない……。

「うん？　疲つかれたのか沙綾？」

　空也は妹の沈ちん黙もくを都つ合ごうよく解かい釈しやくして気遣った。まあいいや、そういうことにしておこうと沙綾はうなずく。

　事実、目を開けているのが億劫になりつつあった。皇女は気の置けない相手ではあったが、「会話」は体力をごっそりと削けずられる重労働なのだ。

「わたしはここに控えておるから、少し眠るとよい」

　空也はそう言うと、あぐらをかき直して腕うでを組み、頭こうべを垂たれた。

　へばりつくように近かった気配が、すうっと退ひく。

　いつもこのくらいでもよいのですけれど……！

　兄には距きよ離り感かんを学んでもらいたいものだと思いながら、沙綾は目を閉じる。

　とぎれとぎれの夢のなか、彼女は紅い髪をした神の夢を見た。
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「姫様！　姫様！　できました!!」

　興こう奮ふんした渚が叫びながら沙綾の居間に駆けこんできたのは、それから四日後のこと。

　匂く桜おう京きようの桜が、ひとつ、ふたつとほころびはじめた昼下がりだった。

　あいにくの花冷えの日で、沙綾の居間は御み簾すを下おろし、几き帳ちようを幾いく重えにも立てめぐらせて寒さを防いでいたところだった。

　そこへ不注意な渚が飛びこんできたため、几帳が突き倒されて連れん鎖さし、雪崩なだれのようになる。

「痴しれ者もの！　落ち着かぬか渚！」

　身を挺ていして妹を庇かばった空也が、几帳の束をはねのけて怒鳴った。帷とばりの部分はともかく、枠わく木きがあたればただではすまない。

「すっすみません。ぼく、嬉うれしくてつい……」

　両手を床について詫わびた渚が、自分のしでかしたことに恥はじいってうなだれる。

　沙綾は身ぶりで渚を許した。「できた」という言葉に心がはやり、もがきなから上体を起こそうとする。

「できたというと、キレ神が出せるようになったのか」

　妹を支え起こしながら空也が問う。渚は満面の笑えみを彼に振り向けて答えた。

「〈護ご身しんの呪じゆ法ほう〉です！」

「〈護身の呪法〉だ？」

　誤あやまって苦いものでも口にしたように、空也が顔をしかめて問い返す。

　空也には、渚の答えが想定外で理解できなかった。なぜいま、そのナントカいう呪法のことを持ちだすのだ、と問うようなまなざしになる。

　だが、空也の疑問に気づかない渚は、笑顔ではきはきと答えた。

「昇しよう位いの課題です。ぼく、ずっとずっとそこで躓つまずいていたのに、思いついてふとやってみたら……！」

「喜びに水を差すようで悪いがな、まずわたしの問いに答えよ。キレ神を解放する件はどうなっているのだ」

　空也が嚙かみ砕くだいて訊ね直すと、渚が我に返って肩をすぼめた。

「すみません。それはまだ……」

　だめなのだ。

　失望で、沙綾は身体が重くなるのを感じた。とても起きてはいられず、空也に横たえ直してもらう。

　沙綾の落らく胆たんを目まの当たりにし、空也が少しばかり叱しつ責せきにかかった。

「おまえは、特技を取り戻すために修行をしていたのではないのか？」

「それは、はい。そうです」

「なのに、その呪法がどうとかいうのは、なんなのだ」

「鍛錬の合間に、なんとなく。もしかしたら、いまならできるんじゃないかって、そう思ったものですから」

　だめでもともとだ、と手て慰なぐさみのように試してみたら術がかかった。それが嬉しくて──嬉しすぎて──、ついはしゃいでしまったのだという。

「申しわけありません。姫様が待っているのに、使命をないがしろにしたわけではないんです」

「大丈夫よ、わかっているから」

　ほんとうに、ちょっとした思いつきだったのだろう。それが、こんなときとはいえ成功したのだ。

　沙綾にとっては残念な報告だったが、渚の喜びは理解できる。〈護身の呪法〉は、呪言の力により自分の身を守る初歩的な技で、見習い僧が昇位して本物の僧になるために必ひつ須すの条件なのである。

　渚はこの呪法がうまく扱えないため、見習い僧から先に進めずにいた。昇位試験の場で、この技をしくじって、幾いく度ども悲しい思いをしてきた。

　沙綾は毎回、落ちこむ渚を間近にしてきたのだった。どれほど嬉しいかは、だれよりもわかる。

「おめでとう。よかったわね」

　切れ切れの言葉に、沙綾はせいいっぱいの思いをこめた。

　涙ぐんだ渚が、両手を膝の上で握りしめてうなずく。

「ありがとうございます……！」

　沙綾は、渚の喜びをともに嚙みしめた。

「あのう、姫様。こんなときですけれども、ぼく、昇位試験を受けてもよいでしょうか」

　遠慮がちに、けれど熱意をこめて渚が言う。

　彼の気持ちは、痛いほど察せられた。役立たず。できそこない。ささやかれてきた陰かげ口ぐちから、これで抜け出すことができるのだから。

「もちろん。すぐ、受験の伺うかがいを出してらっしゃい」

　認められれば、次の昇位試験の日に挑ちよう戦せんができる。

「ありがとうございます！　ぼく、頑がん張ばります……！」

　床に額ひたいをすりつけるようにした渚が、ぱっと身をひるがえして駆けだす。

　僧院へ向かう足音が、躍おどるようだ。

「いきなり、技ができるようになるとはな……」

　どこか不思議そうに空也が言って、首をひねった。

「先日のあれの恩おん恵けいか？　白光天の首飾りの──」

　そうかもしれない、と沙綾は思った。渚のなかに吸いこまれた白羅神の力が、彼の能力を補おぎなった可能性はある。

「となると、あいつは昇位したところで、兵へい卒そつというかヒラの僧どまりか……」

「かもしれないですけれど」

　沙綾は認めたが、見習いのままで一生を終わるのとでは、世間の見る目に雲うん泥でいの開きがある。

「あいつにとっては、よいことなわけか。ならば、まあ、いいか」

　余計な告げ口はするまい、と空也が言った。

　沙綾もそのつもりでいた。

　あれはきっと信心深い、これまで頑張ってきた渚へのご褒ほう美びなのだろう──、と。
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「渚なぎが二階級特進とはな……！」

　空くう也やがむうん、とうなりながらそうもらす。

「もしかして、あいつ死ぬんじゃね？　これって、そういう〈ふらぐ〉？」

「なんなんですか、その〈ふらぐ〉というのは」

　うんざりした表情で応じたのは、ヤファルだ。片眼鏡モノクルの奥で紫の瞳ひとみが、妙みようなことを言いだす空也を憐あわれんでいる。

「〈ふらぐ〉も知らんのか、貴様は。重要な約束事のことだろうが。端は役やくが脚きやつ光こうを浴あびる、〈ちょっといい話〉が挿そう入にゆうされる。するとだな、次の場面でその者は死ぬのだ。持ち上げておいて、落とす。その落差がだな、みなの涙なみだを誘さそうのではないか」

「あなたがなんの話をしているのか、わたしにはまったくわかりません。そこの瀕ひん死しの聖女、通訳をしなさい」

　上から目線のヤファルに、「無理です」と沙さ綾あやは目で応こたえた。彼女にも、兄の使っている言葉は意味不明だ。

　けれども、空也が渚の急な昇しよう進しんを、なにかの前まえ触ぶれではないかと捉とらえているのはわかった。

　渚の昇位試験は思いのほか早く、受験願いを出した翌日に行われた。

　本来の試験日ではなかったのだが、意気ごみにただならぬものを感じたのか、臨時試験が認められたのだ。

　その試験の席で、渚は思いがけない好成績を出したのである。〈護ご身しんの呪じゆ法ほう〉が完かん璧ぺきにできただけではなく、さらに上の呪じゆ言ごんまでをこなしたのだ。

　渚の技わざのキレは、試験監かん督とくをつとめた先せん輩ぱい僧そうたちが目を瞠みはるほどだった。「あの渚が……！」と噂うわさしているのが高僧の耳に入り、呼びだされた渚は、同じ術を披ひ露ろうさせられている。

　そこでのできばえもすばらしく、高僧たちも試験での術がまぐれではないと認めざるをえなかったようだ。

　異例の二階級特進は、それを踏ふまえての判断だった。

　いまや渚は、見習い僧の黄色い衣ころもを脱ぬぎ捨て、平僧の萌もえ葱ぎ色いろを通り越して緑りよく衣いを着ている。これは、彼と仲のよかった雪せつ慶けいと同等位だ。

「前触れうんぬんではなく、彼の出世は実力外の力によるものなのでは？」

　白びやつ光こう天てんの恩おん恵けいを受けただけなのに、騒さわぎ立てるなどおまえバカ……？　というまなざしでヤファルが問い、空也がヤファルに訊たずね返した。

「貴様はどう思う？　わたしは僧ではないからな、術力だのなんだのというのには疎うといのだ。だからよくわからんのだが、一時的な力というのは、そんなに持続するものなのか？」

　渚が首飾りの力を浴あびたのは、桜の蕾つぼみがふくらみかけたころ。

　いまはもう、桜は三分咲きから五分咲きになろうかという状態だ。

　ヤファルが冷ひややかに応じた。

「あなたは脳の内容物が薄うすいんですね。八洲やしまの僧でもないわたしに、なぜ、持続力がどのくらい続くかがわかると？」

「異国の僧でも、門外漢よりはましだろう」

「この国でじかに、善よい精せい霊れいたちの息吹いぶきを感じている者のほうが、識しっていそうなものですがね。というよりも、ご自分の妹君に訊きかれたらいかがです？」

　たしか曲がりなりにも聖女を名乗っておられたはずですが、と厭いや味みがつづいた。

「おまえは鬼き●だな。よくも、このような状態の沙綾に喋しやべらせようとする」

「そいつにすっとぼけた説明などさせずとも、会話ならできますが？」

　そいつ、などと見下したように言うヤファルは、今日も毒どく吐はきが絶好調だ。

　彼がなぜ沙綾の居間にいるのかが、沙綾にはやはりわからなかった。

　なにかいやなことでもあったのかしら、と思ってしまう。八つ当たりの相手がほしくて来たのでは、くらいしか理由を思いつかない。

　ヤファルは、内心でいろいろ考えている沙綾に向かって質問をした。

「これからわたしの訊ねることに、『はい』ならばまばたき一度、『いいえ』ならばまばたき三度で答えてください」

「むう、その手があったか！」

　膝ひざを打った空也に、ヤファルは心底呆あきれたまなざしを向けた。

　沙綾が〈神凪姫かんなぎ〉となって十数年。一度として思いつきもしなかったのか、と言いたいらしい。

　むろん、空也は思いつかなかった。空也のみは、と言ったほうが正しいだろうか。

　ほかの、沙綾との会話になれている渚や皇女ひめみこなどは、沙綾の答えを予測してそれも口にし、彼女が体力を使わなくてすむように気き遣づかってくれていたのだ。

「ああ、あなたはいつも一方的に喋っていたわけですか」

　察したヤファルが言ったので、沙綾はまばたきを一度しておいた。妹の「返事」を見み逃のがした空也は、にやりとしたヤファルにきょとんとする。

「そうだな、沙綾に訊けばよいのか。渚のあの状態は、白光天の力が持続しているせいなのか？　わたしはそうとも言い切れぬような気がしてきているのだが──」

「あなたは馬ば鹿かですか」

「否いな応おう」で答えられない問いかけをする空也を、ヤファルがばっさりと斬きった。

「それに、思うところがあるのならば、ごたごたと下らぬ質問などしないで、まず意見を明確に述べたらどうなのです」

「貴様は、あれだな。雪ゆき王おうの同類だ。ただ、愛のないぶん、貴様のほうが始末に悪いぞ」

　空也はむっとして言ったが、沙綾はその兄の言葉に驚おどろいていた。

　兄様！　主上の愛を感じてたのですか……!!

　まあ、あれだけいじられてもめげないというか懲こりないで寄ってゆくのだ。少なくとも根底では、絆きずな──っぽいものがあると信じていなければ取らない行動だろうが……。

　批ひ判はんされたヤファルは「始末に悪くてけっこう」と意に介さなかった。

「いいから、早く見解を言ってください」

「急せかさなくても言う。つまりだな、渚のあれが白はく羅ら神しんの一時的な恩恵であれば、力は次し第だいに鈍にぶって、もとの渚に戻るのであろう？　しかし、だ。あいつの力は、上がる一方のような気がしないか？」

「あなたも『する』と思っているんですか」

　沙綾のまばたき（一回）に気づいたヤファルに、沙綾はもう一度まばたいた。

「渚は、あれ以来、本当に力をつけたようなのです。いまでは先輩方に交まじって、日々の勤つとめも危なげなくこなしているとか」

「ですがそれは、善き精霊の力が存外強く、いまだ残っているだけなのでは？　そうとも考えられるでしょう？」

　それは、ヤファルの言う通りだ。

「けれど反面、借りものの力ではないのでは、と感じているわけですか。確証はないので、感覚でということになるでしょうが」

　これには、沙綾も空也もうなずいた。

「なんというかな──、いままで封ふうじられていた力が、あれをきっかけに解放されたのではないかと、そんなふうに感じるのだ。渚は才能を見こまれて拾いあげられたみなしごであるしな」

「たとえば、きっかけを与えられて才能が開花したような……？」

　ヤファルの言葉に、まさにそう考えていた沙綾はまたまばたき（一回）を追加した。

「まあ、なんにせよ、渚にとっては喜ばしいことなのだがな」

　長く厳きびしい冬が、ついに終わりを告げたようなものだ。

「彼が今日もこちらにいないのは、僧としての務つとめを果たしているからですか」

「積極的に修しゆ行ぎようもしているらしいぞ。ついては現職を解こうと考えている」

　渚が沙綾の世話係に落ち着いたのは、よそでは使いものにならなかったからなのだ。僧院で見限られたからと放り出せば、頼たよる親のいない彼は路頭に迷う。沙綾がそれを嫌きらって、側そば仕づかえという名目でとどまらせたのである。

「もともと僧になるはずだったわけですから、しかたないでしょうね。後任にはだれを選ぶつもりですか？」

「そんなものはいらん！」

「聖女の世話は、なにからなにまであなたがする、と？　悪いことは言いませんから、やめておきなさい」

「貴様、わたしには無理だと言っているのか」

「逆です。あなたの聖女が、加重圧で神のもとへ召めされます」

　沙綾はヤファルに拍はく手しゆをしたい気持ちでいた。空也のことは大好きだが、好きなだけでは耐たえられないこともあるのだ。

　だが、自身の愛が濃こすぎることにまるで自覚のない空也には、意味がわからないらしかった。

「神に召される？　わたしの沙綾が？　なぜだ？」

　ヤファルは応えない。

　首をひねった空也が振り向いたので、沙綾は寝ねたふりをして目を閉じる。

「なんだかよくわからぬが、側仕えをいれろというなら、貴様がやるか？」

「！」

　沙綾はぎょっとして目を開けた。兄様!?　なんという提案を……！

　持てる力のすべてを使い、できる限りの速さで死ぬほどまばたきをした。

　否いな、否、否、否！　三回などでは、とても気持ちが伝わらない。

「そんなにいやがらずとも、やりませんからご安心を」

　ヤファルがむっとして言った。空也はそれを聞いてようやく、沙綾が必死に訴うつたえていたことに気づいた。

「ぬぬ、いやがっておったのか。すまん沙綾！　だが安心せよ。そなたの気に入らぬ輩やからを、側仕えにつけたりなどはしないからなっっ」

「だから、やらないっつってるだろうが」

　聞こえてんのか、とイライラした調子で言ったヤファルが、そもそも普通は、女性の側仕えは女性がやるものだろう、と聞こえよがしに指し摘てきする。

「ああ、そういえばそうだ。渚あいつは特別だった」

　忘れていたよとばかりに頭に手をやる空也に、ヤファルは殺意を覚えたようだった。

　彼は、こういった冗じよう談だんじみたやりとりが大嫌いなのだ。沙綾もよく怒りを買っている。
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「ところで。貴様最近、沙綾の居間によく顔を見せるではないか」

　なんの用だ？　といまさらながら訊ねる空也に、ヤファルが無表情に返した。

「いまっさらの質問を。それに、ご機き嫌げん伺うかがいに来てはいけないという法でも？」

　ご機嫌伺いでしたか！

　やって来たところで、楽しく語らうでもなし、とてもそうは思えなかったという沙綾の気持ちを、ヤファルは間かん髪はついれずに察した。

「なにか、ご不満でも？」

　いえまあ、べつにありませんけれども……。

「わたしもいろいろ、思うことがありましてね」

「そうか。とうとう国に帰るのか」

　短絡的な空也に、ヤファルは冷たい一いち瞥べつを投げた。

「だれがそんなことを言いましたか。淡あわい期待をお持ちなら、いま潰つぶしてさしあげます。わたしは、この国のうまみを吸い尽つくすまでは帰りませんよ」

「事情を知らぬ者が聞いたら、金の亡もう者じやかなにかのようだが、あれだろう？　ようは、貴様は八洲に恋をしたと」

「恋!?　だれが！」

　目を剝むくヤファルに、空也は微み塵じんも悪気なく応じる。

「だから貴様がだ。照れんでもかまわん。ここはすばらしい国だからな。神も人も豊かだろう？」

「だれが照れてなど──」

　そっぽを向いての反論は弱い。少なくとも、いくらか図星を突いたのかもしれない。

　嵐らん嶺りよう様が変えたのだ、と沙綾は思った。

　ヤファルははじめ、あまたの神がおわし、邪じや神しんとも共存する八洲国やしまのくにに対して否ひ定てい的てきだった。けれども嵐嶺のことを知り、その力に触れたことによって、彼を認めるようになっている。

「御お坊ぼう様さまは、嵐嶺様にお会いしたいのでしょう？」

　訊ねた沙綾は、ものすごい勢いで怒ど鳴なり飛ばされた。

「会いたくなどありませんよ」

　いえいえ、会いたいのです。むきになるのが、その証しよう拠こ。

　おかしさを隠かくして、沙綾はまばたきを三度する。ヤファルの言葉を否定したのだ。

　きちんと見ていてこめかみをひきつらせるヤファルに、空也が絶妙に感心してみせる。

「なるほどなぁ。貴様は、八洲ではなくキレ神に恋をしているのか」

「だから恋などするか！」

「いやいやいや、いやいやいやいや」

　ヤファルの言動すべてがそう示しているとでも言いたげに、空也がニヤニヤと手を振る。

「あんたは、自分の妹に恋こい敵がたきができたぞと言ってるんですよ」

　ヤファルは指摘して矛ほこ先さきをそらそうとしたが、空也は噴ふきだした。

「ぶっふー！　恋敵と認めたではないか！　なっ、沙綾！」

　御坊様。兄様は、一度にひとつのことしかできませんから……。

　そんなこと言ってみたってムダですよ、と沙綾は心のなかで語りかけた。

　空也はヤファルに対する持論を展開するのに夢中で、妹を不安にさせるかもしれないというところにまで、考えがいたらないのだ。

　もっとも、沙綾のほうも嫉しつ妬とに心が乱されて──などということもなかった。

　ヤファルが嵐嶺を思っているのはたしかだが、その気持ちは恋というより畏い敬けいだろう。

　わかっていて助け舟を出さないのは、体力のこともそうだが、からかいがいがあるからでもあった。

　嵐嶺の代わりといってはナンだが、彼がいないので、御坊様をおちょくっておこうかな、という気持ちが働いているのだ。

　けれど、そうしながらも「ああさみしいな」とあらためて思う。

　封印が解けなくなって、まだ十日にもならないのに。




　先が見えないまま待つというのは、どうしてこんなにつらいのだろうか。




　沙綾はひそかにため息をつく。

　彼女は気づかなかったが、ヤファルがそれを見ていた。
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　それでもさらに三日我が慢まんしたけれど、とうとう耐えきれなくなった沙綾は渚を召よんだ。

「お召よびでしょうか、姫様」

　沙綾の枕まくら辺べに手をついた渚は、思わず目を疑うほど様子が変わっていた。

　真新しい緑衣のせいだけではないだろう。全身にはじけるような潑はつ溂らつとした〈気〉がみなぎっている。

　これまでの、おっとりと頼りなさげなところは影をひそめていた。いまではもう、自信に満ちた立派な少年僧だ。

「ご厚こう情じようを賜たまわっておきながら、お礼に参上するのが遅おくれて申しわけありません。まだ、いろいろと慣れていなくて……、時間をうまく使えていないのです」

「おまえが精しよう進じんしていることは伝え聞いている。わたしもな、おまえが立派になって嬉うれしいぞ、うんうん」

　沙綾の傍かたわらに控ひかえた空也がしきりに首を振る。未み婚こん、結婚願望ナシのくせに、しぐさがどこか「お父さん」だ。

「毎朝、勤ごん行ぎようのあとに内裏だいり内ないの見回りをいたしまして、それから掃そう除じ。朝食をいただいて、日課。午後は有志の修練会で勉強をするか、京みやこの見回り、あるいは僧そう都ず様たちにご用を言いつかってお使いに出ることもあるんです」

　渚は目を輝かがやかせて語った。どれも、彼には縁えんのなかった事柄で、そういう生活ができるようになったことが、誇ほこらしくてならないのだろう。

「ご存じですか、姫様。最近、京の西地区のほうで邪じや衆しゆうが悪さを繰くり返しているんです。付け火、物もの盗とり、祟たたり──。西地区といえば、貧まずしい者たちが寄り集まって暮らしている地域じゃありませんか。許せないことですよね」

「ええ、そうね」と沙綾は相づちを打つ。

　西地区の話は初耳だったが、日々、懸けん命めいに生きている人々を狙ねらって悪さをするなんて、まさに「悪の所行」だ。

「このままにはしておけませんので、ぼくたち僧が懲らしめることになったのです。昨日、討とう伐ばつ隊たいが組織されまして、なんとぼくも選んでいただきました！」

「まあ」

　おめでとう、という気持ちをこめて沙綾は目を瞠る。

　昇しよう位いして間もない、やる気にみなぎった渚なら、すばらしい働きをすると期待されてのことだろう。

　渚は誇らしげに頰ほおを紅こう潮ちようさせてうなずいた。

「なのでぼく、さっそく偵てい察さつに行ってみました。どうやら悪さをしているのは、小こ鬼おにのたぐいのようですね。あれらは小者ですけれど、市し井せいの人々にとっては驚きよう異いです。取るに足らない邪衆だからと捨て置くわけにもいきません」

「そうなのだろうか」と沙綾は思った。だが渚の意見は正しいので、なぜ自分が疑問を持ったのかがわからない。

「邪衆を駆く逐ちくしたあと、西地区には白羅神像の建こん立りゆうをすすめようと思っております。震しん槌つい天てん様か炎えん夏か天てん様の像を安置して、ご本ほん神にんは無理でも、できればその眷けん属ぞくの神様にお宿りいただけるとよいなあと思っているのですが──」

　神の姿を刻んだ像には人々の信しん仰こうが集まる。大神は自身ではなく、その〈祈り〉の力に応じて眷属を遣つかわす場合があるのだ。

　眷属神がおわすことになれば邪衆へのにらみも効きくし、万一のときには本神に救いの手をさしのべていただける。

「ふむ？　富ふ陽よう天てんや栄えい癒ゆ天てんでなくてよいのか？」

　空也が挙げた白羅神はどちらも、平和や安全、病やまいの平へい癒ゆを司つかさどっている。

　いっぽう、渚の挙げた二神はどちらも白光天の配下の大神だが、審しん判ぱんや戦いを司っている。

　市井の人々を守るためであれば、空也の言った二神のほうがふさわしいかもしれない。

「大たい将しよう閣かつ下かのおっしゃる二神もたしかにすばらしいのですが、はっきり言って生ぬるいです。小鬼どもは、きっと舐なめ切った態度にでてきますよ」

　より強大で、苛か烈れつな神の像を置いたほうが効果が高いと考えているのだろう。

「しかしな──」

　空也は賛成できかねるといった口ぶりになった。神には位くらいがある。そして性格もある。

　高位の神ほど丁てい重ちように扱わねばならず、また機嫌を損そこねたら面倒なことになるのは常識だ。

「その日その日をせいいっぱい生きている者たちには、偉い大だいすぎる神は負ふ担たんになるのではないのか？」

　沙綾も空也の意見に賛成だった。

　渚の言っていた二神には、供きよう花かにも供く物もつにも決まりがあり、高価なものも含ふくまれている。神かみ座ざやお堂を設もうけた場合、必ず詣もうでなければならない日もさだめられている。

「神を一度お招まねきしてしまったら、こちらの都つ合ごうで還かえすわけにはいかぬのだぞ」

　むろん、ひとたびないがしろにすれば、神しん罰ばつがくだるだろう。

　神を招く、その力にすがるというのは、生なま半はん可かなことではない。一代限りの話ではなく、とこしえに祀まつりつづける覚かく悟ごを持たねばならないのだ。

「その点、富陽天や栄癒天であらせられれば、おおらかだ」

　人と関わることが好きな神でもある。花や供物よりも、通りすがりに手を合わせてくれるほうがいいのだそうだ。

「大丈夫ですよ。自分たちを守ってくださるのですから、みな精進するのではないでしょうか」

　渚の表情には、一点の曇くもりもなかった。たしかに渚ならば──とくに現い在まの渚ならば──、人一倍の研けん鑽さんをかさねるだろう。

「だがな。みながおまえのようにできるわけでは……」

　空也は言いかけて、途中で言葉を濁にごした。どんなに言ったところで、渚には伝わらないと考えたのかもしれない。

「そうだな。まあ、僧院のほうで決めたことならばな」

　自分を納なつ得とくさせるように空也がつぶやいたのを、渚が聞き咎とがめて無む邪じや気きに言った。

「違ちがいますよ。大だい僧そう正じよう様をはじめとする皆様のお尻しりが重いので、ぼくが提案しようと思っているんです」

　その言葉に、兄妹は思わず顔を見合わせた。

　なにか──、決定的な違い和わ感かんを覚えた気がするのはなぜだろう。

「渚。少し、頑がん張ばりすぎじゃない？」

　沙綾はやんわりと言ってみたが、渚に笑顔で肯こう定ていされてしまった。

「はい。だって、いまが頑張りどきですから」
















　渚にとっては、もちろんそうだ。

「おまえの熱意はわかる。しかしだ。それに周りを巻きこみすぎるのはどうなんだ」

「ものごとが、よい方向へ変わるきっかけとなればよいのではないでしょうか」

　会話が嚙かみ合っていなかった。渚は自分のできること、しようとしていることに夢中になっている。

　沙綾は気合いを入れて、力を振り絞しぼって言葉を押しだした。

「でもね、渚。神様を招くのはおおごとでしょう？」

　像を彫ほり師しに刻ませるにも、お堂の建設にも費用がかかる。

「そんなことをしなくっても、嵐嶺様にお願いすれば」

　安上がり、という言葉を吞のみこむ。嵐嶺本人がいればぜひ聞いてもらいたかったが、いないのだ。たんなる体力の無む駄だ遣づかいになる。

「そうでした。嵐嶺様のご復活──」

　渚ははっと思い出すような顔をした。あれからずっと、沙綾が待っていたことにも思いいたったのだろう。すまなそうな顔を向けた。

「もう少しお待ちください、姫様。いま、ぼくは手いっぱいでして──」

「手いっぱいって、おまえなあ」と空也。

「西地区の小鬼どもを一いつ掃そうして、お堂を建て、像を建立したら暇ひまができるかと思います。あとしばらく、辛しん抱ぼうしていただけないでしょうか」

「おいおい。だからだな、沙綾はキレ神を使ってみたらどうかと提案しているのだぞ？」

　そちらを優先しなくては意味がないだろうと空也は言ったが、渚は逆に、空也をなだめるような口調になる。

「ですから、時間ができ次第すぐに挑ちよう戦せんいたしますから。閣下が姫様を大切に思っておられるのはわかっているのですが……」

　いかんせん余裕がない。そういうのである。

「論点、すりかわっているなぁ」と沙綾は思った。こうまでとんちんかんなやりとりがつづくと、渚でなければ「確信犯？」と疑うところだ。

　けれど渚に、そういうつもりはないだろう。彼は時に一生懸命すぎて、周りが見えなくなることがある。

　これまでにも黄泉がえった九く曜よう（贋にせ者ものだったが）がことを収めてくれるのではと期待してつきまとったり、異国の高僧であるヤファルに心しん酔すいして、従者のごとくついて回ったりしていたのだ。

　以前、空也が渚のことを「正せい義ぎ臭しゆうに弱い」と評したことがある。

　いまも、まさにその状態なのだろう。

　これまでと違うのは、正義を行う力を持っているのが、他人ではなく渚自身だという点だろうか。

「あんまり、無理しないでね」

　暴走を止めたい気持ちもあって沙綾はそう言ったが、渚には通じなかったようだ。

「はいっ」と元気いっぱいの返事を辞去の礼として、意気揚よう々ようと、足音高く去っていく。

「………………好かんな」

　眉まゆ根ねを寄せ、どこか上うわの空に髪かみをかきむしりながら空也が言った。彼も、なぜそう思うのか自覚できないようだ。

「あいつは、ドジっ子のほうがよかったなぁ」

　どんなにしくじってばかりでも憎にくめなかった、と言いたいらしい。

　沙綾も、心のどこかでそう思っていた。

　けれどあの日々が渚にとって幸せだったかといえば、決してそうではないだろう。

　だからこそ、いま、これほどまでにまっすぐに、熱をこめてものごとに取り組んでいるのだ。

「まあ、白羅神像建立の件はジジイどもが諫いさめるか」

　空也の言う「ジジイども」とは、大僧正の儀ぎ丞じようをはじめとする高僧たちのことだろう。

　きっと、いまは沙綾たちは見守るべきなのだ。渚も慣れてくれば、加減がわかるようになるはずだから。

「沙綾、疲つかれたであろう。少し眠ったほうがよいぞ」

　兄のすすめもあり、沙綾は素直に目を閉じた。
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「起きろ、ぶちゃいく」

　失礼な声がかかったので、沙綾はひたすら無視を決めこんだ。

　時刻はおそらく真夜中といったところ。内裏も、沙綾の住まう殿でん舎しやも寝静まっていて、ことりとも音が聞こえない。

　沙綾は塗ぬり籠ごめではなく、居間で就しゆう寝しんしていた。

　下おろした蔀しとみ戸どごしに、冴さえ冴ざえと青い月光が射しこんでいる。

「噓うそ寝ねに、我われらがごまかされると思うか、へちゃむくれ」

　さらに失礼な声をかけるのは、また別の者だ。そしてさらに別の者が、沙綾の腕うでを摑つかんで揺ゆすり起こそうとする。

「手間をかけるな、ちんくしゃ。早はよう、その残念な顔を見せるがよい」

『そこまで言われて、見せなくちゃならない理由なんてありませんお休みなさい』

　沙綾は内心でそう答えて、掛かけ布ふを頭まで引き上げた──つもりになった。

　だんだん目が醒さめてきたので、悪口を連発している彼らが嵐嶺配下の小鬼たちだということがわかってくる。

　赤あか丸まる、緑みどり丸まる、小こ丸まると名づけられたその三鬼は、あるじを封じこめている沙綾を目の敵かたきにしている。彼らを愛あい玩がんしている嵐嶺に苦情を訴えても「気のせいだろう」「ヤツらに悪気はない。あれは小鬼の本性だ」などと取り合ってくれないが、もちろん気のせいではないし、本性だろうとなんだろうと、悪気は存在するのである。

「おいこら。そうやって、顔と同じくらい醜みにくい態度をとりつづけると、我らにも考えがあるぞ」

　小鬼が脅おどしをかけはじめたので、沙綾はしぶしぶ片目を開けた。

　だるさのせいでもともと億おつ劫くうなので、これ見よがしにやらなくてもいやいや応じたふうに見える。

「生意気な〈神凪姫〉めが」「ヒトの分際で」「なんだその上から目線」と小鬼たちはかまびすしい。

　彼らがひとしきり騒ぎ終えるのを、沙綾は目を閉じ直して待とうとした。割って入るのは面倒だし、その義理もないからである。

「あっ、また寝るのか！」

「起きろ、ぶちゃいく！」

「寝い汚ぎたないやつめ！」

「ハイハイ、寝汚くてすみませんね」という態度で、沙綾はふたたび片目を開けた。小鬼たちはそれが癪しやくに障さわったようだが、ここでまたわめくといつになっても本題に入れないと学習したのか、ぶすっとした顔で命じた。

「嵐嶺様をお出しせい」

「ムリです」と沙綾は心のなかで即そく答とうした。

　封ふう印いんを自分の手で解けるものなら、とっくにやっている。

「それでは、あのあんぽんたんをどうにかせよ」

「『あの』とは、『どの』あんぽんたんでしょう？」

　沙綾の脳裏には三人ばかり浮かんだ。

　その壱いち、渚。

　その弐に、空也。

　その参、今きん上じよう帝てい。

「それぞれに、あんぽんたんと呼ぶにふさわしいところがありすぎですので、選べないのですが」




「おまえの付き人だった、あのチビスケじゃボケっっ！」




　小丸がキレて叫さけんだ。まったく、あるじそっくりである。

「渚がなにか？」と沙綾が首をかしげた（つもりになった）とたん、沙綾は小鬼に前髪を摑まれた。

「この期ごにおよんでボケるとは、いーい度胸じゃのう」

「あのチビスケが、なにをしているか知らぬわけじゃあるまい」

「ああ。はい」

　そのことか、と沙綾は合が点てんがいった。

　西地区の邪衆を一掃し、守護のための白羅神像を建立したいという構想を渚にぶちあげられたのは、一昨日おとといのことだ。

　べつにボケたわけではなく、渚と小丸たちの苦情とが結びつかなかったのである。

「濡ぬれ衣ぎぬじゃぞ」

　赤丸が憎にく々にくしげに言うのを聞いて、沙綾はもう片目も開けた。

「どういうことですか」

「おまえ、顔だけじゃなくて耳も残念なのか」

　訊き返したことに厭味を言われ、だったら知るものかと沙綾は目を閉じようとした。

「あーっ、こら！　寝るでない！」

「おまえには、われらの話を聞く義務があるぞよ」

　そんなものないと沙綾は思うが、彼らの理論では「沙綾は嵐嶺を封じる元げん凶きようだから」なのだろう。

「西地区に小鬼なぞおらんぞ」

「小鬼ではない、ちんまい邪衆はいるが、たいした悪さはしておらんぞ」

「だのに、小鬼の悪さと言い立てるとは、どんな言いがかりじゃ」

「さあ……？」

　そう言われても、沙綾にもよくわからない。

「もっと言えば、いま、洛らく中ちゆうに小鬼はわれらだけじゃ」

「仲間らは、匂桜京　こ　こ　が息苦しゅうて散っていったのじゃ」

「嵐嶺様がおらぬようになって、住みにくくなったからじゃ」

　彼らの言う嵐嶺の不在は、封印を外はずせなくなった最近のことではなく、荒あれ狂うキレ神様がはじめに封じられた三百年前を指しているらしい。

　嵐嶺に特別にかわいがられた小丸たちだけが、それでも京に残ったことは沙綾も知っていた。

　だから彼らは、嵐嶺の復活を人──いや鬼一倍喜んだのだ。

「われらは、貧びん乏ぼうくさい西地区なんぞに用はないぞ」

「金の臭においも欲望の臭いもないところになんぞ、興味はないのじゃ」

「内裏の側にいたほうが、何倍も楽しいのじゃ」

　沙綾には無縁だが、この内裏の表舞台である政まつりごとの世界では、公きん達だちたちが出世の駆かけ引きを繰り広げている。賄わい賂ろも嫉妬も中傷も、石を投げれば当たるほどにひしめいている。

　当然、政争に敗れた者の恨うらみ辛つらみの感情もこびりついていた。少し前、嵐嶺が復活を遂とげたころにも、キレ神様の負の波動に惹ひかれて、非ひ業ごうの死を遂げた蔵人頭くらんどのとうの霊が現れたりしている。

　どれもこれも、小鬼たちには滋じ味みのあるものだ。彼らにとっては、欲望むきだしの公達を唆そそのかしたり、幽ゆう霊れいの恨みを煽あおって貴族たちを祟らせるほうが面おも白しろい遊びなのもわかる。

「でも、だったらなぜ渚は──？」

「そんなの知るかボケ」

「頭の悪い〈神凪姫〉じゃな。訊かずに考えてみやれ」

「いえですから、考えてもわからないので訊いたのですけれども」

　暴言にそう弁解してみたが、小丸たちの耳には届かなかったようだ。

「残念なちんくしゃ。ともかくじゃ、われらはしばし京を離るるぞ」

「嵐嶺様がおらっしゃらぬいま、濡れ衣などまっぴらごめんじゃ」

「そうとも。だれもわれらを助けてくれぬであろうしのう」

「捕つかまれば、滅めつせられようぞ。しかも、二度と甦れぬ塵ちりにされそうじゃ」

　小鬼たちは渚のやり方に危き惧ぐを抱いだいているようだった。

　むろん、だからこそ沙綾のもとに苦情を寄せたのだろう。

「ではな。さらばじゃ、へちゃむくれ。おまえがあのチビスケを御ぎよしたのがわかり次第戻ろうぞ」

「あるいは嵐嶺様が甦り次第、戻ろうぞ」

「ゆめゆめ、その身に気をつけりゃれ、ちんくしゃ。おまえが死すのは大だい歓かん迎げいじゃが、ともに嵐嶺様にまで逝いかれては困る」

「もし命を落とすなら、必ずひとりで逝けよ。約束したぞ？」

「約束を破れば、針千本を飲んでもらうぞ？　よいな？」

　口々に好き勝手を言い、小鬼たちは羽のない翼つばさでパタパタと宙を羽ばたいていった。几き帳ちようの隙すき間まをするりと抜ぬけ、どうやったものか蔀戸もくぐって戸外へ出ていったようだ。

　骨だけの翼が空くうを切る音に耳を澄すませていた沙綾は、知らず詰つめていた息を吐いた。

　いまいましい小鬼たちだけれど、無事に洛らく外がいへ逃れてくれればいいと思う。

　のどが渇かわいていた。お水がほしいな、と枕元の水差しに目を向けたが、あいにく、不ふ寝しん番ばんの女によ官かんたちは近くにいない。

　本来、こういうときのために側を離れぬものなのだが、嵐嶺の復活以来、邪衆や嵐嶺の眷属神などが現れるため、みなすっかりおののいて、遠巻きにするくせがついてしまっているのだ。

　仕方がない、と沙綾は渾こん身しんの力を振り絞ってうつ伏ぶせになり、ずりずりと床を這はった。

　どうにか水差しを摑むと引き寄せて、飲み口に口をつける。

「まさに甘かん露ろだわ……」

　努力したぶん、味わいも深くなる。

　あえてしみじみと味わってみたが、沙綾のなかに湧わいた不安は消えなかった。

　かつて、小鬼たちについて嵐嶺が言っていた言葉を思い出す。

『あいつらは神罰を受けて降格したたぐいの小鬼だぞ』

　つまり彼らの場合、小鬼の姿はかりそめのものなのだろう。いずれ許されるときがくれば、もとの神の姿に戻るはずだ。

　その小丸たちが、沙綾に苦情を言いにくるほど渚を畏おそれている──？

　小鬼の姿の彼らでは、太た刀ち打うちできないからだろうか。

　それとも本来の姿であっても驚異を感じるほど、渚の力は増してしまったのだろうか。
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　その日の午後。

　中庭に一本だけ植えられた桜が、急に緩ゆるんだ陽気に花を散りこぼしそうになりながらも、どうにか盛りを保たもっている。

　沙綾を訪ねて彼女の殿舎にやって来たヤファルは、柱にしがみついた〈神凪姫〉を目にして長いこと沈ちん黙もくした。

「────」

「あら。御お坊ぼう様さま」

　ごきげんようと挨あい拶さつをする体力も惜おしくて、沙綾は側仕えの女官に代弁させた。

「ようこそいらせられませ、御坊様。どうぞそのような端はし近ぢかにおられず、お進みになってお座りくださいませ」

「この部屋のあるじが、息も絶たえ絶だえになって柱にしがみついているのにですか？　まあ、それをぜひ眺ながめよというのでしたら遠えん慮りよなく」

　一言も二ふた言ことも多く言って、ヤファルは女官の用意した円座わろうだに腰こしを据すえた。

　そうしておいてあらためて沙綾を見み遣やり、そもそもはじめにしたかったであろう質問を口にした。

「で？　それはなんの真ま似ねです？」

「キレ神を招く儀ぎ式しきだ、見てわからんか」

　気を揉もみすぎて自身が汗だくになっている空也が言った。いまにも鼻血を吹き、ぶっ倒たおれそうなほど茹ゆだっている。

「見てわかることが前提でいるあなたには脱だつ帽ぼうしますよ」

「うん？　そうか、そうであろう」

　空也は意味を取り違えて悦えつに入っているが、いまの発言は厭味皮肉のたぐいである。

　ヤファルは空也ではお話にならないと思ったのか、沙綾に向かって質問した。

「とりあえず、あなたが柱にすがっている趣しゆ旨しはわかりましたが、これのどこが儀式なんです？」

「儀式、というか、実験、でしょうか」

　沙綾はきれぎれに答えた。いまはもうそれだけでめまいがし、目の前が暗くなる。
















「沙綾！」

　くずおれそうになるところを、空也のたくましい腕が受け止めた。

「ちょっとね、飛び跳はねてみたのでふ。もしきゃしたら、はじゅみで嵐嶺しゃまがお出いでになるにょではにゃいかと……」

　兄に抱だきかかえられた沙綾は目を閉じたまま説明した。舌先に痺しびれを感じているせいか、言葉がもつれる。

「はずみで、神がお出でになる……？」

「そうでしゅ。だって、渚がわたしの肩かたを叩たたくと嵐嶺しゃまが出たのですかりゃ」

　渚を待つのはやめて、かわりに似たような衝しよう撃げきを与えてみようと思ったのだ。

「────。飛び跳ねる前に、そこのうっとうしい男に、ご自分の肩を叩かせようとは思わなかったのですか」

「そこのうっとうしい男」とは当然、空也のことである。

「試してみたに決まっておろう？　わたしでは役に立てなかったゆえ、沙綾が飛び跳ねておる。見てわからんか」

「ですから、わかると思っているあなたは、心底おめでたい」

　あなたがたが、そうやって順序立ててものごとをやってみるかどうかなどわからない、とヤファルは言った。空也は不服そうだが「まあそうだ」と沙綾のほうは思った。

　そもそも、嵐嶺を出すために飛び跳ねている時点で、正気を疑われてもしかたがない。

「しかし、あなたでは役に立てなくて当然です」

「むう？」

　馬鹿にされたと感じたのか、空也が気け色しきばんだ。しかしヤファルは意に介しもせず、手ぶりで沙綾を座らせてやれと示す。

「〈神凪姫〉の肩をただ突いたところで、なにも起こるはずがありません。ましてや、飛び跳ねても無意味です」

「偉えらそうにそう言い切る根こん拠きよは？」

「ものごとには、理ことわりがあるでしょう」

「理ぃ？」と空也が語尾をはねあげた。「嵐嶺の封印が解けたこと自体が、その理から外れた現象ではないか」と言いたいらしい。

「たしかに一見そう思えますが、正しくありません。彼──渚はちゃんと、封ふう呪じゆを術で解いている」

「なんだと？」

　空也が目を剝き、沙綾もうっすらまぶたを開けた。

　術を解いた？　どうやって解いたというのだろう。渚はなんの小こ細ざい工くもしていないのだ。いつもせいぜい、精神統一のために深呼吸するくらいなのに。

「彼は〈神凪姫〉を突く手のひらに、解かい呪じゆの印いんを隠かくし持っています」

「解呪の印を隠し持つだ？」

　空也が眉をはねあげると、ヤファルは牽けん制せいした。

「突っかからないでください。彼は聖女に触れる前に、指で印いん呪じゆをこっそり描えがいていると言いたいのです」

〈解呪の印〉という表現は、ヤファルの創作した便べん宜ぎ上じようの言葉であるらしい。

「御坊様。御坊様にはなぜ、それがわかったのですか。それに、渚はなぜそんなことを」

　沙綾は訊いた。ちっとも意味がわからない。

「わたしがそこに気づいたのは、おそらく外とつ国くにの人間だからです。あなたがた八洲人は、八洲の術の甘さに気づいていない」

「なにを抜かすのだ、貴様。八洲の呪言は立派な──」

　まくしたてようとする空也を、ヤファルは手ぶりで遮さえぎった。

「貶おとしめるつもりの発言ではありません。あなたがたはご自分たちの流りゆう儀ぎになじんでいすぎて、それが見えていないだけです」

「それ？」

　空也が片眉をあげてみせた。

「八洲を動かす理が、すべてにゆとりを与えている。どれほどの悪事を働いた悪あく魔までさえ、完全には滅しない」

「当然であろうが」

「そう、当然すぎるからこそ見過ごしていたのですよ。〈神凪姫〉が神を封じる術にも、緩みがあることに」
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　ヤファルの言葉に沙綾はハッとした。

「！」

　術に緩みがあるなど、考えたこともなかった。

「神の封印は、永えい劫ごうに解けぬものではないでしょう？　封を施ほどこした時代、いつ神を赦ゆるすつもりだったかは知りませんが、あなたがたの術には知らず、〈情〉のようなものが組みこまれている」

　ヤファルは、神はただ一神、悪魔は完かん膚ぷなきまでに滅すると考える西方からやってきた。だからこそ、八洲国が「いい加減だ」とも映ったのだが、同時に、術のそういう特性も見えたのだろう。

「そういう情が神をヒトくさくしているのかもしれない。というのはさておき、渚に術の特性を逆手に取るつもりがあったのかはわかりません。はじめに儀式で失態を演じ、封ふう呪じゆ陣じんを壊こわしたのは偶ぐう然ぜんでしょう。できればそう思いたい」

「そう思いたいとは、どういう意味だ」

　空也が聞き咎とがめたが、ヤファルは応えなかった。

「解封も、一度目はなんとなくできただけなのでしょう。まさか自分の手が解呪の動きをしているなどとは思わずに」

「つまり、今回封を解けなくなったのは、手の動きがそれをど忘れしてしまったからなのか？」

「そうわたしは見ています」とヤファルはうなずいた。

「というか、そうであると信じたい」

「貴様はさっきから、そればかりだな。なんなのだいったい、思わせぶりに」

　空也は焦じれたが、ヤファルはすましている。彼は沙綾に種明かしをした。

「このところ、わたしがこちらへ通っていたのは、それをたしかめるためです」

「ご機嫌伺いではなく？」

　訊ねると鼻で笑われた。

「このわたしが、悪魔の情婦の機嫌を取る理由がどこに？」という表情だ。

　腹立たしいが、いまは怒っている場合ではなかった。

「御坊様。わざわざそれをわたしにおっしゃるということは」

「あなたのいやなところは、すっとぼけているように見せかけて、実はいやらしいほど賢さかしいところですよ」

　死し臭しゆうを嗅かぎつけて現れる獣けもののようですね、と厭味も強きよう烈れつだ。

「ええと。お望みなら、御坊様がわめかれるまでボケますけれども……」

「けっこうです」

　希望に沿ったつもりだったのに、ものすごい形ぎよう相そうでにらまれた。

　まあ、彼は沙綾のそういうところが癇かんに障さわるのだろう。わかっていてやっている。

　先ほどの厭味への意い趣しゆ返しだ。

「あなたのことなどどうでもいいのですがね」とヤファルは前置きした。

「わたしは、わたしの立てた仮説が正しいのかを知りたいと思っています」

「なるほどな。訳せば、キレ神に会いたいわけか。うんうん」

「あなたは馬鹿ですか」

　ヤファルは空也に向かって、馬鹿を「ぶわか」と力をこめて発音した。だが沙綾は「図星ですか」と納得する。

　ひとは、隠したいことがあるときほど大騒ぎするものだ。

「いいですよ、御坊様。お説をたしかめてくださっても」

　沙綾は言いながらにやりとしてしまった。このひとは嵐嶺と同じくらい素直じゃない。

「たしかめてくださってもいい？　は？　この状況ですよ。手をつかえてお願いするのが筋では？」

　立場の強さを振りかざしてみたところで、嵐嶺の封印を解いてみたいと言ったのはヤファルのほうである。

　効果は薄いと思ったのか、彼はむっつりと沙綾にひとりで座るよう示した。

　半信半疑といった顔をしながらも、空也が妹から離れる。

「しかし。雪王の見立てもあながち外れてはいなかったのだな。世の中に、理から外れたものごとなど、なかったわけだ」

　なにやら感心してひとりつぶやいたあと、ヤファルに不服そうな視線を向ける。

「わたしには無理なのに、貴様には封呪が解けると言うんだな」

「こう見えても、わたしも神の力を使う聖職者の一員ですからね」

　ヤファルは神の言葉も唱えるし、神力のこめられた西方のからくり武器──銃じゆう──も扱うことができる。

　沙綾は目を閉じて、できるだけ背筋を伸ばした。

　いつも、解封のときにしているように。

　指ですばやく文字を書き、短たん呪じゆを発したヤファルがその肩に触れた。




「開け。エ・ヴァイ・ヴァロス！」




　その瞬間、沙綾のなかからなにかが突き飛ばされるように飛び出した……！
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「痛いてえだろうが……」

　約束の日を半月ほど遅おくれて封ふう呪じゆの解かれた嵐らん嶺りようの、第一声はそれだった。

　空が暗転し風が四方へと吹き抜けたあと、天より舞まい降りての台詞せりふがである。

　禍まが々まがしくも厳おごそかなはずの黒こく牙が神しんの登場は、とうの神が頭をさすっていることにより台なしになった。

「どういう起こし方だ、小こ童わつぱ」

　すごみを効きかせた嵐嶺が、眼がん力りきで震ふるえ上がらせようと渚なぎを探す。

　彼はその途中で、その場にすっくと立ち上がって両手を空にさしのべている沙さ綾あやに気づいた。

　いわゆる「万ばん歳ざい」をしているので、衣い装しようの袖そでがめくれて肘ひじがむきだしになっている。

　八洲国やしまのくにの姫君としてはちょっと考えられないはしたなさに、嵐嶺がかっとしてわめく。

「なんだその行ぎよう儀ぎは！」

「すみません」と言葉だけはしおらしく、けれど悪びれもしない笑顔を浮かべて沙綾は答えた。

「ひさびさの自由と、お会いできた嬉うれしさでつい……！」

　気の滅め入いるような鈍にび色いろの曇どん天てんが、一転、快晴に変わったかというくらいの爽そう快かい感かんだ。いくど経験しても、この喜びは褪あせない。

「馬ば鹿かめが。早く手を下おろさんか、──目のやり場に困る」

　女によ人にんの肘や足は、隠かくしておくものである。怨おん霊りようになる前はガリ勉だったという噂うわさのある嵐嶺は、じつは奥ゆかしい感性の持ち主ぬしのようだ。

　困ったふうに目を背そむけられ、さすがの沙綾も手を下ろした。袖を直して座り、両手を神しん妙みように膝ひざのうえで重ねる。

　嵐嶺は見なかったフリで渚の姿を探している。見当たらないため、苛いらついた様子で上じよう席せきに座り、あぐらをかきながら独りつぶやいた。

「逃にげやがったか、くそ」

「ええまあ、逃げました。数日前ですけれども」

　沙綾がそう応じると、嵐嶺は飯めし粒つぶのなかに混じっていた小石を嚙かんでしまったように顔をしかめた。

「またおまえは。再会するなりトンチンカンなことを」

「そう思われるのもごもっともですが、渚が逃げてしまったから嵐嶺様が痛かったのかなあと思うので」

　嵐嶺は「大丈夫か、こいつ」と言いたげな顔をした。それを受けて、ヤファルが説明を買って出る。

「あなたをお出ししたのは、わたしです。慣れない術でしたので、少々手て荒あらだったかもしれません」

「おまえが？　どういう冗じよう談だんだ」

「そう思われるのもごもっともですが、渚の代わりに御お坊ぼう様さまが封ふう印いんを解いたのは事実なんです」

　沙綾が口を挟はさむと、嵐嶺が疑い深いまなざしを向けてきた。

「おまえら、ぐるになって我われをたばかるつもりか？」

「そう思われるのもごもっともですが、嵐嶺様をたばかったところで、ちっとも得はないのですよねえ」




「『そう思われるのもごもっとも』、は、もういい！」




　沙綾がしつこく繰くり返したので、嵐嶺がキレる。それを見て沙綾はきゃっきゃと手を叩たたいて笑った。

　ああ、嵐嶺様が戻ってきた、と思う。この怒ど鳴なり声を聞かないと、実感が湧わかないのだ。

「────おまえは」

　反対に嵐嶺は脱だつ力りよくしたようだった。ため息をつくような表情になり、肩かたを落とす。

「長くなりますので説明は省はぶきますが、あなたをお出ししたのは、わたしで間ま違ちがいありません」

　ヤファルの言葉に、嵐嶺は口を結んだ。なぜそんなことができたのだ、と疑問が渦うず巻まいているのだろう。

「説明は省きます」

　繰り返されて、嵐嶺はますます不ふ機き嫌げんになった。

　黙だまりこくりながらも、嵐嶺は彼なりの推論を組み立てたようである。

「あの小童は、我の封を解くのをいやがったわけか」

「いえ、そういうわけでは。ただ、少し前に出世いたしまして多た忙ぼうになって──」

「出世！」と嵐嶺が沙綾の声を遮さえぎるような大声を出した。まあ、渚を知っている身としては、驚おどろく気持ちはわかる。

「あいつは白びやつ光こう天てんの首飾りを割ったのだ。その光がヤツのなかに吸いこまれたらしいが、そのあとからメキメキと呪言の腕うでをあげて──」

　空也がかいつまんで話すと、嵐嶺の顔つきが変わった。

「あの白光天の力が吸いこまれただと？」

「あの？」

　聞き咎とがめたヤファルが、眉まゆをひそめて嵐嶺に訊たずねる。

「あの首飾りにはいわくがあったのですか？　それとも、光が吸いこまれるという現象自体に例がない？」

「はじめの問いは『応』、二つ目については『否いな』だ」

「白光天様は、嵐嶺様の仇かたきみたいなものなのです。三百年前に封じられたとき、呪じゆ言ごん師しが用いた力なものですから」

　沙綾が言い添そえると、空也がさらにつけ足した。

「そやつと呪言師は相あい討うちになって、向こうも滅ほろんだのだがな。その余波で、呪言師に力を与えた神も塵ちりと消えたはずが、このキレ神の封呪が外はずれたのとほぼ同時に、白光天の力がこもった首飾りが現れたのだ」

「首飾りだけがですか？」

「いや、キレ神を封じた呪言師の黄泉がえりだという男がつけていた」

　まあ、その呪言師は贋にせ者ものだったのだがな、と空也が言うと、ヤファルはますます不ふ審しんそうに眉を寄せる。

「あの首飾りの力は、まがいものではなかったと思いますが。贋者が本物を身につけて現れたと？　なんのために？」

「さあな。問いつめる前に逃げられてしもうたからなぁ」

「本人は金品目当てだった、とおっしゃっていましたけれども」

　沙綾は言った。

　現にニセ九く曜ようは、嵐嶺復活に怖おそれをなした国こく司しの邸やしきに迎むかえ入れられ、丁てい重ちようなもてなしを受けていたのである。

「その者の行方ゆくえは？」

「杳ようとして知れぬ。我らも、キレ神の配下も、手を尽つくして捜さがしたのだがな」

「あなたにも捜せないのですか？」

　目を瞠みはったヤファルがたしかめるように嵐嶺を見み遣やった。

「我が捜したわけではない」

　見つけられないのは命じた邪じや衆しゆうの力不足だ、と嵐嶺は機嫌を損じたように返す。

「さすがに、足あし跡あとすら見つからぬのはだれぞが隠しているのではないか、という説もあってだな」

　そう言った空也に、ヤファルは「だれぞとはだれのことだ」という目を向ける。

「さあな。人かもしれん、神かもしれん」

　空也はわからないからそう言ったのだが、ヤファルには「いい加減だ」と思えたようだ。苛いら立だちをのぞかせたが、やりこめようと口を開く前に嵐嶺が話を戻もどした。

「ためてあった神の力を人が取りこむ、というのはよくある話だ。僧そうにしろ呪言師にしろ、ここいちばんの大事にあたるときには、そうやって呪じゆ力りよくを増やす。──いまはどうか知らんが」

　目を丸くした沙綾たちに気づき、嵐嶺は最後につけ足した。

「いまは平安の世ですからねぇ」

　沙綾はしみじみ応じた。

　呪言師が救世主だったという嵐嶺の生きた時代とは違い、いまは呪言師は「人気のない職業」の上位に挙げられるくらいだ。

「カミの力をためるとは、具体的には？」

　訊ねたヤファルに、嵐嶺は怪け訝げんそうな目を向ける。

　また妙みようなところに食いつく、と思ったらしい。

「たいがいは祈き禱とうだ。願をかけて善行を施ほどこし、引き換えに目当ての神から助力を乞こう方法もよく取られるがな」

「つまり善行を施すと、『首飾りが元気になる』わけですか」

　あら、と沙綾は思った。

　つい最近、その言い回しをどこかで聞いた覚えがある。

「なんだそのけったいな表現は……」

　嵐嶺も呆あきれたような感想をもらしたが、理解じたいは「間違っていない」と認めた。

「で、それがどうした？」

　嵐嶺が訊ね返したのと同時に、沙綾は思い出した。

「そうよ、渚だわ」

「小童だ？」

「いまの御坊様の言い回し、あれは渚が使ったものなのです。首飾りが元気になるかなと思って善行を施した、と」

　正確ではないが、そういう意味のことを言っていた。

「そうだったな。で、ヤツは解封の儀式に遅ち刻こくしたのだ」

　膝を打った空也に、嵐嶺がわけがわからないという顔をする。

「遅刻というか、逃げたんじゃないのか？」

「いや、遅れてきたのは、もう半月ほど前の話だ」

「半月？」

「ああ、そうですよね。嵐嶺様は微ね睡むってらしたから、なんにもご存じなくて」

　沙綾たちは訊かれたことばかりに答えていて、そもそもの発ほつ端たんを話していない。

　で、あらためて説明した。

　渚が遅刻したこと、焦あせって転んだこと、嵐嶺の解封に失敗したこと。

　しょげていると首飾りが割れ、光が渚のなかに吸いこまれたこと。

　そこから、なにかが少しずつ変わりはじめた気がすること。

　胸の前で腕を組んだ嵐嶺は、黙ってそれを聞いていた。

　話が進むにつれ、紅あかい目の色が濃こく──黒くなってゆくようだ。

「小童は、いまどこにいる？」

　嵐嶺にしては静かな口く調ちようの問いには、空也が答えた。

「おそらく西地区だろう。小こ鬼おにどもが悪さをしているという話があってな、僧院で討とう伐ばつ隊たいを組んだ。渚も選ばれている」

　たしか今日が討伐の日だったはずだと空也は言った。

「小丸たちがか？　馬鹿な」

　嵐嶺が即そく座ざに否ひ定ていした。

「嵐嶺様も、小丸ちゃんたちは西地区には近づかないとお思いになりますか。小丸ちゃんたちは、もっと強ごう欲よくですよね？」

「……〈神凪姫かんなぎ〉。そうやってさら～っと毒を吐はいたということは、またあいつらにからかわれたのか」

　嵐嶺が、沙綾の台詞に呆れる。

「からかう」ではなく「暴言」だと沙綾は思ったが、嵐嶺は取り合ってくれなそうだ。

　言いつのっても時間の無む駄だだろうと沙綾は諦あきらめ、今け朝さがた、小丸たちが寝しん所じよに訪れたことを話した。

「しばらく京みやこを離れるそうです。濡ぬれ衣ぎぬを着せられそうだけれど、嵐嶺様がいらっしゃらないので守ってくれるかたがいないから、と」

　嵐嶺が口をひらく前に、「今朝だと！」と知らされていなかった空也が騒さわぎはじめた。いつもならば適当に相手をするのだが、今日はそれが面倒だったので「兄様、お黙りあそばせ」と強めに命じて口をふさぐ。

　空也はたちまち、尻尾しつぽを股またの間に入れた犬のようにしゅんとした。

　まるでなんの謂いわれもないのに殴なぐられたというような上うわ目め遣づかいで妹を見る。

　うっとうしかったので、沙綾は兄の頭を撫なでておいた。もはや扱あつかいは完全に犬である。

　だが空也のほうもそれで収まるあたりが、ヤファルには信じられないらしい。

「犬上等ですか。……たしかに」と、以前に聞いた空也の迷めい言げんを口にしている。

「────」

　嵐嶺は一度ひらきかけた口を、真一文字に結んでいた。

　目には、先ほどよりも烈はげしい感情がのぞいている。

「黒牙神らんりようの愛あい玩がんする悪あく魔まに濡れ衣を着せる意味は？」

「わたしも知りたいんですよね……！」

　首をかしげた沙綾の言葉が終わらないうちに、中庭にすさまじい落らく雷らいがあった。




　どぉん──！




　なんの前まえ触ぶれもなかったため、御ご所しよのあちこちから悲鳴があがった。

「嵐嶺様──」

　沙綾は目を瞠っていた。この雷かみなりはむろん、嵐嶺の感情が引きがねとなって落ちたものだ。

　中庭では、椿つばきがめらめらと燃えていた。

　油ゆ分ぶんを含ふくんだ木ではあるが、生なま木きがだ。

　火を消そうと、慌あわてふためく女によ官かんたちが水みず桶おけを頼たのんでいる。

　嵐嶺には、周囲の騒ぎは聞こえていないかのようだった。

　ゆうらりとその場に立ち上がると、一言沙綾に詫わびる。

「許せ、〈神凪姫〉」

　嵐嶺は神しん力りきを使った。

　封印で嵐嶺とつながっている沙綾に、負の力の反発が返る。

　それがわかっていたから、嵐嶺は詫びたのだ。

　沙綾は鋭するどい痛みを感じた。

　同時に、嵐嶺の力が距きよ離りを超えてなにかを引き寄せたのを感じる。

　虚こ空くうから、どさり、となにかが投げだされる重たい音が響ひびいた。
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「渚……！」

　床ゆかに転がった緑りよく衣いの僧を目にして、沙綾は声をあげた。

「う～ん、痛いたたたた」

　渚はもがきながら身を起こし、わけのわからない様子で辺あたりを見回す。

「あれ？　ここはええと、姫様？」

「わたしの殿でん舎しやよ」

「ですよね。？？？　ぼく、どうしたんでしょう。あっ」

　首をひねっていた渚は、嵐嶺の姿を見つけて顔を輝かがやかせた。

「嵐嶺様！　いらしていたのですか！　よかった──っていうか、あれれ？」

「馬鹿たれ」

　空也が呆れたように評した。

　自分が解封したわけでもないのに嵐嶺がいることに、気づくのが遅おそすぎだと言いたいらしい。

「キレ神を解放したのは、そこのキザ眼鏡めがねだ」

　空也が言うと、渚は驚きに目を丸くした。

　それから、実感をこめて両手を握にぎりしめるとうなずく。

「さすがです……！」

　すすすすす、と渚は膝で這はってヤファルに近づいた。高僧の手を否いや応おうなしに取ると、矢や継つぎ早ばやに質問を始める。

「どんなふうにされたのですか。なにかこつでも？　ぼく、あれ以来、どうしてもできなくなってしまって。呼吸ですか？　それとも、肩の叩き方？　力の入れ加減、抜き加減でしょうか」

「どれでもありません」

　答えたヤファルは、迷めい惑わくそうに手を引き抜ぬいた。もともと、人に触れられるのがあまり好きではないようで、僧衣で拭ぬぐっている。

　目の前でそうされても、渚は気分を害することもなかった。

　ヤファルのほうは害してほしかったようだが。どうやったらこいつに距離感を躾しつけられるのだ、という顔になっている。

「もしかして、ぼくと同じで偶然だったりしますか？」

「しませんよ」

　そういう偶然もすてきだというわくわく顔に、ヤファルは冷たく即そく答とうした。

　渚はヤファルの態度に不思議そうな目を向けたが、すぐに気持ちを切り替えたらしい。

「遅ればせながら、お帰りなさいませ」と嵐嶺に手をつかえた。

「解封が遅れてすみませんでした。もしかしたら姫様からお聞きかもしれませんが、急にわざが使えなくなってしまって」

　肩をすぼめてそう言う渚を、嵐嶺は微び動どうだにせず見下ろしていた。

　その表情は険けわしい。

（嵐嶺様……？）

　沙綾には、嵐嶺がなぜ怒っているのかが、わかるようでわからなかった。

　渚が「首飾りを元気に」しようとしたからだろうか。たしかに、嵐嶺の生きていた時代ならば、それは意味のあることだっただろう。

　けれど渚は「なんとなく」やってみただけのようだ。

　善行を施すといいことがあるのではないか、という考え方も、そう突とつ飛ぴなものではない。とくに渚なら、自分にできることをと一いつ生しよう懸けん命めいに考え、そういう答えに行き着くこともあるように思う。

　だがヤファルもヤファルで、渚の行動に裏があるのではと匂におわせている。

　渚のことを「信じたい」という言葉は、裏を返せば「信じていない」と言っているようなものだ。

　たしかに、渚は変わった。けれどそれは、彼が望んだからではないだろう。

　もしきっかけがあったとすれば、首飾りの力を浴あびたことだ。

　転んで壊こわしてしまったから、そうなったのだ。

　空也は、と兄を窺うかがうと、彼は一歩引いた様子でやりとりを見つめている。

　成り行きにハラハラしたが、沙綾はうまく間に入れなかった。

　なにをどう言えばいいのか。場を救えそうな言葉が見つからない。

「ええと」

　不ふ穏おんな空気を感じた渚が、顔をあげて困ったようにつぶやいた。話題を探すように宙に視線をさまよわせ、思いついて自身の僧衣を引っ張った。

「そうだ、見てください。ぼく、見習いじゃなくなりました」

「重ちよう畳じよう」

　嵐嶺は一言だけ返した。そっけなくうなずくのと、たいして変わらない。

　敵意に近いものを感じたのか、渚が居い心地ごこち悪そうにもじもじした。

「あのう。それでぼく、どうしてこちらに喚よばれたんでしょうか」

　自信なさそうに訊ねるその姿は、以前の渚に戻ってしまったかのようだ。

「おのれの胸に手を当てて、考えてみたらどうだ」

　嵐嶺の言葉に、渚はびくっと身をすくめて泣きそうになる。

「すみません。やっぱりお怒りですよね。ぼく、しくじって、ヤファル殿が代わりに解封してくださったんですから」

「本気でそう思っているのか」

　嵐嶺が眉み間けんに皺しわを刻んで問う。うなずいた渚に、彼は「顔をあげろ」と命じた。

　こわごわ目をあげた渚と、嵐嶺の視線が結ばれる。渚の視線が泳ぐたびに、嵐嶺が「我を見ろ」と脅おどす。

　震え上がった渚は、半べそ顔になりながらどうにか耐たえた。

　やがて納なつ得とくしたのか、嵐嶺は渚に視線を外すことを許す。

　そして、感情を圧おし殺すような間をおいてから口をひらいた。

「西地区では、我の手の者が世話をかけた」

　嵐嶺の言葉に沙綾は目を瞠った。

　キレ神様が詫びた？

　嵐嶺の本質からしても性格からしても、例外的なことだ。渚もそう思ったのか、目を丸くしている。

「ボウズどもが討伐隊を組んだそうだが、この先は我が小鬼どもに言って聞かす」

「あの……。それは『だから手を出すな』ということでしょうか？」

「ほかになにがある」

　嵐嶺に訊ね返されると、渚は「いえ」と口ごもった。反論したかったのかもしれないが、思案するような間をあけたあとで「上にそう伝えます」と答える。

　一方の嵐嶺も、つづけて言葉をかさねようとはしなかった。小丸たちに濡れ衣を着せるなとも言わず、必要以上に力の強い白はく羅ら神しん像ぞうを建こん立りゆうして、邪衆の居場所を奪うばうなと責めたりもしない。

　どちらも、ふだんの嵐嶺であれば口にしそうなことだ。それも唾つば──仮体なので、実際は出ないが──を飛ばしそうないきおいで。

　ぎこちない空気が流れた。困り果てた渚が、そわそわとした上目遣いになる。

「でしたら、ぼく、もうそろそろ……」

　嵐嶺もヤファルも止めなかったので、渚は頭を下げると沙綾の居間を出ていった。

「いいのか？」

　わざわざ神力を使って喚よんだくせに、と空也が訊きく。

　嵐嶺はそれにも答えなかった。神の沈ちん黙もくの理由が唯ゆい一いつわかっているらしいヤファルが、自分が話してもいいかというように見遣ったが、嵐嶺はこれにも気づかないフリをした。

「そうですか、では」とヤファルが立ち上がる。

「むんっ？」

　通り過ぎざま、襟えり首くびを摑つかまれた空也が横倒だおしになりかかって腰こしを浮かす。

「この先の時間は、あなたはだれがどう見ても邪じや魔ま者ものですから」

「じゃっ邪魔ァ!?」

「そうですよ。犬は犬らしく分ぶを弁わきまえ、あるじである悪魔の情婦とその恋こい神びとに遠えん慮りよするべきでは？」

　こんなときでもヤファルは、沙綾を「悪魔の情婦」呼ばわりだ。

　言動の一いつ致ちしない人だなぁ～と沙綾は思う。空也を連れて出ていこうとしているのは、まさに気遣いなのに。

「沙綾は情婦ではない！　キレ神が恋神のはずがあるくわっっ」

　ヤファルに引きずられていきながら、空也がわめいた。

「それに、わたしは沙綾の側を離れぬ犬だ！　踏ふまれても蹴けられてもへばりついている種類の犬なのだ！　そんじょそこらの犬と一緒にするな──って、ああほら！　貴様がたてつづけにムカつくことをほざくから、怒いかりの矛ほこ先さきがばらけるではないか～～っっ！」
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「兄様はなにか一点について、思う存分ぶちまけたかった、と……」

　女官たちもつづけて退席するなか、兄を見送った沙綾はつぶやいた。

　空也の声は、渡わた殿どのの向こうからもまだ聞こえている。

「あいつらしい」

　嵐嶺もそう感想をもらし、ようやく腕組みをほどいて座り直す。

　あらためて向かい合った嵐嶺の面おもてからは、先ほどの烈はげしい感情は拭い去られていた。

　それはそれで、沙綾は不安になる。

　嵐嶺はどんな思いを吞のみこんだのか──と。

　たしかめたかったが、すぐに蒸むし返す勇気がなかった。

　半月遅れでの、再会。

　ヤファルが早々に気をきかせてくれたため、ここにはふたりきりだ。

「兄様も、本心では譲ゆずってくださったのですね」

　なんだか落ち着かない沙綾は、いまさらなことを言ってみた。

　ヤファルは僧というよりも武人のような身体つきで力もあるのだろうが、正しよう真しん正しよう銘めいの武人であり、猛もう将しようの名を馳はせる空也がひけをとるはずがないのだ。

「ちょっとは、認めてくださっているのかしら……なんて」

　こめかみを搔かきつつそんなことも言ってみると、なかば呆れた顔で嵐嶺が訊いた。

「ひとついいか、〈神凪姫〉。なぜ、そこで照れる？」

「てっ照れてなんか……！」

　反射的にそう返したが、頰ほおが赤らんで沙綾自身を裏切ったので、途中で台詞を変えた。

「そうですよ。照れてはだめですか」

「なんだ、開き直りか」

　嵐嶺が笑った。その笑えみは、いままで閉ざされていた戸をふいに開けたようで、嵐嶺のまとう雰ふん囲い気きから、鎧よろいのようだった硬かたさが消える。

「ほら、こい」

　両腕を広げて言う嵐嶺に、沙綾は口を尖とがらせた。

「ずるいです嵐嶺様！　抱だきつくのは、抱きつかれるよりも恥はずかしいんですからね」

「は？　我が戻ってきたとき、はしたなくも肘まるだしで飛びつこうとしていたのはだれだ？」

「あれはっ、嬉しいなという気持ちの表れで。というか、飛びつくつもりだったわけではなく」

「また、白しら々じらしい」

　せせら笑われ、沙綾は頰をふくらませた。

「そうやって図星を指すの、禁止ですから。ますますお側に寄れなくなるじゃありませんか」

「いいから、こい」

　命じた嵐嶺の目が笑っている。
















　沙綾はわざとつんとしてみせた。それから楚そ々そと立ち上がり、滑すべるように数歩近づいて、あぐらをかいた嵐嶺の足首ぎりぎりの場所に膝を突いて座る。

「女のわたくしがここまでしたのですから、ぎゅ～ってするのは嵐嶺様のお役目ですからね」

　顔を背けたまま、そう言って逆ぎやく襲しゆうする。

　はたして嵐嶺は照れた。「ぎゅ～」という表現に急にこっぱずかしくなったようだ。

「あらあら。そんなに奥ゆかしくて、どなたが数々の浮き名を流されていたことやら」

　滅めつ多たに出さない扇おうぎをひらいて、その陰かげで言ってやった。史書をひもといた渚に「ガリ勉だった」と暴ばく露ろされる前、ずいぶんと盛った過去の艶えん聞ぶんを聞かされたことがあり、それに対する皮肉である。

「やっやかましい」

「とキレられましても～。おいやなら、人には優しくしておくものですわよ？」

「うるさい！　人に優しくなどできるか！　我は黒牙神だぞ！」

　いまとなっては、ほとんど効果のない脅し文もん句くに、沙綾の口がむずむずした。

　が、ここでまた余計なことを言うと、収拾がつかなくなりそうだ。

　それに……とほかにも思うことがあり、沙綾は多大な努力を払って口を閉じておいた。すると。

　いきおいに任まかせたように、嵐嶺がこうつづける。

「仕置く！」

「ぎゅ～」というよりも「がしっ」と抱ほう擁ようされた。色気も甘やかさも微み塵じんもないが、これがキレ神様のせいいっぱいである。

　まあいいか、と沙綾は思い、大好きな人と寄り添える幸せを、しばし嚙みしめることにする。
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　嵐嶺が落雷で荒らした中庭では、桜が惨さん状じようを嘆なげくように花びらを散らしている。

　ひとつ、ふたつ、と沙綾は意味もなく数えた。

　孫まご庇びさしの日だまりに足の爪つま先さきを触れさせながら、背中には嵐嶺を感じている。

「もう桜も終わりか。おまえとの花見を楽しみにしていたんだがな……」

　残念そうに嵐嶺がつぶやく。

「いえ、散りはじめたのは、先ほどの落雷のせいかと」

　それまでは、まだあと少しは保もちそうだったのだ。

「花見といえば、そうでした」

　沙綾は嵐嶺からぱっと離れると、神座に供えてあった瓶へい子しを取って戻ってきた。

「雪せつ慶けいさんご推すい薦せんの北国の銘めい酒しゆです。これでご一いつ献こん、と思いまして」

　わざわざお取り寄せしたんですよ、というと、嵐嶺は片眉をあげた。

「取り寄せたのはいいが、まさか、半月放置していた酒じゃないだろうな？」

「それはもちろん」と言いかけた沙綾は、笑顔になりかかった中ちゆう途と半はん端ぱな表情で瓶子の匂いを嗅かいだ。

「うーん。大丈夫、かなぁ……？」

「って待て！」

　嵐嶺が瓶子をひったくった。

「おまえは、神に腐くさったものを供えつづけていたのか!?」

「ええと、あの。そんなつもりはなかったのですが」

　沙綾の返答は先細りになる。

　最後に神じん供くを換えたのはいつだったのかを思い出せなかった。これまでは、渚が気を配っていてくれたのだ。けれどその渚が世話係を外れて──、それからどうしていたかがわからない。

　いまさら気づけば、供えてあった桜の枝からも花が散り切って、寒々しい枝ばかりになっている。

「──すみません」

　沙綾はうつむいた。嵐嶺は彼女の「キレ神様」なのだ。だるいから人任せにするのではなく、自分できちんと気を配るべきだったのに。

「わたし。渚に頼たよりっきりだったんですね」

　瓶子を床に置いた嵐嶺は、紅く染まった長い爪つめが傷つけぬよう気を遣いながら、しょげた沙綾の頭をぽん、と叩いた。

「おまえの手足となるのが、小童の仕事だったんだから当然だろう」

「そうなのですけれど」

　なんだか自分が情けなかった。

「そんなにしょぼくれるなら、二度目はないという戒いましめにしろ。それでもまだ反省したいなら、──いまから我に尽くして尽くして尽くしまくれ」

「嵐嶺様。いま、わたしをなぐさめるつもりでおっしゃいました？」

　やたらと恥ずかしげだった台詞の後半に、沙綾は目を丸くする。そっぽを向いた嵐嶺は聞こえないフリをしたので、これはもう決定だろう。

「ありがとうございます」

　沙綾は頭を下げた。嵐嶺の優しさがじんわりしみて、彼の衣装の裾すそを握る。

「馬鹿めが」

　気弱になるようなことか、とこめかみを軽く小こ突づかれた。粗そ末まつに扱われたというのに、神のほうが苦笑している。

「あいかわらず、おまえはヘンだな。我をからかう。すっとぼけたことを言う。かと思えば、配はい慮りよが足りなかったとしょげ返る」

「それは。愛あればこそのからかいだったりしますので」

「愛、な……」

　感かん慨がい深ぶかげに繰り返した嵐嶺は、遠いまなざしをした。

「我はおまえのそういう、我を我としてだけ見るところに賭かけてみたかったんだろうな」

「嵐嶺様？」

　沙綾が目を瞠ると、嵐嶺は「灰はい色いろ神しんの話だ」と注ちゆう釈しやくを加えた。

「禍わざわいをなし、民を苦しめ、醜みにくい心を持つ者どもに、敵を呪のろってほしいと供く物もつを捧ささげられる。そういう暮らしがいやになった。この世を地じ獄ごくに変えると誓ちかって、命を絶ったはずなのにな」

　そう言ってほほえむ嵐嶺の表情は寂さびしげだった。

　沙綾の心に暗雲が湧く。

「嵐嶺様。どうして、まだはじまってもいないことなのに、諦めたような口ぶりになるのですか」

　善よくも悪くもない神になる道は模も索さく中ちゆうだ。結論は可とも不可とも出ていない。

　嵐嶺は答えなかった。なので、沙綾はつづけて言う。

「こんなふうなバタついた再会でなければわたし、嵐嶺様にお訊きしようと思っていたんです。灰色神になるお覚かく悟ごについて」

　嵐嶺は「いまその話か」という顔をしたがなにも言わなかったので、沙綾はつづけた。

「嵐嶺様は、ご自分を罠わなにはめた伯お父じ様さまや従兄いとこ君ぎみを恨うらんだから、怨霊になられたのですよね？」

　怨霊から神へと進んだのは、その呪いのすさまじさゆえだ。前の京である大埜おおの京きようが嵐嶺の祟たたりによって滅び、畏おそれた人々が彼を神として祀まつったのである。

「それが？　べつに我は、いまとなっては人に祟ることに喜びを感じたりはしていない」

「ええ。だから〈祟らない黒牙神様〉でおいでなのですもの。でも」

　言い迷うふうな沙綾に、嵐嶺が「でも？」と繰り返す。

「でも、灰色神になるとは、そういうことではないように思うのです。祟らなければ、灰色になるわけではなく、もっと本質的な部分から黒牙神様でなくなることが、すなわち灰色神への第一歩なのかな、と」

「まどろっこしいぞ〈神凪姫〉。つまりなにが言いたい？」

　片眉を吊つり上げる嵐嶺に、沙綾はこの一ひと月つき考えていたことを口にする。

「つまり、嵐嶺様。伯父様や従兄君を赦ゆるすことはできますか？」
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　思いもかけなかったことを言われたのか、嵐嶺が目を瞠ったまま黙りこむ。

「赦す……？」

　やがて鸚鵡おうむ返がえしにした声は、どこかかすれていた。かなり驚いたようだ。

「そうです」と沙綾は真剣にうなずいた。なぜそう考えたかを説明する。

「いまは祟らないとお決めになったとはいえ、嵐嶺様の黒牙神としての根幹は〈怨み〉なのですから。それを消さない限りは、黒い神様のままなのではないかなと思いまして」

「なるほどな」

　嵐嶺も一理あると思ったようだった。あるいは自身でも、そう感じていたのかもしれない。

「──昔、我が皇み子こだったころ、我の教師をしていた坊ぼう主ずから聞いた話がある」

　とうとつに嵐嶺が話しはじめた。

「神は白であろうと黒であろうと、自みずからの性しようあるがままの振る舞いしかなさらない。白羅神は恵む、黒牙神は禍わざわう。しかし人はどちらも行うのだ、と」

「はい」

「師はつづけてこう言われた。人は神のようにはなれぬ。いい加減である。だからどちらつかずのこともする。悪事に手を染め、情に流され、けれどすべてを水に流すこともできるのだ、と」

　嵐嶺はそこでふと苦笑した。

「ようは、人を愛せ、そして赦せと言いたかったらしい。おまえの言葉で、それを思い出した。赦せなかったからこそ、神になったこともな」

　沙綾は口を閉じたままうなずく。嵐嶺がどんな言葉を導こうとしているのかはわからなかったが、この問わず語りが嵐嶺にとって、大切なことだというのはわかるからだ。

「世を赦せず黒牙神になった我が、赦して黒牙神をやめて、灰色になる。それは、ある意味人に戻るということなのかもしれんな──」

　白羅神は恵む、黒牙神は禍う。灰色神は人のように、そのどちらもするのだから。

「人には、戻りたくありませんか？」

　嵐嶺がそう結論づけているような気がして沙綾は訊いた。

「否いな」と嵐嶺がみじかく答える。

「ある意味、人に戻ってもかまわない──？」

　たしかめると、黒牙神はうなずいた。

「祟る気を失なくした時点で、我は黒牙神ではないようなものだ。本性を手放すことでおまえと永遠にいられるのなら、それでもいいと思っていた」

　嵐嶺の言葉が、短刀のように沙綾の胸に突き刺ささる。

「過去形なのですか」

　人に戻ってもいいと思って「いた」。嵐嶺はそう言ったのだ。

「残念ながらな」

　いまはそうは思っていないと、嵐嶺が肯こう定ていする。

　沙綾は探さぐるように嵐嶺を見た。

　それまではずっと、視線を合わせることを避さけつづけていた嵐嶺が、沙綾を見遣る。

「どうしても赦せない輩やからが黄よ泉みがえった」

　はっと息を吞んだ沙綾に、神は言った。

「九曜だ。やつが、渚のなかにいる」










[image: ]










「ドジ見習いが取り憑つかれている？」

　報告したヤファルを前にして、帝みかどはその台詞せりふを聞くなり笑いだした。

「皇こう帝てい」

　なにがおかしいのだと咎とがめるような目を向けたヤファルに、今きん上じよう帝ていは涼すずやかに詫わびて扇おうぎをひらいた。

「失礼。あんなドジに取り憑くなど、どんだけドジなんだと思ってさ。──そういう話ではないのか」

　空気を読んだ帝が、ふと真顔に戻もどってヤファルに訊たずね返した。

「わたしは、彼のあの落ち着きのなさは、芝しば居いではないかと疑っております」

「まさか。あいつのドジは生まれつきだぞ？　物心がつくかつかぬかのうちから、ドジのフリなどできるわけがないではないか」

　空くう也やの言葉に、ヤファルは淡たん々たんと「できないでしょうね」と応じる。がくっと肩かた透すかしを食った空也は、意味がわからないというように食ってかかった。

「だったらなぜそういう──」

「まったく。これだから、ものごとを一方からしか見ることのできない、愚おろかで妹にしか興味のない低脳無教養な男は」

「なかなか真実を突いた言葉の数々ではあるがね、空也をいじってよいのは余よだけである。弁わきまえて控ひかえよ」

「……、は」

　円座わろうだに座っていたヤファルは目を剝むいたが、床ゆかに手をついて頭こうべを垂たれる。いじったつもりはなく、たんに貶けなしたのだと言っても通じないだろうことを聡さとく察したのだ。

「雪ゆき王おう、わたしはべつに貴様に守ってもらわんでも──」

「いいの。かわいい空也は黙だまってらっしゃい」

「と言われてもな……」

　自分は男だしかわいくもないし、と空也は首をひねりながらぶつぶつ言った。帝が自分を「専用のおもちゃ」宣言したことには、微み塵じんも気づいていないらしい。

　そんな空也に、ヤファルは呆あきれたまなざしを向けた。それから、そもそもの空也の質問に戻る。

「わたしとて、渚が子どものころから芝居をしていたとは思っていませんよ。彼の特性であるドジを、取り憑いているモノが利用した、と言っているんです」

「内裏の者はみな、あれの残念ぶりを知っているからな。振ふる舞まいが多少トンチキでも見み逃のがされやすい──というのであるな」

　帝の言葉に、ヤファルはうなずいた。

「もともと心しん酔すいしやすかったとのことですから、昇しよう位いして悪あく魔ま排はい斥せきに熱を入れようと、その度が過ぎていようと、だれも問題にしなかったわけです」

「たしかにな」

　同意した空也は、だが、とヤファルに眉まゆ根ねを寄せた顔を向けた。

「貴様はいつから渚が取り憑かれていたと考えているのだ？　沙綾の部屋でキレ神の封ふう印いんを解く際、妙みようなことを言っていたであろう？」

「これまで、彼だけが黒こく牙が神しんの封を解けたのは偶ぐう然ぜんだと思っている、ここへきて急に解封を渋しぶったのも作さく為いがあったわけではないと信じたい、と言ったあれのことですか」

　ヤファルは自分の台詞をよく覚えていた。

「そう、それだ。さすが、陰いん険けんなヤツは細かいなあ」

「よくもまあ、さらっと毒を。いいえ、なんでもありません。訊きき返さずにけっこう」

　きょとんとして口をひらきかける空也を、ヤファルは苛いら立だたしそうに制した。「あんたと妹は、そういうところがソックリですね」と捨てゼリフを吐はく。

「わたしと沙さ綾あやが似ている……？　ほう！　そうかそうか！」

　空也が相そう好ごうを崩くずすと、自分のあごを撫なでた。それがまたヤファルの神経を逆さか撫なでする。

「言葉の表面だけを都つ合ごうよく捉とらえやがって……」

　歯は嚙がみしたところで空也の性分が矯きよう正せいされるわけでもないので、ヤファルは自みずから話を戻した。

「渚の振る舞いを妙みようだと思うようになったのは、あの首飾りの光が彼のなかに吸いこまれてからです。しかし、もしかしたらそれ以前にこれははじまっていたのではないか、と疑っているのもたしかですが」

「根こん拠きよは？」

　帝が脇きよう息そくで頰ほお杖づえをつきながら訊いた。

「根拠は、あまりにもものごとが都合よく進みすぎているからです」

「ドジ見習いにとってか？」

「そうです。黒牙神の封印を解くには決まった手順を踏ふまねばならないのに、その手順の踏みかたを知らないままに、幾いく度ども解封できるものだろうかと」

　一度であれば偶然、二度以上は必然だというヤファルの理論に、空也と帝は目を見み交かわす。

「そのほうの言うことはもっともであるが──」

「渚だからなぁ」

　二人は割わり台詞ぜりふのように言うとうなずき合った。渚には、そういう理り屈くつを超えた偶然も起こるだろう、と、思わせる下地があるのだ。

「まあたしかに、ここへきて急に解封できなくなるのも不ふ審しんだがな、首飾りが壊こわれたのはそのあとのことだぞ？」

「しかし、彼は首飾りの力を増そうと画かく策さくしていたでしょう？」

「それは布石だったと？」

　訊ねた帝に、ヤファルは「疑っている」という表情を見せる。

「すべての準備がととのったから、わざと首飾りを割って力を得たっていうんだね。なるほど、さすが外とつ国くに人びと」

「どういう意味です？」

　気を悪くしたヤファルに、帝は悪びれもなくしゃあしゃあと答えた。

「国と国とが地続きで隣となり合っていると、感心するほど疑うたぐり深ぶかい」

「ええまあ。島国のように吞のん気き面づらを晒さらしていては、いつ攻めこまれるかわかりませんからね」

「言うねえ」

　皮肉を返されたというのに、帝は扇をそよがせて涼しい顔をしている。

　機き嫌げんを損そこねたりしないのは、むしろそういう物言いが好きだからであろう。

　帝は訊いた。

「空也。ドジ見習いが首飾りを割ったとき、なんか妙な気がしたかい？」

「いや……。またいつものドジかとは思ったが」

「もし、みながそう思うだろうと読んで行動していたのだとしたら、たいしたものだねえ」

　それはそれでできすぎだというように、帝の口く調ちようはどこか冗じよう談だんめかしている。

「まあいいや、その件は置いておこう。で、だ。ドジ見習いに取り憑いているのは、いったいなにであるか？」

「首飾りに封じられていたものであるのは間ま違ちがいないでしょう」

「間違ってるでしょ」と帝は言った。反論に目を丸くするヤファルに、空也が説明する。

「あの首飾りに封じられていたのは白びやつ光こう天てん、つまり神の力だ。神そのものであれば、憑くこともなくはないだろうが……」

　力自体には意思はない。だれかに取り憑いたり、宿やど主ぬしを操あやつることは不可能だ。

「ならば、あれはドジ見習いの本性なのであろう？」

「いえ、陛へい下か。渚が力を浴あびたことによって変わったとは、わたしは思いません」

「どうして」

「渚のなかには、べつの者がいる。わたしは、その気配を感じるのです」

「気配ねえ」と帝が半信半疑の様子でつぶやくと、ヤファルが言った。

「おそらく、黒牙神もそう思っておられます。いえ、あのかたは〈神〉だから、見み抜ぬいておられるのか──」

「キレ神の気配を嗅かぎつけて余との会見を放りだし、ヤツに会うなりからくり武器をぶっ放した男が、いっそ清すが々すがしい心変わりだね」

　語尾に星の散るようなはずんだ調子で論評し、帝はヤファルを苛立たせた。

　空也も空也で、ひとりうなずきながら間ま延のびした声を出す。

「だから貴様は、先ほどキレ神となにやら目配せをしておったのか。ぬーん」

「で。その取り憑いているだれかというのは、だれなのだ」

　帝が訊ねると、ヤファルはきまじめに答えた。

「お答えできるほど、わたしは八洲やしまの人物に精通しておりません」

「うん、落第」

「なにがでしょうか」

　あっけにとられるヤファルに、帝は扇をもてあそびながら雅みやびやかに答えた。

「いまの問いは、きっつい皮肉か暴言で返すところだからさ。おまえ、余と空也にイラッとしていたでしょう？　だからそれを汲くんで、つっこみやすい質問をしてあげたのに」

「陛下。わたしは陛下と言葉遊びをするつもりは毛頭──」

　帝の「野や暮ぼの極きわみ」という視線を受け、ヤファルは口をつぐんだ。

　さっと頭をめぐらせるような間をあけたあと、確信犯的に帝の言葉を無視する。

「黒牙神は、神しん力りきで引き寄せた渚を見るや、彼を殺しそうなほど感情を高ぶらせておいでだった。それが、なんらかの手がかりになるかもしれませんが」

「ああそうきたか」と帝はご満まん悦えつだ。それを聞いてつい、ヤファルは本音をもらした。

「無視されて喜ぶなど、あんたじつは〈どえむ〉じゃないのか」

「こいつの性的嗜し好こうはともかくだな、キレ神の宿敵といえば九く曜ようしかおらんぞ」

　そう言って割って入った空也が、ふと目を瞠みはる。

「まさか、ね」

　帝も、扇の陰かげでつぶやいた。

　ヤファルは両者を見み較くらべ、眉をひそめつつ推論を述べる。

「九曜というのは、黒牙神を封じた三百年前の魔ま術じゆつ師しのことですね。先日、首飾りを提さげて現れたのは贋にせ者ものだと聞きましたが、今度は本物だ、ということでしょうか」

「貴様、意外に賢かしこいなあ！」

　素直に感心した空也に、ヤファルは露ろ骨こつに見下したような視線を向けた。

「世辞を言われるほどのことではありません。しかも『意外に』は余計だ」

　続けてこきおろさなかったのは、「空也をいじるな」という帝の忠告を覚えていたからである。

「たれぞ、キレ神を呼べ」

　帝が言った。控えていた女官たちのほうを見たわけではなかったが、女官たちが一いつ斉せいに飛び上がったかと思えば、はたりはたりと気を失って折りかさなる。

「そこまでいやがることですか……！」

　驚おどろくヤファルに、帝はこともなげに答えた。

「どちらかというと様式美である。いやだと断るより、気を失ったほうが美しいし真に迫せまっているであろうが」

「────あなたがた八洲人の考え方は、さっぱりわからない」

　ぼやいたヤファルをよそに、帝はゆるゆると立ち上がった。

「招まねくのは難むつかしそうであるから、余のほうから出向いてみようぞ」




[image: ]




　嵐嶺はふたたび、視線をどこか遠くへとさまよわせていた。

「我われとしたことがな。鮮あざやかに見過ごしたわ」

　皮肉げにつぶやく神に、沙綾は「見過ごす……ですか」と訊ね返した。

「嵐嶺様は渚の様子を聞くなり疑いを持って、一目で見抜かれたのでは？」

「問題はそれ以前だ。いまにして思えば、これは我の復活のころに始まっていたのだろう。あるいは、復活が合図だったか」

「合図ですか」

「ああ。いやらしいほどできすぎた間合いでの、贋者の登場」

「あれを疑うべきだったというんですか？　無理だと思いますけれど」

　沙綾は夢物語を一いつ蹴しゆうするように、あっさりと言った。

「なにが無理だ」

「だって、あの程度のことを勘かんぐらなければならないのなら、すべてを疑ってかからなくちゃなりませんもの。そんな根ね暗くらな」

「おまえは。──ったく、どんなときでも、一言余計に言わねば気が済まんのか」

「ああ……。そうみたいですねえ」

　自覚はなかったが、簡単に口が滑すべるくらいなのだから、無意識の裡うちでそう思っている可能性はある。

「健康って、すばらしいですね」

　それもこれもだるくないからだ、と笑いかけると、嵐嶺がとうとうキレた。




「同意を求めんな～～～～～～っ！」




　腹の底から怒ど鳴なった嵐嶺だったが、大声を出してみれば少しはすっとしたようで、表情がだいぶん和やわらぐ。

「我は、気が逸はやっているのだろうな」

「ええまあ、そう思います。でも、そうなってしまう理由もおありなのですよね」

　沙綾は、そんなふうに嵐嶺の意を汲んでみる。

「…………」

　やや長めの沈ちん黙もくのあとで、嵐嶺は「そうだ」とうなずいた。

「伯お父じも従兄いとこも、いまとなれば赦ゆるせるような気がする。だがヤツだけは、そうはいかん」

「ええと」

　こめかみに人さし指を当てて首をかしげた沙綾は、嵐嶺に素そ朴ぼくな疑問をぶつけてみた。

「それはたんに、伯父様や従兄君は呪のろい殺せてすっきりしたけれど、九曜様は相あい討うちでケリがついていないからという──？」

「うるさいわッッ」

　またしても図星を突いてしまったらしく、嵐嶺がわめいた。首を縮めてやりすごした沙綾をよそに、神は髪をかきむしる。

「おまえといると、ほんっとうに調子が狂くるうわ。ひとつ頼たのまれろ〈神凪姫かんなぎ〉。あのクソ呪じゆ言ごん師しが本性を現したら、心ゆくまでおちょくってやれ」

「いいですよ。嵐嶺様がそうおっしゃるのでしたら」

「ああ、おっしゃるとも。ヤツがキレてわめくところを想像するだけで溜りゆう飲いんが下がるわ」

　なんだかヤケクソな台詞だなぁと思ったが、ここは賢く話題を変えることにする。

「それよりも嵐嶺様。贋者の登場が合図だったというのは、九曜様が黄よ泉みがえったことについてですよね」

「愚ぐ問もんだ」という目つきをされたので、沙綾は素直に頭を下げておいた。

「すみません鈍にぶくて。でも、あれのどこが合図なのか、よくわからなかったものですから……」

「我の復活と前後して、贋者が本物の首飾りをかけて現れただろうが」

「はい、現れましたけれども」

「あれは首飾りの意思だ、と我は思っている。我が復活するようなことがあれば、首飾りがこの世に現れるように仕掛けてあったのだろう」

「？？？　はあ」

　沙綾のあいまいな返事を受け、嵐嶺は苦笑した。

「よくわからんか。だろうな。いまでは、自らの魂たましいに〈黄泉がえりの呪言〉を施ほどこす者も、施せる者もいないだろうからな」

「〈黄泉がえりの呪言〉、ですか」

「そうだ。死した際に、この世から魂が駆かけ去らぬようにする呪言で、術が成功すればこの世に戻ってこられる。ただし、滅ほろびてしまった身体からだの代わりになる器うつわが見つかれば、だが」

「九曜様はその術を自らにかけたのですね」

「そして首飾りの裡に微ね睡むったのだろう。白光天の力に守られて、ひそかにな」

「つまり九曜様は、首飾りを嵐らん嶺りよう様ご復活までの魂の隠かくれ処がにしたわけですか」

「そんなようなものだ、と我は見ている」

「はあ──」

　感心したのか呆れたのかわからない声が沙綾の口からもれ、嵐嶺が気け色しきばんだ。

「なんだその『はあ──』というのは」

「いえ。『めんどくさ』と思ったんですよね」

「面倒くさい？」

「だって。わざわざ隠れて眠って、嵐嶺様が甦ったら自分も戻ってくるって、どんだけ粘ねん着ちやく質しつなのかなぁ、と」

　権力が惜おしくてこの世に舞い戻ってくるのならば、まだわかるのだが。

「相討ちを予期してらしたからこそ、そういう術をおかけになったのでしょうけれど。そこまでしつこいと、正直引きますよねぇ？」

「〈神凪姫〉。世間ではそういうのを『責任感がある』というんじゃないのか」

「そうなのかしら。責任感があるなら、相討ちになった直後に黄泉がえってとどめを刺さしませんか？」

「刺せるか。魂は、それほど簡単に黄泉がえれるものじゃない。とくに、吹き飛ばされた魂はな」

「ああ……。嵐嶺様の暴行で傷ついた魂を、粉こな々ごなに砕くだけた器を糊のりでちまちま修復するような時間が必要なわけですね」

　沙綾の喩たとえは気に入らなかったようだが、嵐嶺はその通りだとうなずいた。

「だとしても、責任感ならできうる限り最速で復活を果たして、〈神凪姫〉の封じている嵐嶺様にとどめを刺しそうなものですけれども。ちなみに、神と戦って壊れた魂って、どのくらいでもとに戻るものなのですか？」

「さあな、知らん。十年や二十年はかかるだろうが、我はボウズでも呪言師でもない」

「はい。知識だけが膨ぼう大だいになったガリ勉さんですよね」

「やかましいわっっ！」

　イタい指し摘てきだったのか嵐嶺が声を荒あららげた。その点は折りこみ済みだった沙綾は、気持ちよく聞き流して質問をつづける。

「それとも、嵐嶺様が復活したときだけ自分も黄泉がえることにしたのは、九曜様流の『ゆとり』だったのかしら……？」

　たとえ敵でも徹てつ底てい的てきに追い詰つめないという八洲の考え方と、その姿勢は合っているといえばいえるだろう。

「────」

　嵐嶺は答えなかった。それは否ひ定ていの沈黙のようなので、沙綾は否定的な見方もしてみる。

「もしくは、嵐嶺様の復活で恐おそれおののく世に、燦さん然ぜんと黄泉がえったほうがカッコいいから、とか」

　だとしたら、目論見もくろみはなかなか当たったのではないかと沙綾は思う。嵐嶺の復活時、ニセ九曜は国こく司しの邸やしきで下にも置かぬもてなしを受けていたのだから。

「────」

　せっかく嵐嶺寄りの見方を示したのに、やはり嵐嶺は答えなかった。

　なので沙綾は、別の疑問をぶつけてみる。

「嵐嶺様。九曜様はなぜ、渚を選んだのでしょう。渚が九曜様に取り憑かれているのは、九曜様があの子を器に選んだからなのでしょう？」

「小こ童わつぱの生来の力のせいだ。それがあだになったんだろう」

「生来の力って、首飾りの力に負けない鈍さ……というか強さですか？」

　空也は「肩が凝こる」と言い、高僧たちまでもが「荷が勝ちすぎる」とこぞって辞退した首飾りを、渚は難なくかけていられた。

「おまえが首飾りを提げていられたのは、〈神凪姫〉としての能力があるからだ。小童はたんに鈍どん感かんだからだと思っていたが、どうもそうではないらしいな」

　もともと呪言の才を見こまれて、僧院に拾われた渚なぎだ。

「小童は、才はあっても活いかせない質だったんだろう。そういう者はなにも、ヤツだけじゃない」

「ええ、はい」

　嵐嶺の言う通りだ。

　哀かなしいかな、努力は必ずしも実を結ばない。

「だが、あのクソ呪言師にはおあつらえ向きだっただろう。渚を器とすれば、おのれの力を弱めることなく黄泉がえれる」

「その準備のため、少しずつ操っていたというわけですよね……？」

「そうだ。少しずつな。小童が首飾りを預かるごとに」

「月に三日？」と沙綾は絶句した。

「面倒くさ……！」

「おまえはな。だが、やつは苦とも思わん」

「嵐嶺様の封印も、実は九曜様が解いていたのでしょうか。御お坊ぼう様さまが、渚は解封のときに印を使っているとおっしゃるので──」

「くそ」

　嵐嶺が吐き捨てたのは、その通りだからなのだ。

「初めからでしょうか。それとも、操られるうちに──？」

　嵐嶺は無言で沙綾を見つめた。どちらでも有り得る、というように。

「もしかして、あのニセ九曜様は、九曜様の魂に捨てられたのかしら」

　推理を働かせた沙綾は言った。

「あのかたも、首飾りをかけていられたのですから、それほど力がなかったわけではないと思うんですよね。でも、目の前にもっといい条件の渚が現れたわけでしょう？」

「質問ばかりだな」と苦笑した嵐嶺が「おそらくな」と応じる。

　そうなのか、と沙綾は深くうなずいた。

「なんだか、納なつ得とくしました。あの騒そう動どうは、尻しり切きれトンボというか、最後がずいぶんあっけなかったですから」

　途中まで九曜の再来として振る舞っていたあの呪言師は、いきなりすべてをかなぐり捨てるように正体を表した。

「渚はあのときすでに、狙ねらわれていたわけですよね。だとすると、──わたしも自じ己こ嫌けん悪おです」

　沙綾は肩を落とした。

「なんかおかしいぞ、と思っていれば、渚を守れたかもしれないのに」

　疑いもせず、渚に首飾りを預けたのは沙綾自身だ。

「は。我がそう言ったとき、疑うなんて無理だと抜かしたのはどこのどいつだ？　根暗とまで決めつけたのは！」

　鬼おにの首でも取ったように嵐嶺が言った。滅めつ多たにない反はん撃げきの機会だからだろうか。生き生きしてるなぁ、嵐嶺様。と沙綾は場違いな感想を持ってしまう。

　というのは、さておき。

　九曜が黄泉がえりに至るまでの過程は、だいたい吞のみこめたと思う。

「嵐嶺様。お訊きしてもよいでしょうか。そこまでわかっていて、渚を見逃したのはなぜですか」

　渚のなかに九曜がいるというのならば、絞しめ上げても、その場で雷らい撃げきしても不思議ではないのに。

「あのときの小童は、……我には真の小童のように思えた」

　言葉を選ぶような間をあけながら、嵐嶺がそう答える。

「まだ、ヤツは小童を乗っ取りきってないのではと感じた。あそこで積年の恨うらみを晴らせば、ヤツだけでなく渚も滅ぶ。──そんなことを考えている時点で、我はもう黒牙神ではないな」

　苦く自じ嘲ちようする嵐嶺の背に、沙綾は上体をひねるようにして腕うでを回す。

「ありがとうございます」

　心の底から、気持ちをこめて言った。

　嵐嶺は、ぎりぎりまで自分を律してくれたのだ。黒牙神としての「性」のままに振る舞ったのだとしたら、いまごろ渚は存在しなかっただろう。

「我とて、小童もおまえも苦しめたくはない」

「わたしも？」と沙綾は首をかしげてから納得する。

　そう。中ちゆう途と半はん端ぱな復活のせいで、嵐嶺と沙綾はつながっているのだ。

　彼が黒牙神としての力をふるえば、先ほどのように沙綾に反動が返る。

　そしてその反動は、使った力の大きさに比例するのだ。九曜を滅ぼそうとすれば、渚を西地区から呼び戻したときの何倍もの力を使う。

　当然、沙綾の感じる苦痛もあんなものでは済まないだろう。

「だれも傷つけずに解決するには、我が消えればいいのだろうな」

　自嘲めいて嵐嶺がつぶやく。

「嵐嶺様」

「案ずるな、冗談だ」

「ですよね」

　沙綾があしらうように応じると、嵐嶺が目を剝いた。ここはしんみりするかなぐさめるところだろうが！　という表情をしている。

　けれど、沙綾は顔を曇くもらせるつもりがなかった。

　なぜなら、嵐嶺は大切なことをひとつ忘れている。

「策なら、もうひとつありますよ？　九曜様に帰っていただけばいいんです」

「は────？」

「はらら？　どうしてあごを落とされるんです、嵐嶺様」

　顔の長さが倍になるほどがっくりと口を開けた嵐嶺に、沙綾は目を丸くしてみせた。

　が、かまわず滔とう々とうと自説を述べる。

「だって、九曜様の当初の使命はもう消えちゃったわけですよね？　京みやこに祟りをなし、ひとを呪い殺しまくる嵐嶺様は過去の存在なわけで、いまここにいらっしゃる嵐嶺様は祟らない、灰はい色いろ神しんをお目指しになっている嵐嶺様なのですし。

　そこのところをよぉくご説明すれば、わかっていただけるんじゃないかと思うんです。もしわかっていただけないようでしたら、ちょっとキツいことを申しあげて追い払ってしまおうかと」

　キツいこと？　と嵐嶺が訊いてくれなかったため、沙綾は自ら明かした。

「残念ですけれど、時代は変わったのですよ。骨こつ董とう品ひんはすっこんでらっしゃい、って」

「ああそりゃキツいわ」

　ようやく自制を取り戻したらしい嵐嶺が、言葉とは裏腹に、投げやりな態度で横を向いた。

「あら、だめですか？　嵐嶺様はご自分の身に置き換えてみて、チクチクこたえているようですけれど」

「やかましいわ」

　的確な指摘に、稲いな光びかりしそうなまなざしで、嵐嶺が振り返ってにらみつける。

「もう少し意地の悪いことを申しあげます？」

　沙綾はしゃーしゃーと訊いた。

　嵐嶺に思い詰めるのではなく、笑うかキレるかしてほしくて。

「おまえはヤツを知らんから、そんなことが言えるんだ、〈神凪姫〉」

「むむ。敵は執しゆう念ねん深いですか」

　ふざけた調子で言ってみる。けれど嵐嶺は、まっすぐに沙綾を見つめて「ああ」と答えた。

　真剣だ。

　そして、なにやら感じ入っているふうでもある。

「おまえにとっては、伝説の英えい雄ゆうが敵か」

「？？？　そんなに感動することじゃないと思いますけれど。嵐嶺様にいやな思いをさせたうえに、渚を乗っ取ろうとしているのでしょう？」

　沙綾にしてみれば、当然の反応である。

「わたし、やってみます嵐嶺様。だって、このままにはしておけませんから」

　九曜の存在がある限り、嵐嶺は灰色神になることをためらいそうだし、渚を乗っ取られてしまうのもいやだ。

「だから〈神凪姫〉」

「わたしは空気が読めないそうですから、もしかすると九曜様もキレて出てゆくかもしれないじゃないですか」

「──」

「あ、嵐嶺様は隠れていてください。いらっしゃらないほうが、あちらも油断すると思うので」

「！　おまえひとりきりで、ヤツに会わせられるわけがなかろうがっっ！」

　耳鳴りがするような大声でわめかれた沙綾は、笑顔になる。

「心配してくださるんですか」

「あたりまえだろうが！　おまえをいまさら失えるか！」

　それは告白に等しい言葉で、沙綾の胸のなかに喜びがじんわりと湧わく。

「嬉うれしいです嵐嶺様」

　沙綾は嵐嶺の胸に額ひたいを押しつけて言い、それから神を見つめた。

「わたしも同じです。あなたと、あなたの未来を失いたくありません。もったいないです」

「未来が、もったいない？」とつぶやくように訊かれて、沙綾はうなずいた。

「はい。灰色神になれば、わたしたちはともに歩んでゆける。──嵐嶺様が、そう望んでくださったら、ですけれど」

　ひとりよがりでないといいなと願って、小さく言葉をつけ足した。

「だがここでもう一度、我の心が憎にくしみに傾いたら──？」

　嵐嶺もわかっているのだ。そう感じながら、沙綾は台詞を引き取った。

「灰色神になる機会はなくなると思います。憎しみは、濃こく、つよく、心を闇やみ色いろに染めますから」

　嵐嶺が全ぜん身しん全ぜん霊れいを傾ければ、今度こそ九曜を討うち取ることができるかもしれない。

　けれど、ふたたび黒く染まった心は、もう二度と灰色には近づかないだろう。

「────」

　嵐嶺は黙りこんだ。それはそうだ。

　これまでのことを思えば、答えなど簡単に出せるはずがない。
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　沈黙している嵐嶺の肩が、やけに頼りなく感じた。

　泣けない仮の面おもての下で、神が泣いているように感じるのは、沙綾の勝手な想像なのか。

「嵐嶺様」

　それでも沙綾は、恋人の背に腕を回してこう言わずにはいられなかった。




「わたし、あなたのことを全ぜんっ力りよくで守ります。ですから、やらせてください」
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　それから四し半はん刻こくほどあと。

　沙綾は衣い装しようの飾り紐ひもと格かく闘とうしていた。

　飾り紐、といっても、沙綾の衣装に用いるものとは違い、武官たちの用いる平打ちの細紐だった。刀を腰こしに下げるのに使ったり、捕ほ縛ばくの縄なわにすることもある。

　女官に頼んで借りてきてもらったそれを、沙綾はきりりと結んで衣装を動きやすくするつもりだった。

　ところがいざやってみると、なにがどうなったのやら──、自分を縛しばりあげる恰かつ好こうになってしまっている。

「あらら？　あららら？　どうすればほどけるのかしら」

「動かないでくださいまし、姫様」

「わたくしがほどいてみますわね。少うし、我が慢まんあそばして」

　じたばたもがく沙綾の周りで、女官たちがおたついている。

　空也はそんなところにやって来た。

　帝の先導をし、なにげなく御み簾すをくぐって目を剝いた。

「むっっ、沙綾!!」

　呼びかけの「沙綾」が「すわあやあああっっ」と聞こえるような、逆上した大声をあげて妹に飛びつく。

　当然、その進路上にいた女官はためらいもなくはじき飛ばした。

「っていうか、眼がん中ちゆうに入ってないよねえ」

　幼おさななじみの度を越した猪ちよ突とつ猛もう進しんぶりに、帝が場違いにのんびりとのたまう。

　兄に助け起こされた沙綾は、すぐさま戒いましめを解かれていた。まあそうだろうな、と予見していたが、空也は勘かん違ちがいの怒いかりを炸さく裂れつさせる。

「おのれっっ！　キレ神か～～～っっっ!!」

　その場で抜ばつ刀とうしそうな剣けん幕まくに、沙綾は沈黙を貫つらぬいた。頭の煮にえた兄には、いまはなにを言っても無む駄だである。

　空也はその沈黙を、衝しよう撃げきゆえのものと決めつけると、一転しておのれを責めはじめた。

「わたしのかわゆらしい沙綾になんという無体を！　ををを沙綾！　席を外はずした兄の落ち度である！　すまぬ……！」

　床板に額ひたいをこすりつけて詫びると、面おも白しろがって見物している帝を振り向いて一いつ喝かつする。

「貴様も謝れ雪王！」

　おまえのもとに召めしだされていたせいだ、という理屈だ。

　ヤファルは「正気か？」と目を剝いたが、楽しんでいる帝は「ハイハイ、ごめんね」とあしらうように詫びて、さらに火に油をそそぐ。

　それでいて、空也がつっかかってくる寸前で扇をひらくと、怒りの矛ほこ先さきを転じるように鼻先で風をそよがせた。

「その肝かん心じんなキレ神がいないようだがね」

「嵐嶺様なら神域あちらです」

　沙綾は神かみ座ざを示した。

「また、こんなときに優ゆう雅がだねえ」

　こんなときという言葉で、沙綾はヤファルが渚への疑いについて進言したのだろうと察した。

「で、ボンヤリ巫み女こ。おまえの本来の目的はなんだったのだ？　まさか、見た目通りの〈ひとりえすえむ〉ではなかろう？」

　帝の使用した外来語は、おそらく沙綾がひとりでに亀きつ甲こう縛しばりになっていたことに関するものだろう。

　ヤファルが顔をしかめたので、上品な言葉ではなさそうだ。

　が、追及しているとキリがないのでそこは諦あきらめ、沙綾は質問にのみ答えた。

「渚を追いかけようと思いまして……！」

　西地区から神力で喚よび寄せられた渚は、悪さをしているという小鬼討とう伐ばつの最中だったはずだ。

　沙綾の居間から解放されれば、途中で放りだすはめになった任務に戻るだろう。

　だから、沙綾はそれを追いかけようと考えたのだ。

　渚に現状を理解してもらい、もし九曜が現れたら、手を引いてもらう。

「まったく。生まれついての愚か者だね、おまえは」

　計画をそう評したのは帝だ。

「まず話の通じる相手ではなかろう。ドジ見習いからも『ハイそうですか』と離れるとは思えぬのだがねぇ」

「それはもちろん承知です。でも、話してみるのはタダですし、逆上すれば出ていくかもしれませんから」

「ふむ。得意技わざで勝負か」

　帝がそう言ってうなずくのは、かつて沙綾が、ヤファルの追いかけてきたアクマをボケ倒して逆上させた「実績」があるからだろう。

「だがねえ、ボンヤリ巫女。おまえはひとつ、肝心なことを忘れている。はい注目」

　ここが見せ場だと強調してみせた帝が言う。




「九曜の説得が、おまえにできるたったひとつの、キレ神を守る手段だからであろう？」




　今上帝の言葉が、深く沙綾の胸に響ひびく。キメ顔のほうは目め障ざわりだったが。

「キレ神も封じられたわけじゃないからね。おまえが呼べば、あっちだろうとどっちだろうとすぐに飛んでこられるわけだ」

　たぶん。という言葉は、沙綾は吞みこんでおく。

「ついていきなさい、空也」

「なんだとう」

　命じられた空也が小鼻をふくらませた。

　上から目線で言われずともそうする、とか、反論が多々あったようだが、それを封じるように帝が言い放つ。

「護ご持じ大たい将しよう。道中、〈神凪姫〉の守護を命ずる」

「～～～。はっ」

　空也が頭こうべを垂れた。彼の身体からだを流れる武人の血が、主君の命に反応して葛かつ藤とうを押し流した模も様ようだ。

「わたしも行きましょう」

　ヤファルが申し出た。〈ふたりきりの道行き〉を邪じや魔まされた空也が、あからさまに不機嫌になる。

「わたしは少々、ヴァロス神の力が使えます。あなたとは別の方面で、聖女の役に立つことができるでしょう」

「御坊様、お味方をしてくださるのですか」

　沙綾が問うと、ヤファルは冷たいまなざしで応じた。

「あなたを好きだからでも、正しいと思うからでもありませんよ。未練がましい九曜がウザいからです」

　素直じゃないなぁ。

　その場にいただれもが思ったが、口に出さずにいたのは八洲人の思いやりだ。

「たれぞ、馬を持て！　〈神凪姫〉がお出ましになる！」

　空也の声が朗ろう々ろうと響くと、にわかに従者たちが慌あわただしく支し度たくをはじめた。
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　沙さ綾あやたち一行は、内だい裏りの正面門を抜ぬけ、〈東西大おお路じ〉と呼ばれる大通りを西へ駆かけ抜けていった。

　土つち埃ぼこりを蹴け立たてるのは、二頭の馬だ。沙綾は兄の馬に同乗し、ヤファルがもう一頭を操あやつっている。

「八洲こちらの馬は小さいですね」

　そんなことを言いながら、ヤファルが馬を軽々と乗りこなすことに沙綾は驚おどろいていた。

　八洲国やしまのくにでは、乗馬の心得があるのは武人くらいのものだ。僧そう──しかも高僧ならまず乗れないとみて間ま違ちがいない。

「乗馬、そして剣術は貴族──あなたがたでいう公きん達だちのたしなみですからね」

　なるほど。所変われば品変わる、である。




　西地区は京みやこの西のはずれにあたるが、馬を使えばあっという間だ。

　この辺あたりは家々が軒のきを寄せ合うように立ち並んでおり、人々も身を寄せ合うようにして暮らしていた。

　京には、碁ご盤ばんの目のように大小の路みちが走っている。〈東西大路〉と垂直に交まじわる最後の路、〈左さ極きよく大路〉との大おお辻つじに、なにやら人だかりができていた。

　邪じや衆しゆう討とう伐ばつのあとだからだろう。空気がいがらっぽく感じるほど、煙けむい。

　というよりも、人ひと垣がきの向こうから、抹まつ香こうの煙けむりがもくもくと立ちのぼっている。

「ボウズどもめ、香を焚たきすぎだ」

　ぼやいた空くう也やが見物人に道をあけさせ、人だかりの輪のなかに入った。

「馬ば鹿かめが」

　彼がまず言い放ったのが、その言葉だった。

　大辻の真ん中には即席の仮屋根が組まれ、僧院から運んできたと思われる大だい香こう炉ろが据すえつけられていた。

　どちらも、吉きち日じつの今日を選んで設置されたはずだ。

　大香炉の中には半分ほど灰が敷しき詰つめられており、赤く燃える炭が軽く灰をかぶるようにして埋うめられている。

　煙は、炭の上に投げ入れられた抹香から上がっていた。

　そのものものしさたるや、まるで黒こく牙が神しん討伐並みである。

「春の陽気で、揃そろいも揃っておかしくなったのか？」

　相手は小こ鬼おにだろうが、と馬を下おりながら空也が言う。

　空也の言う通りだと沙綾も思った。さすがにこれは、大げさすぎる。

　だれも渚なぎを諫いさめなかったのだろうか、と辺りを見回してみたが、上位の者がいないようだ。

「姫様、大たい将しよう閣かつ下か！」

　沙綾たちに気づいた渚が笑顔で駆け寄ってきた。

　やりすぎだとは、微み塵じんも思っていない表情である。

「あれえ、嵐らん公こうは？」

　沙綾の前で立ち止まると、キレ神が一緒でないことに、渚は不思議そうに目を丸くした。

「神域あちらなの」と沙綾が答えると、理由に興味はおぼえなかったらしく「そうですか」とうなずいた。

　それにしても、渚はここまで、どうやって戻って来たのだろうと、肩かた透すかしを食ったような気持ちで沙綾は思った。

　牛ぎつ車しやだったら、騎き馬ばだった自分たちが途中で追いついたはずだ。だったら馬で？

　そういえば渚は馬に乗れたのだったろうか。以前、乗馬姿を見たような記き憶おくがあるのだが、あれはニセ九く曜ようと相乗りだったか。

「やりました」

　手て応ごたえのこもる渚の口く調ちようで、沙綾は我われに返った。

「やった？」

　沙綾の心に不安が走る。

「やっぱり、全力で当たって正解だったんです。悪さをしていた小鬼、捕ほ縛ばくしました！」

　渚が振り向いて合図すると、浅あさ葱ぎ色いろの僧そう衣いを身にまとった青年僧が竹を編んだ鳥とり籠かごのようなものを運んできた。

「小こ丸まるちゃん……！」

　押しこめられていた小鬼に、沙綾は声をあげる。

　座りこんでぐったりとうなだれた小丸は、いつもより膚はだの色がくすんでいた。眠っているのか意識を失っているのか、まぶたを開けることさえしない。

「大丈夫なの、小丸ちゃん！」

「だめですよ姫様、籠を開けては。籠は封ふう呪じゆされてますからね」

　それは籠を巫み女この〈目〉で見ればわかる。

　どうして、と沙綾は混乱していた。

　先日、小丸たちは「言いがかりだ」と告げるために、わざわざ沙綾を訪れたのに。

　沙綾は欺だまされていたのだろうか。

　それとも、京の外に逃にげると言っていたのが、逃げ切れずに……？

「渚さんが急に姿を消したときには、どうしようと慌あわてましたが」

　萌もえ葱ぎ衣いの青年が、ほっとしたように歯を見せて笑った。

「この小鬼めが出現あらわれたのが、渚さんが消えた直後だったんです。少々手こずりましたが、なんとか抑おさえたところに渚さんが戻られて、籠に入れることができたんです」

「小鬼ごときに手こずるなど──いや、うむ」

　心のままに言葉を発しかけた空也が、我に返ってあいまいに濁にごす。

　だが、言いたいことはわかった。

　もっと力のあるヤツは一緒じゃなかったのか──だ。

「ねえ、渚。この討伐隊の責任者はあなた？」

「まさか、とんでもない」

　渚は恐きよう縮しゆくした様子で手を振った。

「責任者は、青せい衣い僧そうの実じつ勝しよう様が務つとめておいでです」

　青衣は、緑りよく衣いのひとつ上の階級だ。

「でも、実勝様は出しゆつ立たつの直前にとつぜん具合が悪くおなりで」

　横からべつの、緑衣の僧が口を挟はさんだ。

「本日の討伐ということですべての準備を進めてしまってましたので、そのままやむなくこちらに参まいりました」

「渚が責任者代理でか？」

　空也の問いも、渚はにこやかに否ひ定ていする。

「違いますよ。だれが偉えらいとかじゃなくて、みんなでやり遂とげたんです」

　渚の言葉に、僧たちが笑顔で応じる。

　破格の出世でも敵を作らなかったのは、こんなふうに彼に威い張ばったところがないからだろう。

　納なつ得とくする一方で、沙綾は驚いてもいた。

　これまで、渚にはだれも丁てい寧ねいな口などきかなかったのに……。

　下位の浅あさ葱ぎ衣いは当然としても、同位のなかでは先せん輩ぱいにあたる緑衣僧までが、敬うやまいととれる態度を見せている。
















「渚、あのね」

　声をかけながら、沙綾はふと渚が怖こわくなった。彼のこの笑顔の下にはどんな表情が隠かくれているのだろう。そう思ってしまったのだ。

「はい、なんでしょうか」

「小丸ちゃんのことだけれど」

「処分についてですか？　そうですね」

　渚は仮屋根を示してみせた。大香炉の真上から、鉤かぎのついた縄なわが下がっている。

「あの鉤に籠をかけて、しばらくお仕置きじゃないかなぁ。そのあとは、嵐嶺様には申しわけないですけれども……」

「滅めつしますか？」

　どこかひやりとした声で訊きいたのはヤファルだ。

「だって、そうしないと。こいつはここで悪さをしたのですから」

「証しよう拠こは？」

　たたみかけるヤファルに、緑衣の僧が割って入るようにして説明した。

「討伐の呪法には、対象となったモノしか引っかからないのです」

「それはつまり、術にかかった時点で罪を暴かれたのと同義、ということですか」

「はい」

「ねえ、渚。嵐嶺様が言って聞かせるとおっしゃってたでしょう？　だから手出しをしないでくれ、って」

　沙綾が言うと、渚が切なそうな顔をした。

「それは聞きましたけれど、こいつは、貧まずしい人たちから、さらに幸せをむしり取るような真ま似ねをしたんですよ……？　許してはダメだと思うんです」

　渚の言っていることは、正しい。

　正しいけれど、違うと言いたくなるのはなぜだろうか。

　モヤモヤを感じていると、渚は悲しそうな顔をしながらも籠を沙綾に差しだそうとする。

「でも──、姫様がそうおっしゃるのでしたら」

　しょんぼりとした声とあいまって、沙綾は自分のほうが悪者のように感じた。

「渚様……！」

「そんな、いけません」

　僧たちがこぞって止め、幾いく人にんかが敵意のこもった目を沙綾に向けてくる。

「渚、あるじの命令だぞ」

　空也に応こたえたのも、僧のひとりだった。

「もう違うでしょう」

　渚は自分たちの仲間で頭格りいだあだ、と彼らが思っているのが伝わってくる。

「こんな短期間で、ずいぶん結束したな」

　空也の感想を侮ぶ辱じよくと捉とらえたのか、僧たちの表情が反感をもったものに変わる。

　おかしな雲行きになってきた。沙綾がここで籠を取りあげたら、もめそうだ。

「では、こうしましょう」

　成り行きを見守っていたヤファルが、僧から籠をさりげなく奪うばった。

「これはわたしが預かります。あなたがたも、そこの悪あく魔まの酌しやく婦ふでは不安でしょうけれど、至し高こうの神・ヴァロス神の忠実な僕しもべであるこのヤファル・ヴァローシアならば、信じることができるはずですが？」

　紫の瞳ひとみに睥へい睨げいされると、さすがに僧たちも異を唱えることができなかった。不満そうな顔をしながら、目を伏ふせたりそらしたりする。

「いいんですか、ヤファル様。お国とは、悪魔の扱あつかいも勝手が違うと思いますけれど」

　渚が遠えん慮りよがちに言った。

「完かん膚ぷなきまでに滅さず、手心を加えればよいのでしょう？　まあ、なんとかなります」

　問題ないというようにうなずきながらヤファルが答えると、渚は意外そうに目を瞠みはる。

　あてがはずれた？

　直感的に沙綾は思った。そんなふうに感じたのは、目の前の渚が渚なのか九曜なのかわからず、穿うがった見方をしてしまうせいだ。

　そう──そうだった。

　渚を追ってきた本来の目的を沙綾は思い出す。

　場の注目がヤファルと渚のやりとりに集まっているのを幸いと、大香炉ににじり寄る。

　香炉前の台に置かれた抹香壺つぼから、香をひとつかみ握にぎってくると今度は渚ににじっていって、勇いさましいかけ声とともにそれを投げつけた。

「えいっ」
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「って、わぷぷ！　ひどいですよぅ。なにするんですか、姫様～～！」

　とっさに顔を庇かばって手をかざした渚が、情けない声で悲鳴をあげた。

　抹香のほとんどは渚の僧衣にかかり、顔や髪かみにもいくらか飛んでいた。

　が、彼の身体からだから白はく煙えんがあがったり、身み悶もだえして苦しむようなことはない。

　それを見て、ようやく自分の思い違いに気づいた沙綾は力が抜けて、地面に膝ひざをつく。

「～～～へぼん」

「いかがした、沙綾!?」

　がっかりでしょぼん、の略語を口にした妹に、空也が仰ぎよう天てんして抱かかえ起こそうとする。

「そうでした～～。九曜様は邪じや神しんでも邪衆でもないんですよね。いくら渚に取り憑ついていたとしても、悪あく霊りようと同じにはいかないのでした」

　それを聞いたヤファルのこめかみのあたりで、なにかの切れる音がしたのに沙綾は気づかなかった。

　ひたすら自分のお馬鹿さにしょげていると、わざわざ正面にしゃがんで顔をのぞきこんだヤファルが、思いの丈たけを吐はきだしてくれる。




「アンタ、どんだけバカなんですか」




　ごもっともすぎて、沙綾は反論できなかった。

　渚に無礼を働いたと血けつ相そうを変える僧たちのなか、抹香を衣から払ってもらっていた渚は、きょとんとして頰ほおを搔かいた。

「九曜様……？」

「しかも、最悪な知られかたときた」

　ヤファルが呆あきれたようにぼそりと毒を吐く。

「九曜様が見つかったのですか、姫様？　あのときの、ぼくを欺したニセ九曜様のことですよね？」

　渚に訊たずねられ、とぼけてやり過ごすことができなくなった。立ち上がった沙綾は、どう言えばいいものかと悩なやみながら口をひらく。

「あのかたは、いまだに行方ゆくえ知れずなのだけれど。本物の九曜様が黄よ泉みがえった──ようなの」

「ほんとうですか？」

　ぱっと渚の顔が輝かがやいた。その笑顔は、伝説の偉い大だいな呪言師が黄泉がえったと聞いて胸を躍おどらせる、幼おさな子ごのそれのようだ。

　渚らしい表情と反応である。けれどやはり、沙綾にはどこか信じられない。

「もう、芝しば居いはよろしいんですのよ、九曜様」

　小芝居もひっかけも思いつけず、沙綾は真っ向勝負で言った。ヤファルが頭痛を覚えたように顔をしかめたが、ほかに方法がない。

「ええと……姫様……？」

　渚は戸と惑まどっている。本気で、のように見える。

「渚おまえ、白びやつ光こう天てんの首飾りを割っただろう？」

　空也が横から口を挟むと、渚がたちまちしょぼくれる。

「すみません……」

「そのなかにな、九曜が入っていたそうだ。白光天の力と一緒にな」

「はあ」

　とほうもない話を聞かされ、どう返していいのかわからないといったふうだ。

　それでいて不安でもあるのか、僧衣のあちこちに触ふれてみている。

「白光天の首飾りのなかに九曜が入っていたと聞いただけで、自分の身体をたしかめているんですか？」

　咎とがめ立てるようなヤファルの声を聞いて、渚が眉まゆ尻じりを下げる。

「え……だって。首飾りの光は、ぼくのなかに入ったのでしょう？　九曜様が一緒だったというなら、九曜様も……？」

「自分でも、そんな感じがする？」

　沙綾が訊いてみると、渚があいまいにかぶりを振った。目が怯おびえている。

「九曜様が渚様のなかに入っているとしたら、どうなのですか？」

　不安が伝染したように、緑衣の僧が眉根を寄せて言った。横目で渚を見るその表情が、疑うようなものに変わる。

「九曜は、あなたを乗っ取るつもりなのだと推測しています」

「渚様をですか」

　守ろうとするように訊いた浅葱衣の僧に、ヤファルはうなずいた。

「ずいぶん前から彼を操っていたようでしてね、善行を施ほどこさせて神しん力りきをためさせたり」

　僧の幾人かに、合が点てんしたような色が走った。彼らも、渚の行動に疑問を感じたことがあったのかもしれない。

「あのう、あのうぼく──」

「というわけですので。渚から出ていってもらえませんか、九曜様」

　なにが「というわけ」なのかは自分でもわからなかったが、沙綾はうろたえている渚に向かって言った。

　渚も、その場にいたみなも面めん喰くらったが、沙綾は真剣だ。

「あなたがどのようなおつもりで黄泉がえられたのかはわかりませんけれど、もう時代が違うのです。嵐嶺様は脅きよう威いではありませんし、あなたとやり合うつもりもないようです」

「ええと。それ、ぼくに言ってますか姫様……？」

「あなたのなかの九曜様によ。九曜様～、聞いてらっしゃいます～？」

　渚は助けを求める視線を周囲に投げたが、どうしたらいいのかと僧たちも口を出しかねている。

　空也とヤファルははなから渚に応じるつもりはないらしく、成り行きを見守っていた。空也はとぼけた顔をして感情を読ませないが、ヤファルは九曜の出方を、獲え物ものを狙ねらう猛もう禽きんのようなまなざしで待ち構えている。

「九曜様」

　沙綾は目の前で自分と喋しやべっている相手を、九曜だと決めつけて呼びかけた。

　真実はわからない。九曜と渚が時と場合で入れ替わっているのかもしれないが、いまはどっちだろうと考えていては、なにも話せなくなる。

「九曜様、よろしいですか～？　申しあげますね～？」

　前置きをした沙綾は、大きく息を吸いこんでいった。




「骨こつ董とう品ひんはおとなしく、浄じよう土どと現うつつの狭はざ間まにでもすっこんでらっしゃいませ!!」




　渚が目を剝むいた。それから、なんとも言えない上うわ目め遣づかいで訊ねる。

「姫様……あのう……、それ、ぼくにどう答えろと？」

「まあっ」

　ちっともこたえた様子がなく、むしろ「こいつ大丈夫か」という表情をされて沙綾は指を打ち鳴らした。

「さすがに手て強ごわいわ。もっとむかつくことを申しあげないとだめなのね……！」

「姫様、ひーめーさーまっ」

　そういう問題ではないというように、渚が手をひらひらと振った。

　沙綾はそんな渚を遮さえぎるようなしぐさをする。

「待ってちょうだい、渚。申しあげることは、まだあるんだから。ええとねえ、『いまはもう、呪言師なんて流は行やりませんよ』でしょう。それから『殿との方がたの粘ねん着ちやく質しつっていやですよねえ』でしょう。それから──」

　指を立てながら挙げてゆくと、渚がその手を押さえた。

「わかりましたから、やめてください。怒らせてどうしようっていうんです？」

　渚の表情には、苛いら立だちが漂ただよっていた。

　沙綾の悪態にキレて──いや、功こうを奏そうして──九曜が現れたのだろうか。

「九曜様？」

　沙綾は声をかけたが、渚、あるいは九曜は答えなかった。

「つまり、姫様のおっしゃっているのはこういうことですよね」

　たしかめるように沙綾の目をのぞきこみながら、渚がつづける。

「ぼくは首飾りを割ってから変わりました。ぜんぜんできなかった術もできるようになって、憧あこがれだった昇しよう位いもした。けれどそれは、ぼくの頑がん張ばりなんて関係なくて、首飾りの光を吸いこんだからで、九曜様が取り憑いているからで」

「もともと、ふさわしいだけの器うつわがあったのよ。兄様も、儀ぎ丞じよう様たちも敬遠した首飾りを、あなたが提さげていられたのは、そのためだから」

「鈍にぶいからじゃなくてですか？」

　渚の声こわ音ねは、自分が陰かげで馬鹿にされていたことを知る者のそれだった。沙綾がそう感じたのに気づき、彼は苦くかすかな笑えみを浮かべる。

「ぼくが傷ついてないと思ってました？」

「そんなことは」

「ええ。姫様はいつもぼくを笑わなかったし、なぐさめてくれた。庇ってくれた。優しくしてくれて、感謝してます」

　ぺこり、頭を下げた渚は言葉を継つぐ。

「九曜様がぼくに取り憑いたのはどうしてですか？　黄泉がえるためには身体が必要だから？　このままではぼく、ぼくじゃなくなっちゃうんですか？」

「そうなのではないかと思ってるの。だから心配なの。嵐嶺様がいれば、もっと正確なことを言えるのだけれど」

　沙綾はそう答えたが、渚は嵐嶺の見立てなど欲していないようだった。

「ぼくは、九曜様の一部になるということですよね」

「たぶんだけれども」

「つまり、これまでのぼくがいなくなってしまうから、姫様は九曜様を追い出したいのでしょう？」

　そうだ、と沙綾はうなずいた。ほかに理由があるだろうか。

「九曜様が追い出されたら」と渚は自分の身体に触れた。

「ぼくはどうなるのでしょうか？　力も九曜様のものだから、なくなってしまう？」

「可能性はありますね」

　どうなのか判断がつかずにいた沙綾に代わり、ヤファルが答えた。

「いやです」

　渚が自分を守ろうとするように、自らの身体に手を回す。

「そんなのいやです！　ぼくはもう見習いには戻もどらない！　ドジじゃないんだ！」

「渚……」

　身を切るような叫さけび声に、胸が痛んだ。渚はずっと、自分のできなさ加減に傷ついてきた。彼にとっては、身体を乗っとろうとしている九曜の力も天の恵みなのだ。

「しかしおまえは、おまえじゃなくなるんだぞ？」

　空也が言うと、渚は反発のまなざしを向けた。

「それがなんだっていうんです？　見習いに戻るよりはマシです。だったらぼくは、九曜様にこの身を捧ささげます……！」

　身をよじるようにして言葉をぶつけた渚の表情が、ふいに変わった。

「だそうですが？」

　身体を起こし、満足げな笑みを浮かべて渚が言う。

　否いな、これは渚ではない、九曜だ──！
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　九曜が出現あらわれた。

　その表情には、渚が先ほど、ちらりと見せた苛立ちや、自信にあふれた若僧ぶりと通じるものがある。

　というよりも、それがさらに濃くなった雰ふん囲い気きといったほうが正しいだろうか。

　顔つきやなにかだけで、こうも変わって見えるのかと沙綾は驚いた。

　いま沙綾の目の前にいる少年は、渚の姿形をしているのに、渚ではない。

　絶対に。

　討伐隊の僧たちも、その変わりように絶句している。

「入れ替わったのですか……？」

　沙綾の問いに、九曜は笑みを浮かべた。

「こいつはなかなか使える男だったよ？」

「渚を演じていたわけですか」

　はぐらかすような九曜に、静かな声でヤファルが訊き直した。

　九曜は、ヤファルにもほほえみを向ける。

「アイシスとやらいう悪魔を、無事討うち取られてなにより。邪衆など、この世から抹まつ殺さつされて然しかるべきでしょう？」

「そう思いますが？」

　だからなんだ、と警けい戒かいするヤファルの口調を気にも留とめず、九曜はつづけた。

「危ないところでしたよ。あの者の討伐に時間がかかっていたら、京がどうなっていたことか」

「ああ、助すけ太だ刀ちに出ようかと気を揉もませてしまいましたか？　それは失礼」

　ヤファルの毒舌を、九曜はものともしなかった。

「残念ながら、そこまでの騒さわぎではなかったかな。まだあのときは、機も熟じゆくしていなかったし」

「つまり、今回首飾りが割れたのは、いろいろととのったからだと？」

　ヤファルの皮肉めいた問いを、九曜はさらりと流した。

「へえ、西方の人間は面おも白しろい捉え方をするものだな」

「どのあたりをもってして、そう言うのやら。あんたがたのほうがたいがいでしょう」

　互角に応じるヤファルに手応えを感じたのか、九曜が訊いた。

「なにが『たいがい』だと？　邪じや悪あくなモノとの共存が？　禍わざわいしかもたらさないモノなど、二度と甦よみがえれぬよう全力で完かん膚ぷなきまでに滅するべきだと言うのなら、同感ですよ」

「それでこの討伐も、全力で行うよう仕向けたわけですか」

「新しいでしょう？」

「あのぅ、『新しい』という強調は、もしかしてわたしの『骨董品』発言がけっこう効きいていたからとか……？」

　沙綾は訊いてみたが、無視された。

「しかし、勉強になった。馬鹿のフリをするというのは、かなり使える。知識としては持っていたけれど、今ひとつ踏ふみ切れずにいたのだが」

　今回成り行きで演じることになり、味をしめたとでも言いたげだった。

「世間は馬鹿に甘い。たしかに、あの皇み子こもだったものな」

　嵐嶺が先ほど欺され、手を緩ゆるめて逃がしたことを指しているらしい。

「ん～～～？」

　沙綾は眉根を寄せて首をかしげていたが、やがて決心して挙手した。

「はい」

　場違いな行動に、九曜が胡う散さん臭くさそうな目をして「なんだ？」と応じる代わりとする。

「いえあの、そんなことをわたしたちにバラしてしまっていいのかなぁ、と思いまして。わたしたち、内裏に戻ったらこれって拡かく散さんしちゃいますよ？　あらぁ」

　問いながら気づいて、声をあげる。

「まさか、わたしたちを内裏に戻さないつもりで──？」

　吞のん気きな沙綾とは裏腹に、「ひいっ」と叫んで、僧たちが後ずさる。

　九曜は彼らに憐あわれみの一いち瞥べつを投げた。

「逃げたいなら、逃げてよいぞ？」

「だから、逃がしたら拡散しますようってば」

　口元に手を当てて沙綾は繰り返した。イラっとしたのだろう。自身のこめかみがひくりと動くのを、九曜は無視してみせた。

「そいつらが拡散したところで、なにが変わるわけでもなし」

　声には、さっきの仲間扱いとは打ってかわった侮ぶ蔑べつがにじんでいた。

　侮あなどられた僧たちが反感のこもった目をし、沙綾も怒りを覚える。

　九曜はいま、彼らを「影えい響きよう力りよくなどない卑ひ小しような存在」と言い切ったのだ。

「変わりますよ」と沙綾はむきになって庇った。

「みなが言えば、あなたがいやな人だってこと、内裏の者たちは信じます」

「だったら、言ってみればよい。好きにせよ」

「ずいぶん自信がおありのようですが？」

　ヤファルが片眉をあげると、九曜は当然だと顎あごを軽く引いてから答えた。

「わたしは無む駄だな仕事はしない」

「ああ、先を見越した人選をして、討伐隊を組んだというわけですか。で、邪じや魔まな責任者にだけは退場していただいた」

「おお～」

　ヤファルの慧けい眼がんに感動した沙綾は拍はく手しゆする。

「九曜様の考えをお見通しということは、御お坊ぼう様さまも同じくらい性格が悪いんですねえ」

「こういうときに、味方を攻こう撃げきしますか!?　え？」

　ヤファルが逆上した。

　理性を手放してよいのなら、即そつ刻こくからくり武器で撃うち殺したいという顔をしている。

「三百年経たっても変わらないとはね」

　九曜が呆れた口ぶりを沙綾に向けた。

「血というのは恐おそろしいものだ。おまえ、直系でないにしろ、芙ふ蓉ようの血筋だろう？」

　そうだと沙綾は認めた。〈神凪姫かんなぎ〉は神の器である。生しよう涯がい独身を貫つらぬくのが決まりで、その後継者こうけいしやは代々、〈神凪姫〉の姉し妹まいの娘むすめなどから選ばれている。

　沙綾の先代、九代目の〈神凪姫〉も沙綾の伯お母ばだ。

「芙蓉もウザかった。おまえとはまた違ったウザさではあったが、影になり日向ひなたになり、よく邪魔をしてくれたよ。いっそ女であったのが惜おしいほどだ」

「男であれば、信しん奉ぽう者しやにでもなさいました？」

　厭いや味みをこめて訊ねると、九曜はわずかに目を瞠ってみせる。

「その表情、芙蓉の面おも影かげがあるな。ふむ。なるほど。だからか」

「貴様、なにをひとりで納得している？」

　あごに手を当ててひとりつぶやく九曜に、怪け訝げんそうに空也が訊く。

「いや、皇子が〈神凪姫〉を好いたのは、〈神凪姫〉に芙蓉を見たからだろうと感じたのでね」

「なんだと？」

「皇子は心から芙蓉を愛していた。叶かなわなかった思いを、こいつで果たしたいのかもしれん、と思っただけだ」

「貴様、沙綾が身代わりだと言いたいのか!?」

「いやぁ、そんな大それたことは～」

　激げき昂こうしかかる空也の出で端ばなをくじくように、沙綾は照れくさがってみせた。

「さっ沙綾!?」

「だって兄様。ものの書によれば、芙蓉様は美び姫きと名高いおかただったのですよ？　現代でいうと、梔くちなし姫ひめ様のような存在です。そのおかたの身代わりを、小丸ちゃんたちに『ぶちゃいく』『へちゃむくれ』と言われてしまうわたしが務めるなんて、ちょっと光栄です」

　てへっと頭を搔いた沙綾の肩を、空也がものすごいいきおいで摑つかむと揺ゆさぶる。

「なにを申すくわっっ。この世でいちばんかわゆらしく美しいのは芙蓉でも梔姫でもないっっ。沙綾そなただ～～～!!」

「いえ兄様、ちょっ」

　正直、兄にここで食いつかれると困る。

　いまの発言は本心ではない。

　九曜は人を躍らせるのが得意なのだろうという気がする。

　だから、いまの身代わりうんぬんの話ははったりではないかと考えたのだ。それで、わざと肩透かしを食らわせようと、あんなふうに答えてみただけなのである。

　っていま、こんな説明なんてしていられないし……！

　沙綾が困っている間に、空也は九曜に向き直ると顔に指を突きつけた。

「いまの発言は聞き捨てならん！　沙綾は身代わりではないぞ。芙蓉こそが身代わりである、謝罪せよ!!」

　むちゃくちゃなキレかたをした。

　逆上しているにしろ、沙綾より先に生まれ、沙綾より先に嵐嶺の恋人だった芙蓉が、なにをどうしたら沙綾の身代わりだという発想になるのか謎なぞだ。

「おまえもたいがいウザいな。消してやろうか」

　九曜の冷たいねめつけも、空也には効かなかった。

「ああ、消せ消せぃ！　沙綾の名めい誉よを守って死ぬのであれば、この空也、本望っっ!!」

　開き直ってみせるや、あぐらをかいてどっかと座り、ふんぞり返った。

　我わが兄ながら、タチが悪い……と沙綾は思う。

　なんにせよ、九曜は狙っていたであろう沙綾の嫉しつ妬とや動どう揺ようを引き出すことができなかった。

　これまでにそういう事態は皆かい無むだったのか、九曜の顔を苛立ちのようなものがよぎる。

「おまえも芙蓉も、皇子のなにがよいものやら」

「顔ですかね」と沙綾はすっとぼけてみせた。それから、九曜主導の話題を空の彼方かなたへかっ飛ばすために、話題を変えようと挙手する。

「それよりも九曜様。こんなときですけれどご質問が」

　九曜が黙もく殺さつしたが、それを読んでいた沙綾は勝手につづける。

「首飾りをはじめに提げてらしたニセ九曜様から、渚に乗り換えたのは、九曜様にとっての条件がよかったからですか？」

　これも無視されるかと思ったが、九曜はすんなり答えた。

「まさに天の配剤だったのでね。あの男も悪くはなかった。悪くはなかったが──、このドジ見習いほどの逸いつ材ざいではなかった」

「身体を乗っ取っておいて、ドジ見習い呼ばわりですか……！」

　それも、空也や帝が呼ぶときのような親しみはいっさいこもっていない。

　だが沙綾の非難など、九曜には微塵も響ひびいていないようだった。

「とても使い心地ごこちがよい。満足している」

　そう。九曜ははじめから、渚をただの器としてしか見ていない。

「渚は、自分が消えてもいいからと九曜様の力を切望したのですよ？」

　憤いきどおっても九曜には通じなかった。

「それも、わたしには都つ合ごうよく働いた。はじめの男より、融ゆう合ごうしやすい」

　その答えを聞いて、沙綾の背筋が冷たくなる。彼女たちは「まだ間に合うだろう」と考えていた。

　けれど渚を救うのは、すでに手て遅おくれなのだろうか──。

「贋者の行方はそれきり知れないといいますが？」

　ヤファルが訊く。九曜ならばその後を知っているだろうという含ふくみを持たせて。

「とっくに死んだろうよ」

「殺したのですか!?」

　沙綾が声を荒あららげても、応じる九曜は淡たん々たんとしている。

「わたしが？　いいや」

　だがほかのだれかが殺しただろう、と九曜は言外に言っていた。

「野の侍ざむらいか野や盗とうでも唆そそのかしたのですか？」

「さあ？　あるいは功こう名みよう心しんに燃えた僧とかね」

　はぐらかしているようで、根っこの部分では答えている。

　とにかく、九曜を騙かたった男に怒いかりを覚える者たちを焚きつけ、始末させたのだろう。

　呪言で操れば、わけないことだ。少なくとも九曜の実力をもってすれば。

「首飾りのなかで、あなたは起きていたのですね」

「皇子と違ってとでも言いたいのか？　そうでなくて、どうやって自分の望むものを手に入れられる？」

　唆したり、乗り換えたり。頃合いを見み計はからって首飾りが割れるよう仕向けたり。

「よかったぁ」

　胸を撫なで下ろした沙綾に、九曜が素すで、不ふ審しんそうに眉根を寄せる。

「なにがだ」

「いえ。嵐嶺様が首飾りを嫌きらってらしたでしょう？　そうでなければわたし、ずっと首飾りをつけたままだったはずで」

　嵐嶺とふたりきりのときの会話も九曜に聞こえていたのかと思うと、そうじゃなくてよかったと胸を撫で下ろしながらも変な汗が出てくる。

「────」

　九曜は目を剝いたが、なにか言いたかったらしい言葉は吞のみこんだ。

　おそらく、引っかかってばかりの沙綾との会話にイライラしているのだろう。

「九曜様には、あともうひとつご質問が。どうして、嵐嶺様の復活と時を同じくして黄泉がえられたのですか？」

「なぜだと思う？」

「そうですねぇ。もう一度、きちんと勝負をつけるためか、ご自分の活かつ躍やくする姿を印象づけて帝みかどに取り入るため？　残念ですけれど、後者でしたら当代の主上様には通じませんよ？　主上の気を引きたいのなら、英雄よりも感度のいい忠犬にならないと」

　とぼけた応じかたをしながら、沙綾は兄を見るまいとする。

　空也のほうは、しごく素直に首をひねっていた。

「うん？　雪王から犬が好きだと聞いたおぼえはないが──」

　その横でヤファルが、空也の鈍さに顔をしかめている。

「あと、腹黒などもオススメです。九曜様は、実は性格が悪そうですから、腹を割ってお見せになれば、けっこういい茶飲み友だちになるのでは……！」

「おまえの人を怒らせる言動は、もはや才能だな」

　九曜が呆れたように沙綾を評した。

　怒ど鳴なりださないまでも苛立ってはいたようで、逆ぎやく襲しゆうに転じる。

「昔話をしてやろう」

　ふいに、九曜が話しはじめた。

「わたしは、ドジ見習いと似た生おい立ちでね。みなしごで、拾われて呪言寮りようで暮らしていた。捨て子も親なしも珍めずらしくはないから、まあよくある話だ」

　呪言寮というのは当時の内裏に存在した、天の理ことわりを知り、占いや祈き禱とうで世を平安に導こうとした政まつりごとの部署のひとつである。

　寮では各地から集められた呪言師の才能を持つ少年たちが、日夜研けん鑽さんしていた。そういった見習い呪言師から優秀な者は宮きゆう廷てい付づきとなったり、有力者個人のお抱えとなったりしたのだ。

「わたしは人より少々勉強ができたおかげで、幼いころから仁じん賢けん帝ていに目をかけていただいた。もっとも、当時は主上もまだ主上ではなかったが」

　九曜の子ども時代の帝といえば、嵐嶺の祖父か父だろう。

　九曜は宮廷付き呪言師だった、と沙綾は記憶している。だがのちに嵐嶺から帝位を奪い仁賢帝となった叔お父じが目をかけていたというのは初耳だった。

「九曜様は、裏では仁賢帝の子こ飼がいだったと？」

　子飼い、といやな訊き方をしてみたが、九曜は動じもせずに認めてみせる。

「しまいには、どちらが飼い主だかわからなくなっていたがな」

「ですけど。九曜様はまだお若かったはずでは」

「野心に老ろう若にやくが関係するとでも？」

　九曜は冗じよう談だんを聞いたように肩をすくめて言う。

　つまり九曜には野心があったというのだ。そうなのかもしれない。若さと美び貌ぼう、呪言の才能とがあいまって、噂うわさが隣りん国ごくにまで聞こえていたのだから。

「黒牙神は叔父と従兄いとこに陥おとしいれられて死んだと聞いていますが」

　眉をひそめてヤファルが言った。

「いまのあなたの台詞せりふは、真に神を追いやったのは自分だという告白に聞こえますよ」

「聞こえるもなにも、そう言っている」

「！」

　沙綾が衝しよう撃げきを受けるのを、九曜は見み逃のがさなかった。

「人の欲というものは、醜みにくくタチの悪いものでね。ちょいと煽あおるとメラメラと燃える。道を作ってやれば、あとは面白いように炎ほのおが走るのだよ。勉強になった」

「勉強だと!?　貴様──」

　気け色しきばんだ空也を、九曜は優ゆう雅がに手で制してうそぶく。

「怒りも、しかり。一度は慕したったはずの叔父や従兄も、ああまで憎にくめるのだから面白い」

　揶や揄ゆするように口にしているのは、嵐領のことだ。

「知っているか、〈神凪姫〉。皇子は怨おん霊りようになる気まんまんで死んだのだよ。ガリ勉のくせに骨のある男で、刑死は免まぬがれないと悟さとったときに腹をくくった。必ず甦り、復ふく讐しゆうを果たそうと古書を読みあさって、自らの魂たましいを贄にえに術を施ほどこしたのだからたいしたものだ」

「それだけ、哀かなしみが深かったんです」

　沙綾は言った。さも面白おかしいことのように、話題にされるのが悔しい。

　だが九曜には、沙綾が憤っていることすら愉ゆ快かいなのだろう。口元を歪ゆがめるようにして笑うと、沙綾の言葉に同意してみせる。

「まあ、そうだろうな。だから、少しばかり背を押してやった」

「なんですって？」

「だから、教えてやったわけだよ。皇子が刃やいばの露つゆと消える直前にね、わたしが黒幕なのだ、って」

「っ！」

　さすがに、沙綾も息を吞んだ。

　無実の罪を着せられ、この世から追い立てられる瞬しゆん間かんに──。

「ひどい……」

　嵐嶺がどれほど無念だったか。どれほどの怨うらみを抱いだいたか。

「そんなのだれだって、だれだって怨霊になるじゃないですか……！」

　たまらず叫んだ沙綾に、九曜がうなずいた。

「そのための一押しだろう？　なってもらわなくては、困る」

「あんまりです。どうして嵐嶺様にそこまでの仕打ちをなさったのですか？　野心がおありで、天下を取りたかったのであれば、嵐嶺様につけばよかったではありませんか」

　九曜が唆そそのかさなければ、帝位はいずれ嵐嶺に返されたはずだ。

　だが、九曜はかぶりをふった。あっさりと。

「そんな。なんの充じゆう足そく感かんもない」

「充足感」と空也が顔をしかめると、九曜はわかりやすい言葉に換えた。

「簡単すぎてつまらぬ、と言ったんだ。人がおのれの手のひらで踊おどり、互いに滅ほろぼし合う。それくらいでないと、酒の肴さかなにもならんわ」

「つまり嵐嶺様に、個人的な怨みはなかったということですか？　あのかたはただ、世よ継つぎの皇子だっただけで」

　問いただした沙綾の声が震ふるえたが、九曜は気づかないかのように訂てい正せいする。

「『不運にも』、『滅ぼされれば大層な怨霊となって甦る素養を持った』世継ぎの皇子だっただけ、かな」

　一言ずつを区切って強調した九曜は沙綾の反応を見み遣やって肩をすくめた。

「けれど苦労したわりに、保もちは今ひとつだったのがなんとも」

「苦労？　保ち？」

　声を震わせた沙綾に、そうだと九曜がうなずいてみせる。

「相あい討うちとなり、眠りについて三百年。目が醒さめてみれば、あの皇子がキレ神様だ。猛たけり、暴れ、そこにいるだけで病やまいと禍をまき散らした最さい凶きようの黒牙神だったはずが」

　ふう、とため息をついて、九曜が横を向いた。

「皇子にも、皇子を許すこの時代にも失望だ」

　その言葉が終わるか終わらないかのうちに、沙綾は九曜の頰を平手打ちした！
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　居合わせた者が息を吞むような音を立てて、九曜の頰が鳴った。

　いきおいで顔を横に向けた九曜が目を瞠っている。

　沙綾は肩で息をしていた。必死になってこらえなければ、涙が噴ふきこぼれそうだった。

「出ていきなさい」

　まっすぐに九曜を見つめ、腕うでを伸ばし、洛らく外がいを指し示して言った。

　腸はらわたが煮にえくり返っている。目がくらむような怒りというのは、きっとこういうのを指すのだろう。

　九曜がどれほどの呪言師か知らない。けれどおのれの愉たのしみのためだけに世を乱し人を陥れ、哀しい最さい期ごを遂げさせたあげくに怨霊となった者をもてあそぶ権利などない。

「──っ」

　奥歯を嚙かみしめてこらえたが、だめだった。沙綾の両目から、とうとう涙がこぼれた。

　一度あふれると止まらず、まばたきもしないままに頰を濡ぬらす。

　九曜はゆっくりと顔を戻した。その彼にヤファルが冷静な声で問う。

「あなたの、このたびの復活の目的はなんです？」

「成り行きだ」

　予想外の答えに、ヤファルが目を丸くする。

「成り行き？」

「そう。皇子との戦いに備えて、我が身に復活の術を施しておいたのだからね」

「勝つつもりが、相討ちになった結果というわけですか」

　ヤファルの言葉を、九曜はこともなげに肯こう定ていした。

「怒って、ないのですか？」

　その淡々とした様子に、沙綾は思わず訊いた。

　九曜は質問の意味がわからなかったようで、やや眉をひそめた。

「なぜ怒らなければ？　わたしは用心していて、だからこそ助かったのだよ？」

「そうですけれど。三百年もかかったでしょう？　しかも、その身体は借りもので」

「ああ」

　ようやっと質問の意い図とが吞みこめた、というように、九曜が自分を見下ろした。

「少々の回り道くらい、気にしないがね。身体も、単なる容いれものだ。新調するのもまた、楽しいものだよ」

「つまりそれほど、この世は退たい屈くつだと？」

　嫌けん悪お感かんをこめたヤファルの問いに、九曜はにっこりと応じた。

「退屈だろう？　あんな皇子をこんな時代でもつついてみたくなるくらいに」

「引っかき回すつもりで、小鬼騒ぎをでっちあげたと？」

「あっけなく潰つぶされたがね。あなたは、少しは話がわかりそうだ」

「おまえら超ド級に病やんでるな！」

　空也が言った。ひとくくりにされたヤファルが、射い殺ころしそうな目でにらむ。

「まあ、おまえのような単たん細さい胞ぼうにはそうだろうよ」

「ふんっ!?　単細胞だとぅ!?」

　抜ばつ刀とうしかかる空也をヤファルが冷静に抑えた。九曜はそんな空也には目もくれず、頰を濡らす沙綾に、興味深げな目を向ける。

「しかし、血筋が同じだと、反応も変わらないものだ」

　そうでしょうとも、と沙綾は思った。芙蓉だって、九曜からこれと同じような告白を受ければ、怒りを燃やして当然だ。

　彼を平手打ちしようと、拳こぶしで殴なぐりつけようと、違和感はない。

　嫉妬も感じない。

　芙蓉は嵐嶺を愛していたのだ。彼のために憤り、彼を想って泣いただろう。

　そして守ることのできなかった自分の無力を責めたはずだ。

　沙綾も自分を責めていた。ここまでのことを明かされているのに、叩いてやることくらいしかできないのだから。

〈神凪姫〉には、呪言師のような力はない。術で九曜を追い出すこともできないのだ。

「さて。十代目の〈神凪姫〉。きみは、この始末をどうやってつける？　初代の芙蓉は賢さかしかったからね、それはうまく立ち回って橘きつ宝ぽう帝ていを味方にしたが」

　橘宝帝は嵐嶺のもうひとりの叔父で、京をここに移した帝だ。怨霊と化した嵐嶺を鎮しずめるために神格を贈おくり、彼を芙蓉のなかに封じる命を出した人物でもある。

「まったく、芙蓉もたいした女だったよ。その身を差しだして、自分を贄に、皇子を封じることを提案して橘宝帝に認めさせるなんて」

「え。嵐嶺様は滅することができないほど強力だったから、封じたのでは？」

　沙綾が訊き返すと、その疑問ももっともだというように九曜が答えた。

「史書ではそうなっているが、あれは噓うそだ。まあ史書など、都合の悪いことなど書かない、そんなものだろうがね。秘録にしても、似たり寄ったりだ」

　肝かん心じんなことは書いていない、という口ぶりに沙綾はあっと思った。

　渚がときどき秘録を盗ぬすみ読んでいたのは、九曜の要望だったのかもしれない。

　その九曜は、沙綾の答えを待っている。

　沙綾は手の甲で涙を拭ぬぐった。

「わたし、あなたを追い払いたいです」

「追い払う、ではなくて？」

　九曜が揶揄した。

「無力なのは承知ですから」

　書物で伝えられる芙蓉のように頭もよくないし、立ち回るだけの時間もない。

「そなたは無力などではないぞ、沙綾。この兄が、そなたの手となり足となる」

　静かに、力のこもった声で空也が言った。

「ええ。足りないぶんを周りの優秀な逸材から補おぎなえるのも、言ってみれば才能でしょう」

　ヤファルがそっけなさを装よそおった口調で、言葉を足す。

　討伐隊の僧たちも動いた。九曜の側を離れ、沙綾を中心に、守るように背後につく。

　九曜はそれでも、別段慌てるでもなかった。この場をうまく切り抜け、かつ、周囲をも取り繕つくろいきる自信があるのだろう。

「これは一ひと嵐あらしくる……のかな」

　余裕で九曜が笑ってみせる。




　どおん──！




　応じるような落らく雷らいがあった。

　空が暗転して風が四方に吹き抜け、肩にまとった羽は衣ごろもをなびかせて──。

　黒牙神嵐嶺が、ふわり。

　舞まい降りた。










[image: ]










　沙さ綾あやは自分を九く曜ようから庇かばうような位置に降り立った嵐らん嶺りようを見上げた。

「嵐嶺様。出てきてはだめです……！」

　隠かくれて見ている約束だったと訴うつたえる沙綾の目め尻じりから、振り向いた嵐嶺は指で涙なみだをすくい取った。

「馬ば鹿かめが」

　苦笑するようでいて優しい声だった。見み下おろした彼は言う。

「おまえが泣かんでいい」

「無理です。だって悔くやしくて悲しくて、嵐領様がおいたわしいですから」

「馬鹿めが」

　主張を曲げない沙綾に、嵐嶺は繰くり返す。まなざしに愛情をこめておいて、ヤファルに手を差しのべる。

　異国の高こう僧そうが籠かごを渡すと、嵐嶺は籠に手をかざした。

　黒こく牙が神しんの邪じや気きに抗あらがうように籠が光を瞬またたかせた。が、ぐずり……と籠の形が崩くずれて小こ丸まるが自由になる。

「起きろ、邪じや鬼き」

　声をかけ、ふうっと息を送ると小丸が目を開けた。

「嵐嶺様……！　助けにきてくだしゃったか！」

「阿あ房ほうめ。逃にげたくせに捕つかまったのか」

「そんなシドいことを言わないでくだっしゃれ！　われらは九曜めに欺だまされたのじゃ。そいで、小丸は赤あか丸まると緑みどり丸まるを逃がそうとしたのじゃ」

　仲間を庇って逃げ遅おくれた小丸の声がうるむ。

「この場所に連れてこられて、術で封ふうじられていたのじゃ。かと思うといきなり解封されて、目の前には滅めつする気まんまんの僧そうどもがいて。危あやうく死ぬところじゃった。殺されそうになったのじゃ。心細かったのじゃ……！」

「悪かった。我われのせいで、痛い目に遭あわせた」

「平気じゃ……！　嬉うれしいよう」

　ひしとしがみついた小こ鬼おにを、嵐嶺はそのまま肩かたにとまらせた。尖とがった爪つめを衣い装しように食いこませる小丸の背を撫なでてやり、それから九曜に向き直る。

「嵐あらしを所しよ望もうとのことだからな。来てやったぞ」

「これは。久しぶりですね、皇み子こ。すっかりヒトくさくおなりのようで」

「おまえと最後にまみえたときは、前後の見み境さかいもつかない暴れ神だったからな。その節せつは世話になった」

「あなたがわたしの思おも惑わく通りに、ご立派な怨おん霊りようになられたときには胸が躍おどりましたよ。仁じん賢けんや劉りゆう徳とく、京みやこを滅ほろぼした手並みは、ほれぼれするほど鮮あざやかでした」

　感じ入ったようにうなずく九曜に嵐嶺が一いつ瞬しゆん、吞のまれたように黙だまりこんだ。

　それから、苦いものを吐はき出すように言う。

「そうやって、貴様はずっと我を嘲わ笑らっていたわけか」

「嘲わ笑らう？　とんでもない」

　九曜は否ひ定ていしたが、その口く調ちようがすでに言葉を裏切っている。

「嵐嶺様。もうすこし神域あちらでお待ちになっていてくださいな。わたし、頑がん張ばって九曜様を追い払ってみますので」

　嵐嶺の怒いかりが神のなかの均きん衡こうを崩すのではないかと恐こわくて、沙綾はそう促うながした。

　嵐嶺が、肩ごしに沙綾を振り返った。

「おまえの気持ちは嬉しいがな。これ以上見ているわけにもいかん」

「ですけれど」

　沙綾は嵐嶺を止めようと、衣装の袖そでを摑つかんだ。けれど。

　嵐嶺がその手から袖を引き抜ぬいてしまう。

「ああ、なるほど」

　九曜がふと手を打った。

「先ほどから、皇子はずいぶん冷静なのだなと感心しておりましたが、そうではないのですね。必死でご自分を抑おさえておいでなのか」

　合が点てんがいったという芝しば居いだった。とっくに見通していたくせをして、わざと挙げて怒りを誘さそっている。

「面倒くさ」

　沙綾は大きめの声でぼそりとつぶやいた。そうしておいて、九曜に言う。

「あ、九曜様はもう帰ってくださっていいですよ？　いまは復ふく讐しゆうとか流は行やらない、平安の時代なので～」

　ことさら「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」という雰ふん囲い気きを醸かもしだそうとする。

　台詞せりふは九曜に向けたものだけれど、嵐嶺の毒気を抜く目的だった。九曜は言葉巧たくみに嵐嶺を煽あおろうとしている。

　ならば沙綾は、呆あきれさせてでも嵐嶺を引き戻もどさなければ──！

　綱引きのような気持ちだった。事実、そうなのだろうと思う。

　しかし効果は薄うすかった。沙綾の焦あせりは九曜に見み透すかされている。

「皇子を男にしてさしあげなさい、〈神凪姫かんなぎ〉。それともあなたは、皇子がいつまでも女の裳も裾すそに隠れているような女め々めしい赤ちゃんのほうがいいのですかね？」

「怒どつ癇かん点てん満まん載さいの台詞ですね……！」

　沙綾はどうにか応おう酬しゆうした。ちなみに怒癇点というのは彼女の造語で「激げき怒どのツボを押さえている」という意味で使っている。

「よしなさいよ、お嬢じようちゃん」

　九曜があしらうように手を振った。

「あなたの人を苛いらつかせる才能はたいしたものだけれどもね、わたしがそれによって崩れるということはないから。どちらかというと、自分の首を絞しめる結果になるんじゃないかな。わたしも人の子なのでね、腹がたてば少々短絡的にもなるのだよ？」




　ぼう　ぼう　ぼう




　九曜の周りで、人ひと魂だまのような焰ほむらが生まれた。

　薄うす翅ば蜻かげ蛉ろうの羽の色をしたそれが、彼の手の一振りで沙綾に飛んでくる！

「！」

　沙綾ははっとしたが、動けなかった。長年の瀕ひん死し生活で、身体からだがとっさに反応しない。




　疾シッ




　嵐嶺が焰を散らそうとしたが、遅おそかった。焰はまともに嵐嶺にぶつかり、火の粉このように砕くだけ散る。

　そのひとつが沙綾の腕うでをかすめた。鈍にぶい痛みに、沙綾は思わずうめき声をあげる。

「あっ」

　しまったと思ったが、出てしまった言葉は消せない。

　衣装を焦こがし、傷をくすぶらせた嵐嶺がカッと九曜を見る。

　同時に沙綾は、耳の奥に地鳴りのようなものを聞き、髪かみの生はえ際ぎわに痛みを覚える。

　嵐嶺の怒りが邪気を増し、それに引きずられたのだ。

「九曜様。どうして嵐嶺様を煽るのですか。ほうっておいてはくださいませんか。嵐嶺様は、もう黒牙神ではないのですから」

　祟たたらない。そう決めた神に怒りを呼び戻そうとする理由が、沙綾にはわからない。

「もしかして、嵐嶺様の幸せが妬ねたましいとか？？？　あっすみません。いまのは決して、あなたを苛つかせるつもりでは……！」

　本気でうっかり、口が滑すべった。

　また攻撃を受けるのではないかと危あやぶんだが、九曜はなぜか笑いだす。

「他ひ人との幸せなどに、興味はない」

　沙綾は怪け訝げんそうな顔をしたのだろう。九曜が理解を得られなくて当然だろうね、というように首を振りながらつづけた。

「わたしがほしいのは、つねに嵐なんだよ。逆さか巻まく風と叩たたきつける雨。あふれた川になすすべもなく流される人々を見ていると『生きている』という気がするだろう？」

「しませんよ、根性悪」

　にべもなく沙綾は言った。

「生きているっていうのは、美しいものを見て美お味いしいものを食べ、愛する人に寄り添そう。そういうときに実感するものです」

「それはきみの意見だ。わたしのではなくてね」

　九曜は意に介さない。

「うへぇ。貴様、真っ剣にタチが悪いな」

　空くう也やが力をこめて言ってから、案じるようでいて興味深そうな顔をした。

「もしかして、ヘソが曲がってついてるんじゃないのか？」

「曲がりすぎていて、一見わからないと思いますよ」

　兄に便びん乗じようして、沙綾は毒舌を炸さく裂れつさせた。

　九曜のヘソは腹を一周して、もとの位置に収まっているに違ちがいない。それだと見た目には響ひびかないが、内実はねじけている……という意味だ。

「当たっているんじゃないかな」

　ひとごとのように九曜は認め、嵐嶺を見み遣やる。

「三百年ぶりのお楽しみなんでね、わたしも少々逸はやってきた。だから訊きいていいかな、皇子。今回はあなたからなにを奪うばえば、凶きよう悪あくな黒牙神となって暴れてくれるんだい、と」

「いけません嵐嶺様！」

「そうだね、暴れたら戻れなくなるだろう？」

　嵐嶺の身じろぎを捉とらえた沙綾が制すと、九曜が同調してみせながら、真逆のことをも口にする。

「この〈神凪姫〉をぼろぼろに壊こわしてやるのが、いちばん手っ取り早いんだろうね」

「やってみろ」

　嵐嶺の声が地じ獄ごくからのもののように低くなった。

　神のまとう気が、沈しずみこむように重くなる。

「嵐嶺様」

　沙綾は声をかけた。挑ちよう発はつに乗ったらおしまいだ。

　九曜のほうは沙綾の焦りも面おも白しろがり、軽く肩などすくめて訊く。

「やるのはいいけれど、〈神凪姫〉を守れるのですかね皇子」

「守れなくとも守る」

「ほほう、なるほど。意気ごみはわかりましたが、でもどうやって？　あなたが力をふるえば、確実に〈神凪姫〉は苦しみますよ？　それも、ひどく」

「っ！」

「嵐嶺様、わたしは平気です。平気ですけれども……！」

　黒い神に傾いてほしくはない。

「っていうより。これってなんだか、あべこべですよねえ？　この図式ってまるで、九曜様が超悪役で、嵐嶺様のほうが正義の味方みたいじゃありません？」

　必死の思いで沙綾はとぼけてみた。が、ふだんのようなキレがない。

「ところで〈神凪姫〉、わたしを追い払う方法は見つかりましたか？」

　九曜が訊いてくる。答えをわかったうえでだ。

「早はようやってしまうのじゃ、嵐領様」

　小丸がしがみついている嵐嶺の衣装を揺ゆさぶった。九曜に憎にく々にくしげな目を向ける。

　いっぽうの九曜は、目が期待に輝かがやいていた。才能ある呪じゆ言ごん師しの仮面を捨てたからだろう、あからさまに。

「生きてるってカンジだな」

　嵐嶺が言った。

　感情を押し殺したような声に、九曜が破顔して応じる。

「ええ、まさにね」

「死ね」

　吐き捨てた嵐嶺の両目が燃えるように紅あかく染まる。

「貴様に生きる価値はない。これ以上、世をかき乱しだれかを傷つける権利もな」

「ええ？　文もん句くなら、この平安すぎる世に言ってくださいよ」

「愚おろか者ものめが！　その平安のために、人がどれほど努力しているのかなぜわからん！」

「さあ？」

　九曜が首をかしげて応じたとたん、彼を撲うつように稲いな妻づまが落ちた。

　辺あたりに、土の焦げた臭においが漂ただよう。

　九曜は無事だった。脅おどしだとわかっていたのか、いる場所から一歩も動いていない。

「おまえにはめられたときよりもな、いまのほうがおまえが憎いかもしれん」

　嵐嶺の怒りに引きずられて、空に暗雲が集まりはじめていた。

「嵐嶺様」

　呼びかけたが、嵐嶺はもう沙綾を振り向かない。

「おまえを滅す」

　宣言した嵐嶺の髪を結ゆい上げている紐ひもがぷつりと切れた。

　色を深めた紅い髪が、肩から滝たきのようにあふれる。

　まとっている邪気が、はっきりと濃くなった。その波動に惹ひかれたのか、けたたましい鳴き声が響いたかと思うと、集まってきた黒鳥が空を埋うめ尽くした。

　ギャアギャア、ギャアギャア、と不吉に鳴きわめくその鳥は烏からすに似ていたが、烏ではないようだった。

　嘴くちばしは烏よりも長くするどく、尾が金きん鶏けいのように垂たれ下がっている。




　ふうわり、ふうわり




　ひしめきあう鳥たちのなかから、羽は衣ごろもをまとった神──黒牙神たちが降りてくる。

　彼らは嵐嶺の眷けん属ぞくに当たるのか。それとも面白いことがはじまると見物に来たのか。

「らンこう、手を貸しテやろうか？」

　やってきた黒牙神の一体が言う。ニセ九曜が現れたときにも姿を見せた、狐きつね顔がおの八洲やしまの古い地じ神がみ様だ。

「それには及ばん」

「サようカ。なれば、とくと見物シょうぞ」

「かまわんが、楽しめるほどの時間はかからんぞ」

　嵐嶺が口の端はしを歪ゆがめるようにして笑う。

「ふむウ」と狐顔の黒牙神は鼻を鳴らすような声をもらす。感心しているのか面白がっているのかわからない声をあげておいて、九曜に言った。

「そうそう、こワっぱ。礼を申ス。あの呪言師は美味でアった」

　沙綾は二の腕が粟あわ立だつのを感じた。

　ニセ九曜のことだ。九曜は、この地神様をそそのかしたのだ。

　あのとき、地神様はニセ九曜と遊びたがっていた。だから九曜は、彼を見限って渚に乗り換えると決めたあとで差しだしたにちがいない。




　ニセ九曜が用なしになったから。

　余計なことを喋しやべられると、やっかいだから。




「黒牙神の我にすら思いつけんほど下げ衆すだな、貴様」

　嵐嶺が鼻筋にしわを寄せた。

　額ひたいに、紅い花し神る字しがくっきりと浮かぶ。

　黒牙神はそして、仇きゆう敵てきの名を初めて口にした。

「こい、九曜」
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　嵐領の仮体から、冷たい邪気が立ちのぼった。

　怒気のこもった短たん呪じゆが、するどく発される。




　疾ッ！




　放たれた力が蛇へびのように地を走った。

　力の通った道をなぞるように土柱があがる。

　力は九曜に叩きつけられたかに見えた。──が。

　辺りに立ちこめた埃ほこりが風に払われると、そこには変わらぬ様子で九曜がたたずんでいた。

「やはり、あなたは甘いな。皇子」

　九曜がたしなめるような調子で言って、首を振る。

「そこでどうして、雷かみなりを撃うたない？　ああ、そうか。わたしの身体を気き遣づかっているのか」

　渚なぎを傷つけぬための配はい慮りよを、わざとそんなふうに言って九曜が反はん撃げきに転じる。

「震しん槌つい天てん！」

　見えない巨おお槌づちが振り下ろされたかのように、ずん……！　と嵐嶺の立っている地点を中心に、衝しよう撃げきが放射状に走った。

「……っ」

　嵐嶺が防ふせぐために神しん力りきを使い、沙綾は苦痛をこらえた。

　震槌天の衝撃波は強力だった。伝わる先々で、粗そ末まつな作りの家が軋きしみ、折りかさなるように倒たおれてゆく。

「ちぃ」

　九曜は舌打ちした。術の出来がいまひとつだったようだ。

　すぐさま、次の呪言を繰り出す。

「炎えん夏か天てん！」

　嵐嶺に火の玉が襲おそいかかった。

　かわしきれないと判断した嵐嶺が、沙綾を抱かかえて宙へ跳とぶ。

　僧たちが蟻ありのようにちりぢりに逃げ、ヤファルは空也の襟えり首くびを摑んで引き倒す。




「氷盾！　エ・ヴァイ・ヴァロス！」




　ヴァロス神の力で、氷でできた大きな盾たてを出現させた。

　氷の盾は火の玉に触ふれたとたん、水蒸気を噴ふき上げて霧む散さんする。

「この身体で術を使うなら、やはり炎夏天がなじむんだな」

　空にいる沙綾たちに向かって九曜が言う。

　渚が信しん仰こうしていたからだ、と沙綾は感じた。けれどそれは強さへの憧あこがれからで、こんなふうにだれかに刃やいばを向けるためではなかったのに。

　だけど、と沙綾はさらに思う。

　渚はこれでいいと思っているのだろうか。九曜が褒ほめてくれた、少しは信仰が役に立ったと喜ぶのだろうか。

「渚！」

　たまらなくなって沙綾は叫んだ。

「渚起きて！　九曜様を追い出して！」

「無理ですよう姫様」と九曜が下がり眉まゆになり、作り声で応じた。

「だってぼく……、このまま九曜様になるんです！」

　薄ら寒い笑顔の奥に、九曜の悪意がある。だめだ、と沙綾は思った。

　こんなふうに呼びかければ、九曜はそれを利用してくる。渚の身体だけではなく、心までもを──都合よく。

「もう一回、叩いてやればよかった」と沙綾は怒りを腹のなかに吞みこんだ。

　嵐嶺が、地上の九曜に向かって吼ほえる。

「散れ！」

　突風が九曜を襲った。けれど仕留めることはかなわず、はねつけられた風が大おお辻つじを四方に駆かけ抜けてゆく。

「嵐嶺様、場所を変えてください！」

　沙綾は辺りを気にして訴えた。

　大辻はそれなりの広さがあるが、その向こうには家々が立ち並んでいる。

　家々には被害が出はじめていた。

　だが、それが九曜の狙ねらいなのかもしれない。

　九曜が呪言を宙に放った。炎夏天の火の玉が、嵐嶺と沙綾を取り囲む。

　ふたりを焦しよう点てんとして、空を滑るように押し寄せた。




　失せろ！




　嵐嶺の一いつ喝かつで火の玉が砕け散り、──火の粉となって町に降りそそいだ。

　神力の火だ。小さくても威い力りよくがあり、あちこちで火の手があがる。

　空の上からでも悲鳴が聞こえ、家から転がり出てくる人々が見える。

「大変だ、消火を」

　取り乱して口走る討とう伐ばつ隊たいの僧にヤファルが命じた。

「誘ゆう導どうしなさい、優先すべきは命です！」

「手分けをするぞ！」

　緑りよく衣いの僧が仕切り、討伐隊の僧たちは四手に分かれた。声をはりあげ、腕を大きく振って大辻から人々を遠ざける。

　その間にも、火の玉の追撃がきた。嵐嶺が払うと火の玉はふたたび砕け散って地上にそそぐ。

　大路に出てきた人々が空を見上げ、紅い髪の邪じや神しんに息を吞んだ。

　恐きよう怖ふに顔を歪めた彼らの思いが伝わるようである。

『黒牙神が暴れている──』

　事情を承知で、はじめからすべてを見ていたのでない限り、そう思うはずだ。

　人々はまた、否、この時代でも嵐嶺を恐れるようになるだろう。

　かといって、嵐嶺が九曜の攻撃を避よけないわけにもいかない。

「嵐嶺様、あやつを洛らく外がいまで連れ去りゃれ。このままではらちが明かぬわ」

　小丸が焦じれたように言った。京には結界が張られている。それが黒牙神である嵐嶺の力を減じているのはたしかだ。

　同じように感じていたのか、嵐嶺の目が紅く点ともり、宙に闇やみ色いろの巨おおきな手が現れた。

　神の使し役えき鬼おにのものだ。

　地上の九曜をすくいあげてさらおうとするが──、黒い指が九曜に触れるや白い光が呪言師の全身からはじけて、闇色の手がずたずたに切り裂さかれる。

　魂たま切ぎるような鬼の咆ほう哮こうがあがり、手が消える。

　黒牙神の神力と白はく羅ら神しんの神力が反発し合って、低い衝撃波が起こった。

　大辻に近い家々が、砂で作られていたかのように、ぐずず……と崩れ落ちた。

　辺りは壊かい滅めつ状態だった。

　逃げ惑まどう人々。どうかだれも亡なくなったりしませんように、怪け我がなどしませんようにと沙綾は祈る。

　と。

　九曜が宙にあがってきた。まとうのは白い光だ。

　紅い目をし、紅い髪を振り乱した嵐嶺に、いまから行くぞとばかりに指をさすと、白い光がつづけざまに繰り出された。

　応戦しようと、嵐嶺が神力を使う。生皮を剝はがれるような痛みに襲われた沙綾は嵐嶺の腕に爪を立てた。

　嵐嶺の力が削そがれる。

　白い光を避けきれず、嵐嶺が肩を貫つらぬかれた！

　白羅神の力を感じ、沙綾は正気づいた。

　だが、嵐嶺の身体はぐらりとかしぐ。沙綾を落としそうになりながらも、どうにかこらえて地上へ降りた。

　沙綾を転がすように放りだすと、自身も膝ひざをつく。

　まるで呼い吸きをしているように荒く肩を上下させた嵐嶺は九曜を見上げた。

　上空の九曜はかぶりを振っている。思ったほどの手て応ごたえがないとでも言うように。

「その程度、嵐ではなくつむじ風ですよ」

　がっかりだと言った九曜は、片手をあげた。

　その手のひらに火の玉が生まれる。

　炎夏天の力を宿した火の玉だ。それがどんどんふくらんで──、一抱えほどになった瞬間、九曜が嵐嶺の視線を捉える。




　邪じや滅めつの業ごう火かよ、我が手より下りて裁きを与えよ──！




「渚！」

　地面に手をついたまま沙綾は絶ぜつ叫きようした。

「やめて、渚！　炎夏天を使ってはだめ……！」

　腹の底から力を振り絞しぼった。これまで出したことのない大声に、声が裏返ってかすれ、のどが痛む。

「ですけど姫様。ぼくは、ぼくは──九曜様なんです！」

　切なそうに渚が応じ、火の玉を放つ。

　みるみる迫せまる火の玉に「沙綾！」と空也が叫んだ。駆け寄ろうとするのを、ヤファルが渾こん身しんの力で止める。

「無理です！」

　嵐嶺は目を瞠ったが、直前に喰くらった白光天の力が残っているのか、盾となる邪気を整えきれない。

　だめだ、と沙綾は直感した。

　そこから先は、ほぼ無意識だった。地を蹴けるように立ち上がると、嵐嶺を庇うように火の玉に立ちはだかる。

　はっと、嵐嶺の熾おき火びのように紅い目が揺れた。

〈神凪姫〉、と口が動き、跳はね起きた神が腕を振って沙綾を横に大きく突きのける。

　宙を飛んだ沙綾は地面に叩きつけられた。

　空也がその上に覆おおいかぶさり、ヤファルが氷の盾を術力で生みだす。

　沙綾はもがいて身を起こした。嵐嶺様は!?

　火の玉が──にらみ据すえる嵐嶺を──。




　それた。




　最後の最後で大きく曲がり、近くにあった大だい香こう炉ろを直ちよく撃げきする！

「なにっ!?」

　九曜が目を疑った。おのれの手のひらを愕がく然ぜんと見つめる。

　大香炉は粉々に砕け散った。輝きを放ったなにかが空也のほうへ飛び、一いつ拍ぱく遅れて、香炉を満たしていた灰と砂がどっとなだれた。

　突風に巻き上がる。

「わぷぅ！」

　沙綾たちは顔を庇い、目に砂が入って声をあげた空也が激しく咳せきこんだ。さらにひどいことになって悶もだえているようだ。

　火ひの見み櫓やぐらよりも高く立ちのぼった灰と砂は、風にさらわれて消えた。

「げふっ」

　空也が咳せきをすると口から白はく煙えんがあがる。こんなときにナンだが、喜劇の演だしもののようだ……と沙綾は思った。

　むろん、それを口に出さないだけの弁わきまえはある。

　そうこうしているうちに、九曜が降りてきた。

　技わざをしくじったというのに、面白がる表情だ。

「なかなかの番ばん狂くるわせだ」

「小こ童わつぱか」

　立ち上がった嵐嶺の問いに、九曜はほほえみで肯こう定ていする。

　沙綾は涙があふれそうになった。

　渚は彼のまま、九曜のなかにいる。

　まだ、間に合うかもしれない──！

「〈神凪姫〉」と嵐嶺が沙綾を振り向いた。

　その目に宿る怒りは、幾いく分ぶん薄らいでいる。

「嵐嶺様」と呼ぶと、たしかなうなずきが返った。沙綾の胸が熱くなる。

　彼もまだ、彼のままでいる。

　駆け寄ろうとする沙綾を嵐嶺はしぐさで止め、九曜には洛外を示すそぶりをした。

「八洲を出ていけ」

　静かなのに、突き放すような声だった。

「その小童を諦あきらめて、どこへなりとも行け。争いがほしいならば、華か丹たんがいい。あの国はいま乱れている。好きなだけほしいままに、おまえの好きな欲望を操あやつれる」

「は？　華丹？」

　九曜が訊き返した。この楽しい遊びを放りだして？　という表情で。

「おまえはきっと、生まれてくる場所と時を間違えたんだろう。ふさわしい居場所を探せ。この京にも八洲にも、おまえの居場所はないと気づけ」

「────」

　九曜が言葉を失った。おそらく初めてのことだろう。

「わたしには、邪神を滅する使命があるんですが？」

「ならば、その使命を外とつ国くにで果たせばいいだろう。おまえのやり方は、八洲には合わない。──いつからだろうな」

　憐あわれむような口調になった。白い神とも黒い神とも共に生きる。

　その気持ちを失った者が八洲で生きてゆくことはできない。

　絶句している九曜に、嵐嶺は訊いた。

「おまえは、この国の、この京の美しさを知っているか？　花の春、夏の宵よい、彩いろどりの秋、どこまでも青い冬空。どんな小さな神にも祈りを捧ささげ、辻々の黒い祠ほこらにも礼を尽くす。細やかな気遣いにあふれた人々のささやかな暮らしを、愛いとおしいとは思わないのか？」

「あんたは、愛おしいと思うんですか」

　小こ馬ば鹿かにしたように問う九曜に、嵐嶺はうなずいた。

「ああ。守りたい」

「はっ？　黒牙神でしょう？」

「とうに失格の身だ」

　だからどうした？　と嵐嶺が問い返すと九曜は黙りこんだ。

「決心がつかないなら、小童からおまえを吹き飛ばしてやるからそこへ直れ」

「ははははは」

　とんでもない提案だと九曜が笑う。

　嵐嶺はそれを相手にせず、ヤファルに訊ねた。

「おまえ、〈神凪姫〉を預かれるな？」

「むんっ？　待てい！　沙綾の護ご持じ大たい将しようはこの空──ぐふうっ」

　騒さわぎだす空也の脇わき腹ばらに肘ひじをめりこませて黙らせ、ヤファルが真顔でうなずいた。

「預かります。命に替えても」

「〈神凪姫〉」

　呼ばれて、沙綾は嵐嶺を見つめた。

　紅い目が、案じる恋人にわずかにほほえむ。

「待ってろ。すぐに行く」

「ふたりともこちらへ」

　ヤファルが兄きよう妹だいを連れて下がった。神を祝福する言葉を唱えて結界を張る。

　沙綾の感じている嵐嶺の波動がすうっと薄れた。結界が邪気を中和しているのだろう。

「こうしていれば、あなたも多少は楽なはずです」

　ヤファルが言った。

　嵐嶺はそのために、沙綾を預けたのだ。

「なんのかんの言って、今度こそ本気で勝負ですか」

　嬉しそうに言ってかまえた九曜を嵐嶺の視線が捉える。

　神の目が、感情を映したように黒く染まる。

　嵐嶺は、地が轟とどろくような怒声を飛ばした！




　疾ッ!!
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　突風が巻き起こった。

　ここまできてもまだ「雷」ではないのだと沙綾は思う。

　だがその風は、九曜に苦痛をもたらしたようだった。

　うめき声をこらえた九曜が両手を重ねて突き出し、風を押しとどめようとする。

　風は九曜の手が触れた位置からふたつに割れた。しかし、流れそのものを止めることはできない。

　風は、吹き抜けてはいかなかった。九曜を捉えると、逆巻いて苦しめる。

「くっ。天の赤き炎、わが指先に──」

　炎夏天を使った呪言の詠えい唱しようも、切れ切れに吹き飛ばされてしまう。

　九曜の頰ほおに、首筋に、腕に、浅い傷が走った。

　風に切り裂さかれた緑衣の端布はぎれが、むしり取られた小鳥の翼つばさのように舞まう。

　嵐嶺の神力と九曜の術力。

　双そう方ほうの力がせめぎ合って空気が軋きしる。

「ここまでの呪言師とは……！」

　ヤファルがうなるように言った。

　九曜は沙綾という重しの外れた嵐嶺と互角に戦っている。

「！」

　九曜が放った起死回生の一いち撃げきが、風を突き抜けた。

　まともに喰らった嵐嶺が、白光に包まれた。

　まばゆい光がはじけ、嵐嶺が衝撃に身体をかしがせる。

「────」

　どうにかこらえきった嵐嶺の目が、さらに力を増した。

「御お坊ぼう様さま。この戦いが長引いたら、嵐嶺様は……」

　沙綾が不安を口にすると、ヤファルが無言で一いち瞥べつする。

　愚ぐ問もんだというのだろう。

　そう。嵐嶺はふたたび完全なる黒牙神に傾いてしまう。

「わたしたちを守ろうとしてくださっているのに」

「動機がどうあれ、ふるっているのは黒い神の力ですからね」

「御坊様。もしも、もしもそうなってしまったら、嵐嶺様を封じられますか？」

　沙綾はすがるように訊いた。目を剝むいたヤファルに、沙綾はうなずく。

「だって、それしかありません。そうでしょう？」

　訴えながら、沙綾は芙ふ蓉ようの決意を思い出していた。

『一いち途ずに思った相手を微ね睡むらせるのって、浪ろ漫まん的てきな気持ちになるものなのですよ』

　いつか嵐嶺に言った言葉を、沙綾は恥はじる。

　芙蓉の行動はもっとずっと、ぎりぎりの選せん択たくだったのだ。

　嵐嶺を九曜から守るため、嵐嶺を失わないために、芙蓉は自みずからの身をさしだした。

　沙綾は同じ気持ちでいた。

　嵐嶺を失いたくない。

　彼が、彼であることを守りたい。

「だが沙綾、九曜をこのままにしてはおけんぞ」

　空也の指摘ももっともだった。

「やつが渚から離れたとしても、まただれかに取り憑つくんじゃないのか？」

「もはや悪あく魔まですね」とヤファル。

「今度こそ、黄よ泉みがえりの呪じゆ法ほうを施ほどこしていないことを祈りますね。魂たましいだけになれば、あるいはわたしでも──」

　展開を予想するヤファルに、空也が仰ぎよう天てんする。

「げっ。あいつとやり合うのか？」

「やるしかないでしょう？　現実問題としては、九曜の力が削がれるように仕向けて、さっさと神に決着をつけてもらうのが危なげないのですがね」

　ヤファルでは、九曜が魂だけになったとしても、倒せるか定かではないのだろう。

「東のさいはての島国で、討うち死じにですか」

　感かん慨がい深ぶかいな～ともらした沙綾に、ヤファルがわめいた。

「勝手に殺すな！」

　それから幾分落ち着きを取り戻して、空也に言う。

「めちゃくちゃ不服はありますが、死に水は取ってもらいますよ」

「う!?　う、うむ！」

　空也は武人らしく、台詞の後半のみを理解して胸を叩く。

　ころん。

　いきおいで衣装の合わせ目からなにかが飛び出した。

　合わせ目の浅い位置で引っかかっていたらしいが、大人おとなの拳こぶしほどの大きさの、磨みがかれた丸い水すい晶しようである。

「いやいや。どんな叩きかたですか、兄様」

　つっこんだ沙綾に、水晶を拾い上げた空也が怪訝そうな顔をする。

「つか、こんなものを入れた覚えはないのだがな」

「お守りではないのですか？」

　水晶からは白羅神の波動が伝わっている。

　武人が白羅神の力をこめたお守りを身につけるのはよくあることだが──。

「！　それ！」

　貸してください、と沙綾はひったくった。

　水晶にはみっつの文字、『震』『炎』『白』が彫ほりつけてある。

　嵐嶺の額ひたいに浮かぶのと同じ種類の文字──花し神る字しだ。

　これは一文字で、神の名を表すのに用いられる。

「震しん槌つい天てん、炎夏天、白光天。あああああっ！」

　花神字を読んだ沙綾は叫んだ。

「わかった、わかりました！　九曜様が西地区に場違いな神様のお堂を建立しようとした理由！」

「それ、いま大事ですか？」

「大事です！」

　冷ややかなヤファルに沙綾はいきおいこんで応じ、水晶を振りかざす。

「大香炉が壊れたとき、なにかが飛んでゆくのが見えたのは、これだったんです。それに答えもこれです。震槌天様も炎夏天様も白光天様の配下の神々なんです。お二方に祈って集まった光は、白光天様にそそぎこめますから」

「そそぎこむ？」

　今回に限って要よう領りようを得ないヤファルがもどかしい。

「ですから、白光天様は三百年前に失われた神でしょう？　もちろん、やがては八洲の理ことわりに沿って甦よみがえります。でもそれには、これでもかというくらい人々の祈りが必用なわけで、白光天様おひとりに祈っていたのでは全然足りませんからええっと──」

　説明しているうちに、わけがわからなくなった。

　とたんにヤファルが理解してたしかめてくる。

「配下の神々への祈りの力も転用するわけですね。城を建てるときに、莫ばく大だいな費用を一村ではなく国中の村に割り当てれば、負ふ担たんが少なく集まりも早い」

「そう、そういうことなんです！」

「水晶に神の名を三つ刻んだところから、その結論が導かれたわけですか」

「そうです。九曜様は白光天様の復活を目指してるんです。この水晶は香炉のなか──いえ下に隠されていたのでしょう」

　沙綾は渚が「偵てい察さつに行ってきた」と話していたのを思い出す。そのとき大香炉の設置場所に、ひそかに埋めておいたのかもしれなかった。

「ですがべつに、力の転用自体は悪いことではありませんよね？」

　邪神復活を企たくらむのであれば問題だが、白光天は善神──白羅神だ。

「そうなんですけれども、この状態では首飾りに祈りの力をこめるのと同じで」

「魔ま術じゆつ師しの力としても転用できると？」

　魔術師ではなく、呪言師ですけれどもね……！

　沙綾は訂てい正せいはせずにおいた。ヤファルの理解自体は正しいからだ。

「とすると、あれか？　この石はいま、あいつに力を供給しているわけか？」

「そう思います。水晶はそういう部分で融ゆう通ずうが利きくので」

　九曜のことだ。むろんこういう展開を見越して準備していたのだろう。

「てことはつまり──」

　ひょい、と水晶を取った空也が地面におくやいなや、刀を鞘さやごと抜いた。

　刀身を反転させ、柄つかを思いきり水晶に打ちつける！

　あっと言う間もなかった。

　水晶がぱりん、と割れる。

「──！」

　ためこまれていた力が、風となって四方に吹き抜けた。

　いまいる結界がヴァロス神──馬ば祥しよう天てんのものであったことに沙綾は感謝した。

　白羅神同士の力だったからよかったようなものの、これが嵐嶺の張った結界だったら、沙綾たちは力の反発で丸焼きになっていたからである。

「くそっ！」

　九曜が叫んだ。

　彼のまとう白羅神の力が、目に見えて小さくなっている。

「おおう！　ぐっじょぶ！」

　空也は親指を立て、歯を見せて自じ画が自じ賛さんする。

　戦せん況きようが変わった。

　互角だった力が一転、嵐嶺の絶対的な優勢になる。

「嵐公！」

　劣れつ勢せいを挽ばん回かいしようと、九曜が渚の声で悲鳴をあげた。

「ひどいですこんなの。痛い……痛いよう！」

　頼たよりない少年のまなざしで、九曜は沙綾を求めた。

「姫様、姫様助けてくださ──」

　耳を覆いたくなる泣き声は、嵐嶺の怒声にかき消される。




　吹っ飛べ！




　風が九曜に叩きつけられ、彼の姿が残像のようにぶれた。

　渚から──「九曜」が引き剝がされて飛ばされる！

　呆ほうけたような表情になった渚が、その場にくずおれた。

　意識を失ったようだ。

「渚！」

「出るなボケえ！」

　結界から飛び出そうとする沙綾を、ヤファルの暴言が止める。

　どうしても彼は、沙綾にきつく当たってしまうらしい。

　沙綾はかろうじて踏みとどまった。渚が心配だったが、ここで沙綾が出てしまえばまた力の均衡が変わってしまう。

　だけど、九曜様は!?

　気を張り詰つめた沙綾は目を凝こらす。

　いた！　ぼうっと白い人型が、空の彼方かなたでひるがえってこちらへ戻ってくる。

　目を瞠るような美び貌ぼうの青年が、渚に戻ろうとしている。

　しかし、嵐嶺が渚を庇うようにすい……と立ちはだかった。

「戻すわけがなかろうが。くくくくく」

　尖った犬けん歯しを見せて嵐嶺が笑い、神は今度こそ雷を呼んだ。

　もうなんの遠慮もいらない。そう言うように容よう赦しやなく「九曜」を貫く──！

　雷らい撃げきに灼やかれた「九曜」の絶叫が響き渡った。

　呪言師の魂から、なにかがちぎれ飛んだのを沙綾は視みる。

　あれは「九曜」を守っていた彼の術力だ。嵐嶺の雷が、鎧よろいのようだったそれを剝ぎ取ったのだろう。

　勝敗は決した。

　沙綾はそう感じたが、嵐嶺は手を緩ゆるめなかった。

「九曜」目がけて、たてつづけに稲妻が落ちる。

　悲鳴とは呼べないようなすさまじい声が、そのたびにあがる。

「嵐領様！」

　いけない。離れている時間が長すぎたのだ。

　もう終わりでいいのに、元に戻れるのに、神の髪も目も、もはや漆しつ黒こくと言っていいほどになっている。

　理性を失っている──？

　ぞっとした。その爪までもが、怒りと怨うらみを受けて黒く染まっている。

　神力を使うごとに、空に垂れこめた雲も濃くなってゆく。

「嵐領様、だめ！　もうやめて！　やめてください！」

　声を限りに呼びかけたが、届いていない。

「あの呪言師は自じ業ごう自じ得とくですがね」

「そんな感想はいらないです、御坊様！」

　沙綾は怒りの言葉をぶつけた。

　受け止めたヤファルのまなざしは冷静だ。

「神を封じますか？」

　高僧の言葉が、刃のように心臓を刺さす。

　提案したのは沙綾自身だ。それは承知だった。

　けれどうなずけば嵐嶺は黒い神としてふたたび沙綾のなかに微ね睡むることになる。

　荒ぶる神は、長く長く微睡らなければ、沙綾の大好きだった神には戻らないだろう。

　今こん生じようではきっと、会えなくなる。

「もったいないでしょう、嵐嶺様」

　沙綾は泣きたくなった。あと少しのところまで来たのに。

　地面に膝をつきそうになるのを、空也が支えた。

「まだ諦めるのは早いぞ……！」

「って兄様、その根こん拠きよのない自信はどこから──」

　踏ふまれても蹴られても起き上がってくる空也らしい台詞だが、いまはひたすらうっとうしい。

「っていうか、いいえ」

　兄を心の中でぼろくそに罵ののしるのを、沙綾は一時棚たな上あげにした。

「そう、そうです兄様」

　いまだからこそ、沙綾にできることがあるかもしれない。

「嵐嶺様のもとへ行きます」

　沙綾は言った。

「わたしは嵐嶺様とつながっています。結界を出れば、それだけで嵐嶺様の力は下がりますから」

「はあっ!?　外に出ればキレ神の力がバーンでドカーンでギュウウウだろうがっっ」

　取り乱すあまり、空也が擬ぎ音おんを多用する。わかっていた。嵐嶺がふるった黒牙神の力の反動が返る。

　沙綾の喰らう反動は、これまでの比ではないはずだ。

「それが目的ですから」

　沙綾は静かに言った。

「御坊様は、物事には必ず理があるとおっしゃいました。わたしもそう思います。わたしは嵐嶺様の枷かせです。封印がそんなふうに解けたのは、きっと意味があるから」

「そなたが、キレ神を引き戻すためにか」

　はい、とうなずく。

　そうありたいという──祈りをこめて。

「御坊様。あなたがだめだと判断されたら、そのときは嵐嶺様を封じてください」

「わかりました」

　ヤファルはどこまでも冷静だ。

　おたついている空也に決断しろと目顔で迫ると、護持大将が断腸の思いで承しよう諾だくする。

「ぐぬぬぬぬぬぬう──！　行けい、無事で戻れっっっ！」

　空也が妹を摑んでいた手を離す。

　沙綾は兄とヤファルを見つめ、深く一礼した。そしてくるりと踵きびすを返して結界を出る。
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「！　くう……っ」

　いきなり、見えない大おお鉈なたで切りつけられたかのような痛みが全身を走った。

　一打で骨まで叩き斬きられたかと思うほどだったが、どうにか気を失わずに済む。

「嵐嶺様」

　声に出して、心の中で呼びかけながら、沙綾は黒牙神に近づく。

　嵐嶺はそれに気づいていない。沙綾が結界を出たことにより、神力が弱まったことにも気づいていない。

　積せき年ねんの恨うらみをはらすことに目が眩くらんでいる。

　一歩ずつ、強風のなかを地面を踏みしめるように進んでくる沙綾に、小鬼が顔をこわばらせて嵐嶺を小こ突づいた。

「嵐嶺様。ぶちゃいくじゃ」

　小丸の言葉は聞こえたのだろう。嵐嶺が沙綾を見た。

　否、これは見たとは言わないだろう。ただ顔をこちらに向けただけだ。

　それでも、きっと嵐嶺を取り戻せる、と沙綾は兄に倣ならって根拠のない自信で武ぶ装そうした。

　悪い予想なんて、しない。

　楽しいことだけを考え、幸せな夢だけを思い描えがき、腹黒い妄もう想そうをする。

　それはずっと昔に覚えたことだ。だるくて、息をするだけで苦しい日々を乗り切るために。

「嵐嶺様」

　沙綾は嵐嶺の衣装の袖を摑んだ。

　払われなかったので、見上げる。

「前に、芙蓉様が怨霊化した嵐嶺様を呼ぶ声が聞こえていたとおっしゃっていたでしょう？　だから当然、わたしの声も聞こえていますよね？」

　決めつけるんじゃない！　とわめく嵐嶺の声を、どこかで期待する。

「九曜」だったものを小丸が抱えてきた。傷ついたそれはもう、叫ぶこともしない。

「逃がしてあげて。当分、悪さをしたくてもできないはずだから」

　新たな「人」としてこの世に戻ってくるのにも、長い長い時間がかかるだろう。

　小丸は「九曜」を放さなかったが、嵐嶺に差しだそうともしなかった。

　嵐嶺のほうも奪い取ろうとはせず、ただ沙綾を見下ろしている。

　沙綾はそれに笑顔で答えた。衣装から手を離して、神の脇腹をくすぐる。

「こちょこちょこちょ──」

「────」

　嵐嶺は無言だった。小丸が、凍こおりついたみなの気持ちを代弁する。

「ぶちゃいくは、正しよう真しん正しよう銘めいの阿房じゃ」

「うーんんん？　やっぱり仮体って、鈍いのかしら？？？　こめかみに筋が浮いたり、都つ合ごうよくできているらしいのですけれども」

　沙綾はおかまいなしで首をかしげた。

「わたしがなぜこんなことをするかというと、思い出してほしいからです。もったいない。ご自分でもそうおっしゃったでしょう？」

「────」

「恨みを消すには、もっと楽しいことをするのがいちばんですよ？　ね、だからほら笑いましょう、さんはい」

「────」

「あらあら、ダメですか？　あ、そういえば、嵐嶺様はすぐには笑えない不器用さんでしたっけ」

「おかしくもないのに、いきなり笑えるかッ」とキレられた覚えがある。

「しかたないですねえ。とっておきですよ？」

　沙綾は嵐嶺の反応も、周囲の反応も無視して一人芝居のようにつづけると。

　両手で自分の頰をはさんで潰つぶし、思いっきり変顔を作る。

　辺りは静まり返った。黒い怪かい鳥ちようまでもが、バタバタと地上に落ちてくる。

「オもしろいオナゴじゃの」

　すいすい、と宙を滑るように地神様が近づいてきた。まるで匂においを嗅かぐように、鼻をうごめかす。

　嫌けん悪おはなかったが、重く痺しびれる邪気に、内心沙綾は緊きん張ちようする。

　地神様はふわりと浮いて、変顔のままの沙綾を横からのぞきこんだ。興味津しん々しんだ。

「オマえには、なかにはイって遊ぶことガできるのカ？　食えバ、妙みようちりきんナ味も楽しめそうジャ」

　どれ、と味見でもするような声を出して手を伸ばす。

　その紅い鉤かぎ爪づめが沙綾に触れるよりも早く、地神様の手を嵐領が押さえた。




「触さわるな。こいつは未来永えい劫ごう、我のものだ」




「嵐嶺様！」

　沙綾は顔を輝かせた。嵐嶺が我に返った！

「らンこう」

「ほしけりゃ、九曜を持っていけ。もともと所望していただろう？」

　合図を受けて小丸が「九曜」を差しだすと、地神様はいやな臭いでも嗅がされたかのように、顔をしかめて横を向いた。

「そんなお古はイらン」

「ならば、みやげはなしで帰れ。店じまいだ」

「チっ」

　悔しそうに吐き捨てたが、地神様は宙を蹴ると沙綾たちの遙はるか頭ず上じようへと跳びあがった。

　そのまま雲を踏むように、ぽーん、ぽーんとはずみながら去ってゆく。

　ほかの邪神も帰ることにしたようだった。地面に落ちた怪鳥もいつの間にか消え、おだやかな春の陽ひ射ざしが辺りを照らしている。

　嵐嶺の紅い髪が、陽射しに煌きらめいていた。沙綾を見下ろすその表情は、呆れ顔だ。

「まったくおまえは。変顔はやめろと言ったはずだ」

　出てきたのも小言で、けれどそれが沙綾には嬉しい。

「悪かった」

　横を向いて嵐嶺がつぶやくように言う。

「おまえたちを守るはずが、──とんだことになるところだった」

「引き戻したわたし、偉えらいですか？」

　おどけて訊ねると、額を小突かれた。

　そういうやりとりにも、じんわりと喜びがこみあげる。

　照れくさそうな、ばつが悪そうな顔をした嵐嶺にそっと抱きつくと、沙綾は言った。

「嵐嶺様……お帰りなさいませ」




　意識を取り戻した渚の、くぐもったうめき声が聞こえてきた。
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「結局、九曜様は寂さびしい御お方かただったのですわね」

　ことの顚てん末まつを聞いた皇女ひめみこが、しみじみとそう口にした。

「大層優秀だった、と史書は申しますけれど、ご自分では生きている手応えがなかったのでしょうね。なにをしてもうまくゆく。周りの者もすぐに思い通りに動かせてしまう」

「知らず心の隙すき間まを埋めようとしたのであれば、そのような気持ちはわからぬでもない」

　同意したのは帝みかどだ。最愛の妹を、傍かたわらに寵ちよう姫きのように侍はべらせている。

　今きん上じよう帝ていにはすでに数人の妃きさきがいるが、だれひとりとして「お気に入りの座」に座らせたことはないらしい。

　その件について、後こう宮きゆうではすでにどん引きする時期を越えていた。妃たちも妹である皇女も、「主上はそういう御方だから」となかば諦めの境地だ。




　ここは内裏だいり内の、帝の私室だ。

　事件からは、すでに一ひと月つきが経たっている。

　報告を、ということで呼ばれているのだが、これほど経ってからなのは、嵐嶺があのあとすぐに封じられたせいだった。

　嵐嶺が黒牙神の本性をむきだしにしたのはわずかな間だけだったが、それでも影えい響きようは大きかった。

　あの場に集まった黒牙神は嵐嶺と縁ゆかりのある者ばかりだったため大事にいたらなかっただけで、じつはあちこちで邪じや衆しゆうの被害が出ている。

　そのため、嵐嶺はすぐさま封印となり、儀ぎ丞じようが僧たちを指揮して大がかりな修ず法ほうを編んでいる。

　京とその周辺がどうやら落ち着いてきたのが十日ほど前だ。

　むろん桜は散りきり、緑の葉を茂しげらせている。

　今日、帝の私室に招まねかれたのは沙綾、嵐嶺、空也、ヤファル、渚だった。

　話を聞くときにはぜひ、と兄帝にせがんだ皇女も特別に同席している。

「心に隙間のあるやつは、たるんでいるからだ。ヒマを持てあましているからだろう。だれかに誠心誠意仕つかえ、鍛たん錬れんすれば、つまらぬ気持ちなど消えてゆく！」

　空也が持論を展開した。居合わせた者たちにはあまり賛成できない精神論なうえに、「わたしを見てみろ」と沙綾への愛を語る前振りがはじまったので、帝がさっさと幕を引いて落とす。

「空也には愛がみっちり詰まっているからねえ。余への、ではないあたりが小こ面づら憎にくいが」

「うん？　なんでおまえに愛がいる？」

「いるでしょう？　やだなぁ空也は、焦らすのがうまくて」

「？？？　おまえの言っていることは、ときどきわからんぞ雪ゆき王おう……」

　本気でぼやく空也の横で、ヤファルが先ほどの帝の意見に賛同している。

「九曜の行いは許しがたいことではありますが、なぜあのような道をたどったのかは理解できます」

「おまえらは九曜の同類だからな」というのが嵐嶺の感想だった。

「そこはかとなく『ヒトにあらず』と言われたような気がするのは、穿うがちすぎですかね」

　むっとしたように返すヤファルに、嵐嶺は知らん顔だ。

「しかし、キレ神はヒトくさい」

　帝がけんかを売るような調子で言った。

「もとはヒトだからな」

　彼のように死後、なんらかの理由があって神化したものは「人じん神しん」と呼ばれる。

「そういう意味じゃなくてさ。一度はこの世への復讐を誓ちかった身であろうが」

　めぐってきたせっかくの機会を活いかさないとは、とも聞こえる言葉だったが、嵐嶺はすまして言い切った。

「誓いなんざ、破られるためにある」

「まあ、そこは同感だけれどね。やはりあれか。三百年もボンヤリ巫み女このなかに閉じこめられていると、ヒトくささが移るんだろう」

「主上。歴代の〈神凪姫〉様はボンヤリではないのではないかしら……」

　やんわり訂正した皇女に、嵐嶺が渋しぶい顔を向ける。

「すっとぼけた顔で、よくもまあ毒を吐く。おまえは〈神凪姫〉の友人だろうが」

「ええ、大の親友だと思ってますけれど？　それにわたくしのは『毒』ではなくて『愛』ですわ。ね？」

　とろけるような笑顔を向けられた沙綾は、返事に困って頭を搔かいた。

　大親友と思っていただけるのは光栄だが、やっぱりじつは黒い人なのだなぁというのを実感すると、憧れが音を立てて崩れてゆく。

「まったく。この兄にしてこの妹ありだな。というか、おまえらはみんなそうか」

「？」

「？？」

　沙綾と空也はそろって首をかしげた。ヤファルがひとり「ああ、『毒縛り』に『ボケ縛り』ですね」と納得している。

　聞かぬフリの帝は扇おうぎをひらいて、そよそよとあおぎながら渚に話しかけた。

「そなたもそなたで、結果いいとこ取りになったではないか」

「はっ、めっそうも……いえっ、とんでもなく──」

　隅すみのほうで居い心地ごこち悪そうに身を縮めていた渚が、床ゆか板いたに頭を擦すりつけた。

　正気に返った渚は、あれ以来気の毒なほどしょげている。渚に責任はないのだと周りがいくら言っても、納得できずにいるのだ。

「ぼくが、強いものに憧れたから」

「ぼくが、身の丈たけに合わない力を求めたから」

　どうしても、そんな後こう悔かいが消えないのだという。

　なかなか気持ちの整理がつかないのは、渚のなかに呪言の力が残っているせいもあるようだった。

　渚の術力は、九曜が吹き飛ばされたあとも残っていたのだ。

　いや、「残っている」というのとは違う。大だい僧そう正じようやヤファルの見立てによれば、もともと持っていたけれど「眠っていた」渚の力が、表に出てきたのだろうということだった。

「ぶっちゃけ、九曜様が降りてきたことで、渚の身体の『詰まり』が通ったようなものでござりましょう」

　この国の僧の頭りい格だあである儀丞は、そんな身も蓋ふたもない言い方をしていたが……。

「そなたは九曜になりかかっていたのであろう？　なんぞ、九曜の気持ちのようなものは理解できるか？」

「いいえ、ぜんぜん」

　肩かた透すかしを食うほどきっぱり応こたえた渚は、言葉を選びながら自分の考えを口にする。

「なんというか、ぼくはぼくの身体のなかで隅っこに追いやられていただけなんです。ぼくは九曜様の一部になってもよかったけれど、九曜様に『ぼく』は必要なかったみたいでした。九曜様は冷たくて、そびえている石いし垣がきみたいで」

「そなたを利用するだけしておいて、寄せつけもしなかった、と」

「でも、一度九曜様に抗ったでしょう？　それは覚えてる？」

　覚えている、と渚はうなずいた。

「あのとき、姫様の声が聞こえて。ぼくは──ぼくは本当に力がほしかったけれど、あんなふうに人々を傷つけるのは違うと思って、それで」

　なるほどな、と帝がどこか納得したようにつぶやいた。

「それで、あのう。ぼくは、どんな罰ばつを受けるのでしょう？」

　渚が訊いた。罰？　とだれもがいぶかしげな顔をする。

「だって。これって雪せつ慶けいさんのときと同じです。雪慶さんはご自分に隙があったから、アクマに取り憑かれたと言ってたでしょう」

　皇女に危害を加えそうになったということで、一時は僧そう籍せき剝はく奪だつの処分が下っている。だが、皇女本人の嘆たん願がんもあって、最終的には洛外への追放だけとなった。

「アクマとやらは、だれにでも取り憑く可能性があるがなぁ」

　むしろ九曜に取り憑かれたことは災さい難なんではないのかと、空也が言う。

「そなたは罰を受けたいのか？」

「はい」

　帝の問いにうなずいた渚に、沙綾は声をあげた。

「渚！」

「だって姫様。ぼくは迷めい惑わくをかけましたから。姫様にも嵐公にも、先輩にも、仲間にも、西地区の方々にも」

「先せん輩ぱいやお仲間の方々は許してくださったのでしょう？」

　皇女が訊いた。小こ細ざい工くにより討伐に出発する直前に体調を崩した先輩僧も、わざと出で来き損そこないを人選したと言われた仲間も、あれは「渚」ではなく「九曜」がしたことだから、と渚の謝罪を受け入れている。

「西地区は、雪王が太っ腹にも復ふつ興こうすると決めただろう」

　被害に遭った全員に、以前よりよい家と家財道具を贈おくることで話がついている。

「ふむ。では余よが直じき々じきに裁きを申し伝えようぞ」

　帝が扇をぴしりと鳴らした。

「緑りよく位い僧そう・渚においては、緑位を剝はく奪だつ。本僧の最下位である浅あさ葱ぎ位いより、あらたに精しよう進じんするものとす。どのようにつらい修しゆ行ぎようになろうと、逃げることはまかりならぬ。おのれの力を八洲のために、八洲の理に沿って使うと誓うように」

「誓います。心して務つとめます」
















「暇ひまなときには、あの高こう慢まんちきの塚にも詣もうでてやれよ」

　あの高慢ちき──九曜のことだ。

　地神様に拒こばまれ、手元に残った「九曜」は、大辻の片隅に埋うめられた。

　あえて墓地に運ばなかったのは、彼に対する戒いましめの意味がある。

　九曜は京を、世を乱そうとした者として封じられたのだ。

　嵐嶺に痛めつけられた魂は、浄じよう化かの修法と共にうずめられた。魂を癒いやすのは、修法に籠められた神力と大辻を通りすがる人々の「情」だ。

　黒牙神にも礼を尽くす八洲の人々だから、九曜の塚にも手を合わせるだろう。悼いたんで供く物もつを捧ささげる者もあるかもしれない。

　そういった「祈り」が、九曜を赦ゆるすことになるのだ。

「ある意味皮肉だ」と沙綾は思う。九曜は歯牙にもかけなかった市し井せいの人々に、黄泉がえる力を与えられることになるのだから。

「詣でます」

　答えた渚に、帝はうなずいた。

「うむ。そうやって赦したあとは、そなたも幸せになるのだよ」

　思いがけない言葉に目を瞠った渚が、両目に涙をいっぱいにためる。

「はい……！」

「わー」と沙綾は声をあげて手を叩いた。

「なんだか名君のようですね、主上……！」

「そして貴様は、見せ場を台なしにする天才だな〈けーわい〉巫女」

　けーわい。また外国語が出てきた。だがまあ、空気が読めないと言いたいのだろう。

　沙綾がふざけた反応をするいっぽうで、渚は帝の言葉を真しん摯しに受け止めていた。

　居住まいを正すと、床に手をついて頭を下げる。

「誓います。必ず、善よい僧になります……！」

　その横顔は、すでに凜り々りしい若僧のものだ。

　今度こそ、九曜の小こ芝しば居いではなく。

「で、沙綾。今後のことはどうするの？　嵐領様は拝はい承しよう神しんにおなりなのでしょう？」

　訊ねた皇女は微び妙みような感じで間違える。

「灰はい薔しよう神しんですけれどもね」

　沙綾の訂正を、すかさず帝が捉えた。

「敗将神であろう？」

「ハイショウといえば拝はい誦しようではないのか？」

　首をひねる空也。

「拝つつしんで誦よんでどうするんですか。ハイショウといえば廃はい娼しようでは？」

　八洲語の語ご彙いがどんどん増えているヤファルには恐れ入るばかりだ。

「っていうか、ハイショウって、意味がたくさんあるんですねえ嵐領様」

　のんびりとした沙綾の感想に、嵐嶺は早くもキレかかっている。

「灰薔神なんざ、やめだ！　地味だろうがなんだろうが、灰はい色いろ神しんでいく！」

「あらあら。こっそり気に入っていたからって」

　沙綾が肩をすくめたところで、嵐嶺がわめいた。




「やかましいわ～～～っっ!!」
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「仕切り直しだ」

　あぐらをかいて座った嵐嶺が、ヒトくさく咳せき払ばらいをする。

「おまえらも知っている通り、我は灰色神になる」

「大丈夫ですよ、嵐領様～。そこまで強調しなくっても」

　口元に手を当てた沙綾はこっそり言い添えて嵐嶺ににらまれる。

「白でも黒でもない神になる。その決意やよし。だけどねキレ神、皇女の訊いたのはそういうことではなく、そのなんたら神になる方法やなにかのことであるが」

「それでしたら、まだ全然です」

　帝の問いに、横から沙綾が応えた。

　嵐嶺との逢おう瀬せの日が来たら相談しよう、いくつか試してみたいことがあると思っていたのは二月半前のことだ。

　けれど九曜のことがあり、落着後は嵐嶺が即座に再封印となったため、なんの進展もないのだ。

「そうしたら、これからいろいろ試したり、儀丞様やヤファル様にご相談してゆくのかしら？」

「いいえ」

　沙綾は皇女に首を振ってみせる。「ならばどうするんだ」と問いたげな空也にはにっこり笑ってみせて、沙綾はみなに言った。

「たぶん、このまま」

「このままだと？　だが沙綾、それでは──」

「はい。わたしと嵐領様は、月に三日いちゃいちゃしまして、残りは慎つつましく過ごします」

　自信を持った沙綾の言いっぷりに、皇女や空也たちは顔を見合わせる。

「それ、いまのままということではないのかしら？　いえ、どう考えても方法が見つかりそうにないからナアナアでいこう──のように聞こえるのだけれど」

　そう切りだした皇女に、ヤファルが「けっこう言いますね」と感心する。

「現実逃とう避ひ、というわけではないですよ。ね、嵐領様？」

　沙綾は促した。

　嵐嶺がしぶしぶというように、高い位置で髪を結っていた紐をほどく。

　彼らははじめ、それがどういう意味かわからなかったが、空也が気づいた。

「キレ神の髪が──！」

　邪衆の証あかしともいえる美しく紅い髪が二筋ばかり、黒くなっている。

　それは、怒りのときに染まる闇色とは違った。

　ぬばたまの黒。烏の濡ぬれ羽ば色いろともいう、八洲では美男美女の条件である艶つややかな髪の色だ。

　嵐嶺は驚いている彼らに向けて、両手をあげてみせた。

　見せているのは手の甲側だ。

「ああっ、嵐公の爪が」

　渚が言った。

　血のように紅く尖った爪は、いまはくすんだ赤色をしていた。

　長さも以前の半分ほどで、先も丸くなっている。

　どんなに切ったところで伸びてくるという爪が──だ。

「よく見れば、目もですわね」

　皇女にまじまじと見つめられると、嵐嶺が落ち着かなげに視線をそらした。

　だがその目からも紅味が薄れつつある。

「今回、解封になってすぐに気づいたんです」

　ここに来る前に、沙綾と嵐嶺はわずかばかりだがふたりきりの時を過ごしている。

「髪が黒いって思ったとき、嵐嶺様がおじいさんに!?　と思いましたけれど」

「もっとよく見せろ」と、猿さるが蚤のみ取とりでもするように探してしまった。

「阿房聖女。それは白髪しらがのときでしょう」

　ヤファルが思った通りのつっこみをくれたので、沙綾は目礼しておいた。

「嵐嶺様は、変わりはじめています。たぶん、わたしたちの望んでいるほうへ」

「なぜです？」

　理を知りたがるのもやはりヤファルだが、それは沙綾にはわからない。

「我は以前、〈神凪姫〉に叔お父じたちを赦せるかと訊かれたことがある」

　話しはじめたのは嵐嶺だった。

「おそらく、許しの気持ちが鍵かぎになるのではないかという考えだ。我もそう思った。とはいえ、ヤツだけは許せる気がしなかった。なのに、だ。ヤツの独白を聞いて、心底憐れに思った。もし我が刑に処される前に知っていたら、きっと祟らなかっただろう、と」

「あの日」を思い出すように、嵐嶺が遠い目をする。

「結局は、我はヤツを滅した。が、その目的が途中で変わった。だからなのかは、わからん。なにかほかの、もっと大きな力が働いたのかもしれん。たんに、やつの呪言を喰らったせいなのかもしれん」

「もしかしたら、はじめからこうなるさだめだったのかもしれませんわね」

　皇女が言った。

「中ちゆう途と半はん端ぱに封が解けたのも、沙綾と関わることであなたが変わり、あなたが闇の淵ふちに沈みそうになったら、引き戻せるように」

　沙綾と同じように考える皇女を、帝があっさり否定する。

「いや、あれはたんなるドジだろ」

「神よ。いまは、御力は？」

　問うたヤファルに、嵐嶺は「ある」と答えた。

「ただし、弱くなっている気がする。試してはいないがな」

　試さないのは、沙綾の負担を考えてのことだ。

「なんにせよ、我らはこの変化を見守るつもりでいる。時期が来れば、我は髪も目も皇子だったころの色に戻るかもしれん」

「もしかすると、いつか沙綾のなかで微ね睡むれなくなる日も？」

　皇女の問いに、嵐嶺がその日を思うような表情でうなずいた。

「来るやもしれんな」

　沙綾は衣装の陰かげに隠して、そっと嵐嶺に手を伸ばす。

　祈りをこめて神の仮体に触れると、嵐嶺が手を握って答えた。

　いつか。

　いつか──きっと。

　共に在あれる日が来ますように。
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　北国の遅い春も、もう終わろうとしている。

　庭先の桜の古こ木ぼくが、はらはらと白い花びらを散らしていた。樹じゆ齢れい千年といわれている古木には、満開の花は重たすぎるのだろう。懸けん命めいに枝をしならせ、あと少し、もう少しと花の時期を耐たえている。

　雪せつ慶けいは庵いおりの傍かたわらに作った畑に水を撒まく手を止めた。ふっくらと耕たがやした柔やわらかな土の間から、小さな緑が芽め吹ぶいている。

　あれから三年。

　頼たよる者もなく、年の半分は雪と氷に閉ざされたこの地で暮らすことにもずいぶん慣れた。知り合いもできた。

　いまではこんな僻へき地ちに僧そうがいるなんてありがたいと、行事のたびに山ふたつ越えたところから通ってくる者もいる。

　僧院にいたころには知らなかった喜びがここにはあった。暮らしは貧まずしく、厳きびしく、罪を悔くいる気持ちも消えない。

　日焼けして、手は節ふしくれだち指先は傷だらけだけれど。

　これでよかったのだ、と思っている。

「せっけいさあああああああん！」

　遠くから自分を呼ぶ声に、雪慶は振り向いた。

　旅りよ装そうに身を包み、荷物を斜ななめがけにして懸命に手を振っているのは、渚なぎだ。

　もどかしげに駆かけだしては転び、起き上がってはまた転ぶので、緑りよく衣いがたちまち土だらけになる。

　渚の後ろからは、三さん騎きの馬がやって来ていた。男女の二人乗りと、男性の一人乗りが二騎。渚は、どちらかの男性と相乗りしてきたのだろう。

　雪慶は水みず桶おけにひしゃくを戻もどして下に置き、袖そでをくくっていた紐ひもを外はずした。

　畑から出て、渚たちを待ちかまえる。

　すべてが落ち着いたので、一度訪ねたいと渚が手紙で報しらせてきた日から、雪慶は今日を心待ちにしていた。

　手紙のやりとりはずっとつづけていて、京みやこでなにが起きているのかも、事件がどんな結末を迎むかえたのかも知っている。

　雪慶の慕したった皇女ひめみこが無事に男児を産み、いままた二人目を懐かい妊にんしていることも。

　それでも、旧知の友に会える喜びは格別だ。

「雪慶さん！　うわああああん、お元気でよかった～～！」

　飛びついてきた渚を雪慶は受け止めた。

「大きくなったなあ」と、つい子どもに対するような台詞せりふが飛び出してしまう。

　少女のようだった渚もいまでは、十八歳だ。背も伸び、顔つきも変わっている。

「到とう着ちやく～～っと」

　大柄な青年の操あやつる馬に横座りしていた市いち女め笠がさの少女が、ぽいと飛び下おりる。

　在所の女性顔負けのおてんばぶりに、青年がうんざり顔で注意をした。

「〈神凪姫かんなぎ〉、何度言ったら──」

「嵐らん嶺りよう様こそ」

　市女笠のあご紐を解いた沙さ綾あやが、笠を取りながら口を尖とがらせて言い返す。

「いつになったら、その〈神凪姫〉というのを、やめてくださるんでしょうねえ？」

　わたしが〈神凪姫〉じゃなくなったの、一年前ですよ？　と念を押すのを、雪慶は胸をいっぱいにしながら聞いていた。

「長きに渡るお勤つとめ、ご苦労様でこざいました」

　深々と頭を下げられた沙綾が、相手と同じくらい深く頭を下げ返す。

「いえいえ。わたしなんて、毎日ダラダラ寝ねていただけですから」

「それをわかってらっしゃるとはすばらしい」

「あいかわらずですね、ヤファル様」

　親しみをこめた目を、雪慶は銀ぎん髪ぱつの高僧に向けた。

　どこか違い和わ感かんがあると思えば、衣い装しようがすっかり八洲やしま風ふうだ。持ちこんだ服は、この三年の間に傷いたんでしまったのだろう。

「つか、なんでついてくるの帰らないの寂さびしんぼうか、という話だよな？」

　道中ずっと疑問を持っていたのか、空くう也やが同意を求めてくる。

　空也はあまり変わらない。それでもどこか寂しげなのは、妹のなかで自分の存在が薄くなったせいだろうか。

　雪慶は、空也の存在を薄めた人物を見上げた。

「嵐らん公こう。お懐なつかしゅうございます」

「というほど、おまえと我われとは親しくもなんともなかったがな」

　毒舌はいまも健在のようだ。

「おい、雪慶。おまえ、キレ神になんか言うことあるだろう？」

　馬を下りた空也がせっついてくるので、雪慶は口をひらいた。

「ずいぶん派手におなりですね……！」

　黒こく牙が神しんの証あかしである紅あかい髪かみも派手といえば派手だったが、こちらは「ド派手」だ。

　かつてのように高い位置でまとめた嵐嶺の髪は、鮮あざやかな橙だいだい色いろをしていた。もしかしたら暗くら闇やみで光るのではないかというようなまばゆさだ。

「全部黒くなるかと思ったら、ならなかったのですよねえ」

　ぶすっとしている嵐嶺の代わりに沙綾が言って、内ない緒しよ話のしぐさでつづけた。

「なのに、はじめに黒くなった部分だけはそのままですから、ちょっと、中ちゆう途と半はん端ぱに非行に走ったヒトみたいで──」

「やかましいわっっ」

　まる聞こえだった悪口に、嵐嶺が嚙かみつくように応じる。

　その嵐嶺の目は黒く、爪つめも短かった。むろん、何色にも染まっていない。

「嵐公。ヒトに戻られたのですか？」

「というより、正体不明です。神様でもなくヒトでもなく……みたいな」

　ヒトとしてはかなり強力な呪じゆ言ごんも使えるが、神と呼ぶには値あたいしないそうだ。

「目指していたのは、黒くも白くもない神だったはずだがな！」

　空也が皮肉をこめにこめたが、雪慶は否ひ定ていする。

「ものの本によれば、灰色の存在とは、ヒトのことだそうですから。いまのお姿も目指された形のひとつなのだと思いますよ」

「その本は、ボウズの書いたものだろう？」

　嵐嶺の指摘に雪慶はうなずいた。

「はい。ああ、ちょうど嵐公の時代に生きていらしたかたです」

「我の師だ」と懐かしそうに言った嵐嶺の物思いを吹き飛ばすように、渚の腹が鳴る。

　ぐううううう～～～

「すっすみません。あのっ。ぼく今け朝さ寝ね坊ぼうをして、満足に朝あさ餉げをいただいてなくて」

　馬上で干ひ魚ざかなをかじっただけなのだと言う渚は相変わらずだ。

「狭せまいところですが、どうぞお上がりください」

　もてなす用意はすっかりできている。

　雪慶は先に立って中に入り、渚、空也、ヤファルとつづいた。

　沙綾も後を追いかけたが、ふと嵐嶺が立ち止まっていることに気づく。

「嵐嶺様？」

「こんな北のさいはてまで来ることがあるとはな」

　今も昔も、旅をするのは任地へ下る国こく司しぐらいのものである。

「遠かったですね……！」

　沙綾は実感をこめて言った。嵐嶺が神のままであれば、ひとっ飛びだったかもしれない距きよ離りだが、いまの嵐嶺にそこまでの力はない。

　それでも、友人に会いたいという渚について旅をすると決めたのは沙綾だ。

「最後まで残った煩ぼん悩のうだからな」

　嵐嶺がにやりとする。

　沙綾が瀕ひん死しの〈神凪姫〉時代に書きためた「やってみたいこと一覧」。

　三日から五日、十日と逢おう瀬せの期間を長くとれるようになった嵐嶺と、この三年、さまざまなことを体験してきた。

　けんかもした。眠れない夜もあった。それすらも沙綾の一覧を墨すみで塗ぬりつぶすことになったときには、嵐嶺もいささか辟へき易えきしていたが。

　八洲の果てまで旅をしてみたい。

　それがこうして叶かなうことになって、沙綾もしみじみする。

「叶わないこともありますけれどね」

　たとえば「外とつ国くにへ行きたい」は空也の断固反対にあった。

　沙綾のことなどこれっぽちも気き遣づかっていないような帝みかどにまで難色を示されたのは、このところ華か丹たん国こくの政情が不安定だからのようだ。

　数年前にはじまった争いはついに表面化し、各地で小こ競ぜり合いが起こっている。

　ヤファルはそのせいで故国へ戻れなくなった。

　島国の八洲からは、華丹国を経由しなければどこへも行けない。その華丹国が不ふ穏おんだと、西国へ抜ける道も閉ざされるのだという。

「まあいいです、べつに」とヤファルはこのごろ諦あきらめているようだ。最愛の妹と友人を失った故国には未練もないようで、八洲の内裏での居い候そうろう生活も快適なのだろう。

「叶わないことがあるのも、ヒトゆえだろう」

「そうですけれど。そうやって諦められないときは、どうすればいいんでしょうねえ」

　分別くさい嵐嶺に言うと「そんなに外つ国へ行きたかったのか」と訊きかれた。

「いえべつに。たんなる一般論で」

「～～～～～」

　嵐嶺が目を剝いたので、沙綾は先回りして言ってやった。

「こんなヤツと婚こん約やくするなんて後こう悔かいしてる、って顔ですねえ」

「表情を読むんじゃない！」

　図星を指されてわめかれても、読みやすいのだからしかたがない。

　まったく、とでも言うように嵐嶺がため息をついた。

　そう。彼は息をするようになったのだ。

　膚はだにも温ぬくもりが生まれた。目め尻じりには皺しわもできつつある。

「さぁて。この旅から戻ったら、いよいよわたしもヒトヅマですよ～。きゃはっ」

　人妻。憧あこがれに憧れた響ひびきだ。

「きゃは、はやめろ」

　はしゃぎすぎだと注意された。

「嵐嶺様」

　いま、お幸せですかと訊きかけて、沙綾は笑顔でごまかした。

　それは人生の終わりになって、はじめてわかることだ。

　幸せだったと思えるように生きよう。この人と。

　沙綾はひそかに誓ちかう。

　はらり、はらりと桜が散る。

　ああ、そういえば三年前、この北国の酒で一いつ献こん傾けようとしていたのだっけ。

　だるかった日々が、神をその身に微ね睡むらせていたことが、夢のように遠い。

　嵐嶺が沙綾を見つめていた。目尻を笑えませると、急に尊大になって言う。
















「いくぞ。──沙綾」

　かつて神だったヒトの、頰ほおのあたりが赤くなったのを沙綾は見み逃のがさなかった。

　そそくさと桜に背を向けた嵐嶺に腕うでを絡からませて、沙綾は答える。

「はい。嵐嶺様」





終わり
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　こんにちは、響ひびき野の夏か菜なです。

　タコ姫様の三巻を無事お届けできてほっとしております。

　たしか、ちょうど一年前に一巻を書いていたと思うのですが、やぁ、月日の経たつのは早い早い。

　最近、一日も一いつ瞬しゆんで終わってしまいます。小学生のころの、気が遠くなるほど長かった夏休みとかが懐なつかしいです。

　いまあのころのように時間があったら……、いやそれも、あっちゅう間か。




　などというのはさておき。

　タコ姫様のお話はこれで完結です。どのようなラストを迎むかえたかはお読みになっていただくとして、この先も彼らがボケとツッコミを繰くり広げつつ、にぎやかに生きていってくれるといいなあ、と思っております。

　しかしわたしは、最後の最後でも嵐らん嶺りよう様に試し練れんを与えてしまいましたことよ。

　この時代にアレって、かなり目立つと思うんですよね～（笑）。

　でもまあ、あれは幸せの色ですから。キレ神様には、そう納得していただこうっと。







　最近、わたしはケータイゲームに手を出してしまいました。いくつかやってますが、手軽で楽しいのが言葉を作って敵を倒すパズル要よう素そのあるもの。

　いまけっこう上位にきました。ってどんだけやってるんだよ仕事しようよ（笑）。




　アホ話はそのくらいにして。

　本作品ができるまでに関わってくださったすべての皆みな様さまに感謝を。とくに、毎回美び麗れいなイラストで飾ってくださった茉ま莉り花か様！　ありがとうございました。

　皆様にも、楽しんでいただけますように。

　そしてもしご縁えんがありましたら、また次の作品でもお会いできますように。





響野夏菜
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Kana Hibikino




毎年この時期になると思うこと。

「あ～椿見に行きたい」

名所はいろいろあるのですが、行ってみたいところはどこも雪深い悪路の果てか島……。

雪道の運転はまだしも、荒海を船で○時間は、船に弱いわたしにはハードルが高すぎです。

かくて毎年、夢だけを見ているうちに春がきてしまいます。たぶん今年も。










イラスト
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最近、エゾモモンガという動物がとっても気になっています。写真を見たときこんな可愛い生き物が存在するのかとびっくり・・・。

いつか実際に見てみたいです。
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